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恋愛温度、上昇中！










上昇温度―ＬＥＶＥＬ１―　始まりは突然に




「あの〝いかにも〟って感じがイヤ」

「分かる！　絶対ウチらのことバカにしてるよね」

「彼氏いない歴イコール年齢！」

「ああはなりたくない～」

　ザワザワとした居酒屋。カウンターに座った私の背中越し、襖ふすまで仕切られた個室から聞こえる笑い声が聞き覚えのあるもので、その内容がまさに自分を指すものだと気づくのに大して時間はかからなかった。

　会社の女の子たちだろう。

　ああ、やっぱり真っ直ぐ家に帰ればよかった。

　キンキンに冷えたビールが飲みたい、と衝動的に立ち寄っただけの偶然に、愚痴をこぼしたくなる。

「あの眼鏡」とピンポイントで特徴を捉えた甲高い声が響けば、目の前で『私を食べて』と横たわる車海老のホイル焼きにも急激に箸はしをつける気が失せていく。

　彼女たちの誰かがあの襖を開ける前に、私は立ち去るべきだろう。自分の名前がはっきり出てこないうちに。大丈夫。悲しいかな、こういうことには慣れている。

　はぁ、と息を吐いて、残り半分になったビールを飲み干す。車海老はもったいないから無理やり食べた。

　おひとり様な私には気を遣う相手もいない。本当は、二杯は飲んで帰るつもりだったけど、あいにくこの場に留まり続ける図太さはなかった。




　真っ直ぐ家に帰って、確かに疲れているはずの体をグッと伸ばす。いつもなら部屋着に着替えればリラックスできるのに、今日はモヤモヤと胸のあたりが重い。

　顔を洗ってスッキリさせよう。

　鏡の前に立ち、疲れた表情の自分と目が合う。

　後れ毛も出さず、ひとつにまとめた黒髪にフレームのない眼鏡。奥二重で、目尻が少し上がっているせいか顔立ちはキツく見られがちだ。化粧は必要最低限だし、オフィススタイルを着崩すこともない。居酒屋での彼女たちの言葉を借りれば、『いかにも』隙すきのない女。それが私、高たか見み紗さ織おりだ。

　陰口なんて気にしない、私は私だもの、と胸を張れるのに、ときどきどうしようもないくらい不安になる。今の自分になんの価値もない気がして落ち込んでしまう。

　彼氏も今までいなかったわけじゃないけど、甘えられる性格じゃなかった私は付き合い方も淡泊で、恋愛に重きを置けなかった。

　『男なんていらない』と豪語することもあるけれど、こんなとき、ときどき……ホントにときどき誰かに甘えたくなる。

　明確な悪意を向けられれば私だって傷つくの、と大声で叫んで、それを誰かに慰めてもらいたくなる。

　だけどそれができる私じゃないし、そんな相手もいない。

　頭を乱暴に振っても、グルグル回り続けるマイナス思考。それにつられて出そうになる重い溜ため息を吐かないよう、なんとか飲み込んだ。




　翌日――。

「高見ちゃん、あなた恋してる？」

　目の前でタイトなブランドスーツを着こなしている、年齢不詳の妖あやしい美び貌ぼうの女性は、その言葉よりもずっと真剣な表情で私を見つめた。

「恋、ですか」

　我ながら低い声。呟つぶやいただけなのに、地に落ちたように響いた気がする。

「そうよ！　恋！」

　当たり前だと言わんばかりにキラキラした瞳を真っ直ぐ向けられて、顔のどこかの筋肉がピクリと動いた。

　その質問、なんの拷ごう問もんですか。

　恋なんて何年もしていないし、それを語れるほどの経験もない。

　昨日の『彼氏いない歴イコール年齢』と噂うわさされた言葉がフラッシュバックする。誰かに甘えたいと弱気になった自分を思い出し、恥ずかしくて頭を抱えたくなった。

「……社長」

「なぁに？」

　邪気のない笑みを惜しげもなく振りまいて非常にプライベートな質問をする美女は、私が勤める『アンティミテ』の代表取締役、如月きさらぎ光みつ子こ社長。甘い声も、容姿も、私がこの会社にデザイナーとして働き始めてから何年も変わってない。

　アンティミテは、メーカーから二十年前に独立した社長がコツコツと築き上げた、女性向けランジェリー会社だ。並大抵な品質や手腕では、その名前がブランド化して世間の女性たちに浸透するまでには至らない。それを女性ながら起業し、実現した社長は、業界内でも人脈が広く、切れ者だと噂されている。

　エネルギッシュで生命力と自信に溢あふれた社長を、入社してからずっと尊敬しているけれど、今は彼女の質問に笑顔を作れる自信がない。

「恋なんか、してるわけないでしょう」

　結局、愛想というエッセンスの一ミリもない、通常通りの無表情で投げやりに返してしまった。それが許されるのは、社長の柔軟な性格のおかげだろう。

　この会社に勤めて七年目。今年、二十八を迎えた。

　思えば、入社当時のスタートラインから私にかわいげはなかった。お手入れも満足にしていない黒髪に、実用性だけを求められた縁のない眼鏡、化粧っ気のない顔。同期で入った子さえ、どこか垢あか抜けた雰囲気を持っていたというのに。

　あのころから変わったのは髪の長さくらい。地味だと言われようと、『いかにも』と言われようと、これがずっと私の戦闘スタイル。女は恋をすると変わると言うけれど、私にその言葉は無縁だと思うの。

「そう。恋してないのね？　高見ちゃん、仕事ができるだけじゃダメなのよ。男よ、男を作りなさい！　とびきりいい男をね!!」

　社長は相変わらず艶つややかに微笑んだまま、だけど言葉選びに迷いはなく言い切る。ビシッと決めた声は、「社長……」と私が溜め息混じりの返事を返す間さえも許さない。

　そして、誰もが見み惚ほれる極上の笑みを浮かべ、人差し指をチッチッチと動かす。

「高見ちゃん。あなたのデザインはすっごくかわいいし、人気はあるのよー。ただね……」

　弓なりに曲がるプルンとした唇から残念そうにフゥと漏れる吐息が扇情的で、つい目を奪われた。

「色気がないのよ！　女は恋愛で勝負するとき、どんな下着にするか悩むでしょう？隠していた自分をさらけ出すんだもの、官能的でいたいでしょ。今のスタイルももちろんニーズに合ってはいるけど、次の企画では一枚脱ぎ捨てなさい！　だから、恋をするのよ！　恋を！」

「はぁ……」

　一枚脱ぎ捨てても残念な身体をお披露目するだけで、なにも変わらない気がする。けれど、そう言えば社長の力説はさらにヒートアップしてしまうだろう。

「次のテーマは『大人の余裕』！　上から目線で、男を掌てのひらの上で転がすのよ！」

　ああ、とっても前途多難。




　その後も私は延々と男女のアレコレをレクチャーされた。

　社長室からやっと解放されると、得体の知れないなにかがドッと押し寄せてきた。

　重くのしかかるそれを振り切るように大きく肩で息をする。

　先の細いローヒールの音がカツカツと通路に響いて、同時に無意識な溜め息が待ったなしにこぼれ落ちていった。




「主任～、社長の話、なんだったんですかぁ？」

　オフィスへ戻ると、同じチームの部下の小お倉ぐらさんが駆け寄ってきた。

　ふわふわした茶髪の巻き髪に、くるんとカールされた長い睫まつ毛げ。人差し指を口元にくっつけて甘ったるい語尾で首を傾げると、フローラル系の香水がふわりと香った。

　細くて女の子らしい声は、昨日居酒屋で聞いたものと同じで苦い気分になったけれど、私が彼女たちの女性特有の甘さを理解できないように、彼女たちだって私を宇宙人のように思うのは仕方のないことだ。

「今度の企画のことですかぁ～？　でもお話長かったですねぇ～」

　人懐っこい笑顔を振りまいて、小倉さんは私を覗のぞき込む。

「……小倉さん、まだあの書類まとめてないでしょ？　あなたのおしゃべりの相手は私じゃなくて、そこのパソコン」

　三日前にお願いしたものだよね？　なにしに来てるの？　遊びに来てるの？

　そこまで言いたい私が、彼女に好かれる要素はどこにもない。もっと優しく言えればいいんだろうけど。

『そぉなのー、企画もだけどぉ、男と女について勉強させられちゃった～。きゃは！』なんて言えば、話は盛り上がるのかしら。いや、ダメだわ。無理だ。超無理だ。

「はぁ～い」

　小倉さんは拗すねたように唇を尖とがらせて、自分の席へと帰っていく。私もそのまま自分のデスクに座れば、視界の端にフリフリと形のいい小倉さんのお尻しりが揺れた。

　キレイにラッピングされた、ピンク色のプレゼント。

　小倉さんを見ると、そう思う。かわいい格好をして甘い笑顔を乗せることのできる彼女は、きっと異性から見れば早くリボンを解きたくなる贈り物に違いない。

　これって、ひがみ、なのかな。だけどそうだと言われれば、そうなのかと納得する。いちいち突っかからない。そんな気力があるなら、違うことに使いたい。

　常に冷静で、無口で無表情。〝完璧主義者〟という評価はよくいただく。

　これまで、合コンや季節のイベントに乗っかることもなく、目の前の仕事を飽きることなくひたすらこなしてきた。仕事でも淡々と指示を出して笑顔を添えない私は、周りから見ればプレゼントというより、もらって困る堅苦しいお歳暮だろう。

　基本的に好かれるタイプじゃないけれど、それでも入社五年目のとき、主任を任された。『人望なんてないのに、大丈夫ですか？』と問うた私に、『高見ちゃん、あなた以上に適任はいないわよ』と背中を押してくれた社長には感謝している。

『ねぇ、なんであんた下着会社になんか勤めたわけ？』

　親友の祥しょう子こによく聞かれる質問。高校時代からの付き合いの彼女は、今でも私の職業にちっとも慣れてくれない。

『どー考えても似合わないんだけど。色気も女子力の欠かけ片らもないあんたが下着のデザイナーだなんて！　ないわ～』

　歯に衣きぬ着せぬ物言いの彼女は、プププと笑いながら手をヒラヒラさせる。

　……私だって、不似合いなことは重々承知しているの。

　プライベートと仕事で切り替える外見のギャップもない。帰り道に焼き鳥屋があれば迷わず入って、ひとりでビールを飲む。季節のイルミネーションを見てもワクワクなんかしないし、休日はパジャマで一日中ゴロゴロするのが好きだ。

　色気はいつも不在で、女子力は長期出張中。むしろ存在するのか疑わしい。

　けれど、なにを言われようとこの仕事は好き。だからがんばれる。

　下着デザイナーを目指すきっかけになったのは、高校に入学した後のこと。

　はっきりと変わり始めた体型に、親が初めてスーパーや量販店以外で買ってくれた高級下着が衝撃的だったのだ。

　それまで白のスポーツブラしか着けたことがなかった私には、ピンク色の生地に複雑にデザインされた柄は背徳的で、付け心地はもちろん、それまで輪郭のぼやけた自分の体が嘘うそみたいにキレイに見えて、何度も服を脱ぎ捨てて鏡の前に立った。

　お堅いと自覚する外見はそのころには既に確立されていて、華やかな下着とのアンバランスさにドキドキした。

　以来、こんな下着が作りたいと、一直線に目指した私の思考回路はそれほど難しくはない。

　そんなことをつらつらと思い出していたら、パソコンの画面に影が落ちた。

「高見ちゃん、これかわいいーね」

　低い美声が聞こえて目線だけ上げれば、どこから現れたのか、取引先の衣料品メーカーの営業部長・山やま都とさんだった。

　山都壮そう士じ。年齢は確か三十五歳。サラサラで色素の薄い髪に、眼鏡の奥には優しげなアーモンド型の瞳、シミやホクロ、シワの類たぐいの見当たらない肌。穏やかで理知的な外見を持つ彼が来ると、社員の色めき度が断然、跳ね上がる。だけど、私には彼の魅力が今いち理解できない。

　だって、笑顔で挨あい拶さつを交わしながら相手のスリーサイズをチェックして、『小さめ、形はよし』とか私に報告する最低なエロ眼鏡なんだもん。『なんでわざわざ私に報告するんですか』と問えば、『高見ちゃんのその害虫を見るような目が好きなんだよ』と言う。本音の見えない、冗談みたいな人だ。

　そんな彼が指すのは、複雑なバラ模様のパッドの縁にピンク色のトーションレースがあしらわれ、それがそのままストラップになっているランジェリー。実用性は低いものの、とにかくかわいいものが作りたくてデザインした。

　不似合いなのは知っているけれど、レースやリボン、ピンクなど、童話や絵本のような世界が私は大好きなのだ。

「高見ちゃんがデザインしたのって、本当にかわいいよね」

　山都さんが上品に笑いかける。

　多分、ウチの会社の女子の多数が、この素敵笑顔に騙だまされている。もちろん私は騙されない！　なぜなら、こんな笑顔をするときは大低、私をからかうときだから。

　露骨にイヤな顔をしてしまったが、山都さんはまるで気にしたふうもなく、なにが愉たのしいのか「クク」と笑った。

「なんかベッドに誘われたことがない、無む垢くな感じ」

　……ほら、出た。的を得ているだけに余計に腹が立つ。

「色気のない高見ちゃんが着けると、ますます悲しくなるよねー」

　それを言われて悲しくなるのは私のほうだ。うるさいな、もう！

「ベッドの中じゃなくて、日常的に服の下で楽しむランジェリーですから。そもそも私をイメージしてません」

　ニコリと笑えば、山都さんはうんうんと頷うなずく。

「ぜひ高見ちゃんをイメージしてデザインしてほしいな。クマさんのプリントでも僕はゾクゾクするよ」

　どういう意味よ！

　眉まゆをひそめた私に、山都さんは「じゃあ、がんばって」と背を向けた。

　その背中をポカポカ殴りたい衝撃を抑えた私を褒めてほしい。

　クマさんのプリント？

　それをはいた自分のお尻を想像して、こんなアンバランスは求めていないと、急いで思考を追い出した。

　気を取り直して画面を見つめれば、変わらずカラフルな色がボディラインを繊細に彩っている。

　アンティミテは、機能性・美しさ・柔らかさを兼ね備えた『機・美・柔』をコンセプトに、満足度の高い商品をリーズナブルな価格で提供する通信販売をしている。

　下着の企画開発から設計まで一貫して担当するから大変だけれど、やりがいはある。着心地を追求して素材や形が制限される中で、自分の考えたデザインが採用されるのは嬉うれしいし、買ってくれたお客様の満足の声を聞くと、この仕事をしていてよかったと思う。

　流行にとらわれず受け入れられる、層の広い下着を作りたい。そのためにも、素材や色、あしらいに至るまで、決して妥協はしたくない。だけど、恋から繋つながる『大人の余裕』を具現化するのは、私には無理なんじゃないかと弱気になってしまう。

　だって……自分のデザインに『色気がない』という言葉を、同じ日に違う人から二回も聞くとは思わなかった。そんなに足りないのかな、と溜め息をこぼしたくもなる。

「……ハァ」

　結局落ちた吐息。こんな調子でイメージが湧わくわけもなく、今日はもう集中できないな、と思った。




　定時を迎えて、残業もせずに帰る。

　恋とか、男とか、色気とか、余裕とか、いくら探したって出てこないんだもの。それって本当に必要なの？と問いたくなる。

　セキュリティの甘い、築二十五年の鉄筋コンクリート五階建てマンションは、１ＬＤＫ。家賃はそこそこで、会社へ歩いて三十分くらいの微妙な距離。運動にもなるし、いいじゃないとあっさり決めた。

　エレベーターなんて素敵な物はついておらず、三階の角部屋まで重たい体を引きずって歩く。

　カバンの内ポケットに潜む、装飾のない鍵かぎを取り出し開錠する。モスグリーンの扉をギィと開ければ、玄関に置いたアロマの匂においがフワリと鼻を通り抜けた。

　疲れた！

　玄関から続くリビングにドサリとカバンを投げ出して、操り人形のように膝ひざをつく。一度大きく息を吸い、「はぁぁ」と吐き出して、そのままソファにゆっくり移動した。

　ひっつめた髪を解いて、眼鏡を外す。眉み間けんを軽く揉んで、窮屈なオフィススタイルの服をうりゃと脱ぎ捨てた。

　ソファにかけてある量販店産のステテコもどきを履くと、やっと体の力が抜けていく。

　完璧主義者で鉄仮面、アダ名は多分『眼鏡』の『高見紗織』はもういない。

　一日の終わりに心地いい疲れを感じる？　なにそれ、漫画の世界？　疲れた！　疲れた！　疲れた!!　ビールが欲しい。キンキンに冷えた滑らかな泡立ちと黄金の輝きをおいしいと思えるようになったら、もう立派な大人だ。そう、私は大人！

　無意識にヘラリと笑いながら、ソファから雪崩なだれのように体を崩して、そのまま床にゴロゴロと転がる。

　会社ではまったく見せない私の現実。正直、女として枯れつつある。

　年齢イコール彼氏いない歴というわけじゃないし、結婚だっていつかしたいと思う。だけど相手はもう何年もいない。できる気もしないし、そんな簡単に『これだ！』と思える出会いなんて転がってない。

　動く気力もなく、そのままうつ伏せになっていると、携帯電話の無機質な着信音が私の耳に響いた。

《紗織さーん》

　元気よく若さを振りまく声の主は、利発的なショートカットにキュートな笑顔を持つ会社の後輩、マチちゃん・二十二歳。私のことを唯一『紗織さん』と名前で呼んでくれる子だ。

「マチちゃん？　お疲れ様」

　明るい声につられて口の端が上がる。

《今から暇ですか？》

「今から？」

《ええ!!　飲みにでも行きません？》

　マチちゃんの大きな目が輝いているのが、携帯越しでも想像できる。

　私と一緒にいてなにが楽しいのかさっぱり分からないけど、マチちゃんはときどきこうして誘ってくれる。

　既に部屋着でだらけた格好をしているけど、いつもはおひとり様の私に、そのお誘いは純粋に嬉しい。

「分かった、すぐ行くわ」

　飲みたい気分だったのは間違いないし、投げ出した服もまだシワはついてない。髪を結び直して急いで着替えると、マチちゃんが《先に行ってます》と言った居酒屋へ向かった。




　到着したのは、昨日と同じ居酒屋。

　会社からも近いからウチの会社の子たちもよく来るみたいで、昨日のようなこともあるけれど、洒しゃ落れた感じなのに値段も安くて気軽に入れるし、ひとりのときも誰かと一緒のときも、もっぱらここを利用している。

　通されたのは奥の個室。二部屋が繋がっていて、今は隣と襖で仕切られている。

「とりあえず生」

「私はカシスオレンジで」

　店員さんが愛想よく出て行った後、マチちゃんは呆あきれたように笑う。

「本当、紗織さんってオヤジですよね」

「どういう意味よ」

「『とりあえず生』って発言が古いですよ」

「マチちゃん、ひどい」

　ただ注文しただけなのに。

　マチちゃんは思ったことをオブラートに包まず言うタイプだ。私もそうかもしれないけど、マチちゃんが言うと断然かわいい。どれだけ憎まれ口を叩たたかれても、不思議と許せてしまう天てん真しん爛らん漫まんな魅力がある。

「オヤジのくせに、どうしてあんなにかわいいデザインが思い浮かぶのか不思議です」

　マチちゃんは心底不思議そうに首を傾げた。この素直で飾らない反応はマチちゃんらしくて好きだ。

「でも分かる気もするとゆうか……」

　そう続けて、うんうんと頷くマチちゃん。

「分かる？」

　首を傾げると、マチちゃんはプッと笑う。

「紗織さん、ときどき反応がかわいいんですよ。なんかズルい感じ」

「なにそれ。オヤジでかわいい女って、すごい複雑じゃない？」

　頭にハテナを飛ばせば、マチちゃんは「自分では気づかないものですよ」と温かい目で微笑んだ。

「だけど次の企画、どーするんですか？」

　マチちゃんは運ばれてきたグラスに口をつけながら、心配そうに覗き込む。

　山都さんの『ベッドに誘われたことがない、無垢な感じ』という言葉が同時に頭を巡って、急いで追い出す。

「そうよね、どうしたらいいかしら。そもそも、『大人の余裕』ってなに？」

　ワイングラス片手にバスローブを羽織って、夜景を見たりするアレ？

　アラサーになって『もう若くない』とか言いながら、大人を表現できない私は精神的に子供なのかもしれない。

「大胆さ！　じゃないですか、やっぱり!!　くうっ！　艶なまめかしい肌とか、たまりませんよね！」

　食いつき気味のマチちゃんに苦笑いを返し、いったん話を置くと、一度席を外してトイレに向かう。マチちゃんはヒートアップすると長いのだ。




　トイレから出ると、角の観葉植物に挟まれて死角になった場所に密着する男女がいた。

　女性がしなだれかかるように男性に絡んだ濃厚なキスシーン。

　他人のキスなんて見るのはもちろん初めてだし、男性の端正な横顔がドラマのワンシーンのようで、思わず足を止めてしまう。

　すると、腰砕けになった女性が離れて、手に持っていたチェーンバッグをガンッと男にぶつけた。

　ええ？　なんでそうなったの。腰砕けなキスなんて本当に存在するんだ……って、そんなことに感心してどうするのよ！　恐らく彼は女たらしなんだろう。ご苦労様だ。

　うっかり足を止めるんじゃなかったな。非常に後味が悪い。キスなんて何年もしてないし、『分かる、分かる！　酔ったら、ところかまわずキスしちゃうよねー』とか同感できるほど経験者でもなければ軽くもない。むしろ『よそでやろうね！』と言いたい。

　私は、そそくさとその場を立ち去った。




「色気ですよ、やっぱり」

　個室に戻り、ノソノソと座布団に座れば、マチちゃんはすぐに鼻息荒く拳こぶしを握った。

　……まだその話題を続ける気でいるのね。

　色気の話は今日、これで三人目。マチちゃんに決定的に『色気がない』と言われてしまったらどうしよう。さすがにへこむ。

　だけど、あんなキスシーンを見てもドキドキをあてられることもなく冷静でいられる私には、やっぱり存在してないのかも。

「色気ねぇ」

　くたびれたような声で呟いて、ジョッキに口づけると、マチちゃんは「そうですよ!!」と拳を突き上げた。

「色気を出すなら、恋です、恋。運命的な恋に落ちて、身を焦がすように抱かれちゃえば、色気なんて自然と出てきますよ。だから紗織さん、思いきって恋しちゃいましょう！　そしてエロを堪能しちゃいましょう!!」

　マチちゃんは両手で素早くハートマークを作り、その間からチュッとキスを飛ばした。思わずビールを吹き出しそうになる。

　色気を恋に繋げる発想は、社長と同じ。だけど最後の〝エロを堪能する〟ってなに？　『運命的な恋』とか『身を焦がすように』とかロマンチックなことを言っているのに、その言葉で台なしだよ、マチちゃん……。

「まずは出会いですよね」

「出会い？」

「なんてゆーか、体を駆け抜けるような……」

　マチちゃんは自分の体を自分で抱きしめる。

「駆け抜ける？　痺しびれるってこと？　水に濡ぬれたコンセントをうっかり触ったときみたいな？」

　先月、挿さったままのコンセントに水をこぼして拭ふき取ろうと触ってしまったのだけど、あれはびっくりした。本当にビリッと指先に伝わったんだもの。

「紗織さん、それ危ないです。そして、それは感電です」

「……ですよね」

　マチちゃん、いつからそんな冷たい目ができるようになったの。お願い、目を細めて見ないで。悲しくなるから。

「コホン。じゃあ、その人から目が逸らせなくなるような感覚はどうですか!?」

　咳せき払ばらいして、また目を輝かせるマチちゃんの切り替えの早さがまぶしい。

「それは分かるかも」

「本当ですか!?」

「この前コンビニでね、なんていうか……カツラのズレちゃった店員さんがいたのよ。もう見てられなくて。だけど見ちゃうっていうか……」

　カツラを否定はしないけど、堂々と出してしまえば逆に気にならないのに。

「なんか紗織さんには無理な気がします。というか絶対無理です」

「え？　なんで？」

　マチちゃんは「はぁぁ」と長い溜め息をついて、「そういう話じゃないんですよ」と白い目をした。

「冗談よ。マチちゃんの言っていることは分かるわよ」

「本当ですかぁ？」

　語尾を伸ばして胡う散さん臭くさそうな目をするマチちゃん。

　分かるよ、言っている意味くらい。だけど、理解できることと実際自分に起こることは別じゃない。起きたことのない感覚は言い表せないの。

「でも私はいい、出会いだとか恋だとか。面倒くさいし」

　出会いは期待して見つかるものじゃないし。恋だってそこら辺にポンと置いてあるものでもない。結局、なにかしらの努力をしなきゃダメな話。

　何度も言うようだけど、結婚願望はある。いつの間にか周りの同世代が次々に結婚して、子供とかできて……。なんの予定もない自分に焦るときだってある。

　それでも、一から恋愛をする気力がないのだ。婚活やお見合いなんて他人事だと、どこかで思っている。

　そもそも、心が痺れるような恋愛の仕方を私は知らない。

　薄っぺらい自分に笑いたくなって、ごまかすようにジョッキをぐいと飲み干せば、喉のどを通る爽そう快かい感かんにくぅと息を漏らす。とりあえず私の今の恋人は、一杯五百円のビールだ。

「さ、紗織さん」

　返事にしてはやたら動揺したマチちゃんの声。どうしたのかと視線を向けると、マチちゃんは赤い顔とどこかぼんやりとした目線を、私を通り越した遥はるか上に向けていた。

「どうしたの？　酔った？」

　まだ一杯目なのに早くない？　私、今日はまだまだ飲みたいの。

「ち、違います」

「じゃあ、なに？」

　眉を寄せてマチちゃんに聞き返せば、「あ、あの。あ、はい」と小声で呟いてコクリと頷く。まったく会話が成立していない。視線は相変わらず上にある。

　なにそれ、怖い。

　マチちゃんの視線の先にゆっくりと体を捻ひねって振り返ると……。

「よかったら、一緒に飲みませんか？」

　まぶしいほどの笑顔を添えた男性がそこに立っていた。

　いきなり襖を開けるなんて失礼なんじゃないの？とか考える間に、「も、もちろんです！　よろしくお願いします！」とマチちゃんが頭を下げる。

「ち、ちょっと……」

　慌てて口を挟んだところで遅い。マチちゃんは私に、断る選択肢などないと言うように、バチバチとウインクしている。

　アクションが大げさすぎて、それはもはや大きな瞬きだと思うんだけど。

　だけど、マチちゃんがオーバーヒートしてしまったのも仕方ない。

　そこにいたのは、キレイな顔立ちと完璧なモデル体型、チョコレート色の髪が緩くウエーブを描いた、スーツ姿の男性。なぜかキラキラと後光が見える。

　まさに絵本から抜け出したような王子様だった。




　結局、私の意志はまるっと無視して座敷の襖を開け、ひと繋がりになった個室。私たちは、男性三人と向かい合わせに座っている。

　左から、輝くオーラを纏まとう王子。真ん中にいる、タレ目の甘い顔立ちの男性は、軽そうな笑みを浮かべている。右端の、涼しい顔をした切れ長の目が印象的な男性は、無表情なのに色気が尋常じゃない。

　……というか、さっきトイレの前でキスしていた彼だ。彼女はどこへ？

「ち、ちょっと、み、みなさん、すごいかっこいいじゃないですか！」

　アルコールとこの状況が成せる技なのか、回れ右をしたい私とは反対に、マチちゃんは浮かれた様子で私の横腹をつつきながら小声で囁ささやく。

　確かに、レベルが高いのは、どの角度から見ても分かる。一箇所に美形を集めていいの？　他の場所に美形は足りているの？　なんて余計な心配をしてしまう。

「自己紹介してもいい？」

　タレ目は、その容姿によく似合う甘い声で首を傾げた。

「はいっ！　どんどんしちゃってください！」

　マチちゃんが両手を差し出すように広げてリアクションをとる。

　それを合図に、並び順に沿って、まずは王子が口を開いた。

「僕は新しん橋ばし多た空から。二十九歳。僕ら三人は同い年なんだ。よろしくね」

　タカラだなんて、変わった名前。私よりひとつ上なんだ。

「澤さわ田だ 新あらたでぇす」

　タレ目は、見た目だけじゃなく中身も軽そう。額のあたりでピースサインを投げる仕草がとにかくチャラい。

「関せき谷や 司つかさ」

　最後に口を開いたのは、鋭い目つきと無精ヒゲの相乗効果で色気がだだ漏れの、キスシーンの彼。無愛想で、澤田さんのような軟派なところはどこにもないのに、初対面にあれを見たせいか、『女たらし』とつい言ってしまいそうになる。

「小お野のマチ、二十二歳でーす！」

　マチちゃんが手を挙げて元気よく言ったから、私も続いて「高見紗織。二十八歳です」と頭を下げた。

　澤田さんの乾杯の合図で、グラスが重なる。

　何年振りかに経験する合コンのようなノリは、ついさっきドラマのようなキスシーンを見せられた人と向かい合わせに座っているという、理解できない状況から始まった。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ２―　三年振りのキス




　居心地が悪い。帰りたい。なんか怖い。しつこいようだけど、さっきの女の人はどうしたの。いきなり入ってこないよね？

　席替えという罰ゲームが行われ、新橋さんが私の隣に、マチちゃんは澤田さんと関谷さんの間に座った。完全に相手側のペースで砕けた雰囲気に色を変えているのに、私だけは固いままでお酒も進まない。

　目の前では、澤田さんとマチちゃんが既にカップルのような空気を漂わせている。顔を寄せ合い、ときどきヒソヒソ話をするから、目のやり場に困ってしまう。

　マチちゃん、初対面だよね？　最近の女の子って、すごい。

「下着会社って、なんだかエロいよねー」

　澤田さんが楽しそうに声を上げた。男性特有の思考回路がいやらしく聞こえないのは、吹けば飛びそうなこの軽さと、タレ目の甘い顔のおかげじゃないかな。

　新橋さんはふたりの会話にときどき相あい槌づちを打って、ゆっくり日本酒を飲んでいる。

　対照的なのは、つまらなそうな顔を隠しもしない関谷さん。新橋さんのような正統派の美形、というよりアウトローな雰囲気を持つ彼は、気づけばつい見てしまう変な魅力がある。

　艶のある真っ黒な髪は寝グセなのか右端だけピンと跳ねて、それが近寄りがたい雰囲気を和らげている。

　色気のある大人の男なのに、そのかわいいともいえるギャップに世の女性はやられちゃうのかもしれない。さっきキスをしていた女性も……って、もう、そのことは忘れることにしよう。よし、忘れた！

　それにしても、お酒がおいしくないと思ったのは初めてだ。

　正直に言えば、合コンさえ遥か昔に一度経験したきりの私が、この状況を楽しめるはずもない。

　溜め息を押し込むように、ビールを飲む。

　私はいてもいなくても同じなんだから、別の場所でひとりで飲んじゃダメかな。

「高見さん、お酒強いね」

　ジョッキを口につけたとき、予想外に出た自分の名前に一瞬、心拍数が上がった。

　キラキラした後光を背負う新橋さんが、ニコリと笑みを湛たたえて私を見ている。

　なんて殺傷能力の高そうな無差別級笑顔。タイトルマッチで一発ＫＯされそうだ。

「え、ええ、まあ」

　それに応戦できるコマンドを持たない私は、曖あい昧まいに言葉を濁す。

　経験値が低い。ただ、そう思った。

　気の利いた会話をして、甘えて、笑顔を振りまく。そんなかわいい子になるなんて無理。会話の引き出しは少ないし、笑い続ければ表情筋が崩壊してしまう。

　余裕なんかどこにもない、あるのは妙なプライドだけだ。

「ねー、キリンビールあるじゃん？　あの缶のロゴ部分に小さくキリンって書かれてるの知ってた？」

　澤田さんがビアグラスを掲げて、ドヤ顔でマチちゃんと私にチチチと指先を振る。

「えーすごい！　知らなかったー！」

「立て髪のあたりの中心からしっぽにかけて、小さく書いてますね」

　対照的な声を上げた私たち。もちろん、前者がマチちゃんで、後者が私。

「高見さーん、そこ驚くとこだから！　これマメ知識だから！　乗ってよ！」

　澤田さんが「あーあ」と拗ねたように口を尖らす。お調子者タイプの彼らしい素直な反応に、ついプッと小さく笑ってしまった。

「ふ、ごめんなさい」

　でも私、キリンマニアだし。澤田さん、残念でした！

　合コンなら不正解な返事でも、私には正解だとばかりに澤田さんを見れば、ポカンとした顔で私を見ている。

　なに？

「高見さん、笑った！」

　澤田さんが声を上げて「な、見た？」と関谷さんや新橋さんに向かって嬉しそうにはしゃぎだした。

　私だって笑います。

　いつもは気にしないのに、今日はなんだかバカにされた気がして眉を寄せてしまう。こうして卑屈になる近ごろの私は本当、ダメだ。

「あんたって、いつもそーなの？」

　澤田さんから目を逸らしたところで、不意に関谷さんが口を開いた。

　吸い込まれそうにキレイな夜色の瞳は間違いなく私に向けられていて、その引き締まった口元になぜかドキリと胸が騒いだ。

「え？」

「せっかくかわいい顔したのに、すぐにそのひどい顔になる」

　関谷さんの言葉に顔の筋肉が強ばっていく。

「気分を害したなら謝ります。初対面で『あんた』呼ばわりするような人に言われたくありませんけど」

　失礼な人だ。胸が騒いだのは多分、気のせい。いいえ、絶対。

「そういうわけじゃねーよ。感情の出し方が下手なんだよな、あんた。いや、高見サン」

　私の態度にプッと笑った関谷さんの気負わない態度と真っ直ぐな瞳に、プライドで固まっただけの自分を見透かされた気がして、それを悟られないように背筋を伸ばした。

「アドバイス、ありがとうございます」

　淡々とした私の返事に、関谷さんが興味深げにピクリと眉を動かす。

「してないけど」

　……そうでしょうね！

「そうでしょうね！」

　しまった！　そのまま口に出してしまった。

　マチちゃんが「まあまあ、紗織さんっ」と宥なだめるけれど、なにを考えているのかよく分からない彼にも問題があると思う。話していると、調子が狂うのだ。

「今のは司が悪い。高見さんはキレイだよ」

　新橋さんが呆れた顔をして関谷さんに首を振るが、その取り繕った言葉も、私には居心地が悪くて仕方ない。

『ひどい顔』とけなされるのも、『キレイだ』と社交辞令を言われるのも、甘んじて受け止められない。

　なんとも扱いづらい女だ、と自分が情けなくて、笑ってしまいたくなる。

「多空、間違ってる」

　そんな私を、ゾクリとするような独特な流し目で関谷さんが捉えた。

　逃げられない。なぜかそう思った。

「キレイになるんだよ。こーいう女は」

　関谷さんはなんの嘘も感じさせない声で言うと、口角を少し上げた。

「意味しーん」

「キャー、私もキレイになりたいー」

　澤田さんとマチちゃんは、ひゃあひゃあと盛り上がっている。

　私は、関谷さんの瞳に射すくめられたように体が固まって、慌てて目を逸らすだけで精一杯だった。

「よ、余計なお世話です」

　動揺した自分の声が頼りない。

　平常心でいなきゃ。今はキレイじゃないとはっきり言われたようなものだし、二十代も後半になって『今からキレイになる』だなんて、手遅れだ。

　そう頭では思うのに、バクバクとした胸の鼓動がうるさい。

「そうだな」

　関谷さんが、グラスの中の氷をカランと揺らして笑った。

　厄やっ介かいだ。これは厄介だ。ただでさえ寂しくて不安定になる夜があるのに、これ以上の動揺はいらない。彼のストレートな口調は私を惑わす。

　逃げ出したい感覚に襲われて、胸のモヤモヤを流し込むように一気にビールを飲み干し、プハと息を吐いた。

　関谷さんの言葉に深い意味はないし、このよく分からない出会いにもなんの意味もない。これからの私の人生に、この人たちは関わらないのだから、今夜はどんどん飲もう。キスシーンの彼女も来そうにないし、そもそも私はお酒を飲みに来たのだ。遠慮する必要はどこにもない。

　飲んじゃうよ、私！




　それから数十分後には急速に酔いも回ってきて、もういいだろうと腰を上げた。マチちゃんには悪いけど、結局この雰囲気には慣れなかったし。

「私、そろそろ帰ります」

　そう声を上げたとき、「俺、帰るわ」と、ほぼ同時に関谷さんが言った。

「なんだよ。関谷も？」

　澤田さんが「仕方ないなー」と首を振る。

「じゃあ、そろそろお開きにしようか」

　新橋さんのひと言で、まだ物足りなさそうな澤田さんは残念そうな表情を隠さず、小さく「はいはい」と頷いた。すぐその後に「送り狼おおかみしてもいい？」なんて、マチちゃんに軽くウインクなんてしていたけど。




「高見さん、方向はどっち？　一緒にタクシー乗ろうか？」

　店を出ると、新橋さんが私の背中に手を回してニコリと微笑む。

　まったく酔いを見せない端整な顔はどこか中性的だけれど、スマートなエスコートぶりに、見た目よりもずっと女慣れしてるな、と思った。

「新橋さん、同じ方向ですか？」

　私が東側を指すと、新橋さんは首を横に振った。

「いや違うけど、送るよ」

　それは迂回してもらうってことかな。

「いえ、けっこうです。歩いて帰ります」

　私は頭を下げた。

　方向が違うならわざわざ送ってもらうのは忍びないし、なによりもう今日は疲れたの。帰りのタクシーまで誰かと一緒なんて勘弁してほしい。それに歩いて帰れる距離だから大丈夫。

「え？」

　なぜか新橋さんは驚いたように眉を上げた。

「はい？」

　え、なに？　素っ気なかった？

　もっと違う言い方があったのかと胸の奥で探すけど、まったく浮かばない。

　戸惑いながら重なる視線に、途方に暮れそうになったとき……。

「ふは。多空、かっこ悪」

　短い笑い声を上げたのは、関谷さん。

　そんな笑い方できるんだ、と思ってしまうくらい砕けた笑顔を見せた彼に、新橋さんも苦笑を返す。

　思いもよらない関谷さんのひと言で重い雰囲気が打破されたのは間違いない。

　でもなんで〝かっこ悪い〟の？

「酔ってるのに危ないでしょ。それに帰る方向は気にしなくていいよ」

　新橋さんが再び私の顔を見てニコリと笑う。ただし目が笑ってなくて、怖い。

「人通りの多い道を帰るから大丈夫ですよ」

　新橋さんは心配性なんだろう。ありがたく好意を受け取めるべきなのかな。

「……鈍すぎだろ」

　なにがおかしいのか、関谷さんはまた笑った。

　澤田さんとマチちゃんは、こんな押し問答をしている間に消えていた。展開が早くてけっこうなことだ。

「司。ムカつく」

「多空、地が出てるぞ」

「……もういいや。バカらし」

「おもしろいもん見たな」

「うるさいよ。ということで、司、高見さんをよろしく」

　新橋さんと関谷さんの間で繰り広げられていた会話は、私の耳には届いても意味が理解できなかった。それに、会話よりもふたりの姿にうっかり見入ってしまった。偽物なのかもしれない王子と、色気を垂れ流した危険物みたいな関谷さんのツーショットが、あまりにも似合いすぎていたからだ。

　なにこれ、どの層の女子向けサービスなの。

　それからすぐ、目の前に一台のタクシーが止まった。

　新橋さんは相変わらずプリンススマイルを浮かべて、「どうぞ」と私を促す。

　ポカンとしていた私は半ば強引に背中を押されるまま、タクシーに乗り込んだ。

「おやすみ、司」

「あ？」

「司も玉砕してみればいいよ」と、新橋さんが関谷さんの体をドンッと押す。

「え？」

　左肩に衝撃を感じて、窓にゴツンと頭をぶつける。

　地味に痛い……。

　ズレた眼鏡を直した瞬間、タクシーのドアが閉まった。

「……アイツ」

　不機嫌な低い声と共に、タクシーがゆっくり走行を始めた。




　……どうしてこんな状況になったんだろう。

　頭を整理しても、よく飲み込めない。

　タクシーの中、なぜか私の隣には、なにを考えているのかまったく分からない男が当たり前のように座っている。

「なに見てんの？」

「だって、なんで……」

　あなたがここにいるの？　方向一緒だったの？　てっきり新橋さんと関谷さんは一緒に帰るものだと思っていた。

　眉をひそめた私に、関谷さんは不機嫌になるでもなく、疲れたように体を座席に預けてネクタイを緩める。そして、「知るか。別に取って食やしねーから、そんな顔するな」と笑った。

　さっきも思ったけど、この人ってこんなふうに笑えるんだな。無愛想で冷たくて、笑顔なんて見せないイメージなのに。

　新橋さんとはまったく違う、トゲトゲしい態度。その突き放したような冷たい瞳に似合いすぎる、気だるい雰囲気。無精ヒゲさえなければ完璧な美男子だろうけど、これはこれでぞくりとする男らしさがある。

　通った鼻筋と、男のくせに色気のある口元に目がいって、忘れたはずのキスシーンが蘇よみがえる。

　女ったらしめ。イタリアンやフレンチの名店なんかにスマートにエスコートして、アンニュイに笑いながらキザなセリフをサラリと口にしちゃうんだろうな。

　きっと、ふいに見せる笑顔が無意識に人を惹ひきつけるなんて思ってもいないんだろう。

　不覚にもドキッとしたのは、できれば気のせいだと思いたい。

「なあ、なんで多空の誘いを断ったんだ？」

　不意に関谷さんが問う。

「なんでって、方向違うんですよね？　それに歩いて帰れますし」

　これって、そんなに重要なこと？　夜道に変質者でも出たのかな。

　首を傾げれば、関谷さんが珍しいものを見るように私を眺めていた。

「それだけ？」

　その問いに、ますます困惑する。

「なんですか？　新橋さんと飲むと一緒にタクシーに乗らなきゃいけないルールでもあるんですか？　それなら関谷さんが乗ったらいいのに」

　質問の意図を計りかねていると……。

「……ふ。撤回」

　関谷さんが今度は堪え切れないとばかりに笑った。

「え？」

「『ひどい顔』は、嘘。お前、おもしろいくらい表情が変わるな。感情の出し方は下手くそなのに、バカみたいに素直で、見てて飽きない。変な女」

「なに、それ。どういう……」

　意味ですか？

「そのままだけど？　壁作ってるくせに、男に誘われても警戒心がまるでないって変だろ」

　クッと笑った後、欠伸あくびをする。

　誘われて……えっ、誘われて？

「あれって、警戒心を持つほうの誘いですか？」

「俺はそう思うけど？」

　ふざけているわけではないらしい関谷さんの言葉に驚く。

　その発想はなかった。だってあの人、王子だもの。なんで私を？　雑食すぎるよ。

　口を閉ざした私に、関谷さんが「なあ」と短い声を上げた。

「なんですか？」

「お前さ、彼氏いねーだろ」

「いない、ですけど。どうして？　あなたに迷惑かけてないですよね？」

　質問というよりも断定した不ぶ躾しつけな言葉に顔を向ければ、関谷さんはなにか考えるように黙り込んだ。

　切れ長の真っ黒な瞳は、なにを考えているのかまったく分からない。

「いや、すっげ迷惑だから」

　しばらくして、関谷さんの形いい唇が小さく動く。私は間抜けに「え？」とクエスチョンを浮かべた。

「ずっと俺のこと見てただろ？　無意識？　欲求不満？　それとも俺が好きなわけ？そんだけバリア張ってんのに、煽あおるのはうまいんだな」

「なっ！　み、み、見て!?」

　ぎゃあと叫びたいのを必死で堪えるも、動揺で声が揺れた。

　見てた？　私がこの人を？　そんなの、嘘。いや、見てたかもしれないけど……違う。恥ずかしくて死にそう。この無駄に整った横顔を全力で殴って逃げ出したい。

「……なあ、今ボンッて音したけど大丈夫？」

　からかうように目を細める関谷さん。完全サディストな表情に、全身をザワザワと得体の知れないなにかが走る。どうしようもなく顔だけが熱い。

「う、うるさ、い。自意識過剰ですよ」

「そんな顔して言っても説得力ないんだけど」

「欲求不満じゃありません！　それに、好きとかありえない。あなたみたいな人、絶対好きになんかなりません」

　語気を強めて言うと、関谷さんは「ふうん」と鼻を鳴らす。切れ長の瞳にほんの少し好奇を滲にじませて、それを私に向けた。

「ありえない、か」

　口元だけ上げる意地悪な笑み。瞳の奥に不穏ななにかがキラリと光った気がして、思わず体が固まる。すると整った顔がゆっくり近づいて、次の瞬間、触れたのは……。

　……唇!?

「へっ!?」

　それを意識した途端、思わず間の抜けた声が出てしまう。体中に経験したことがない感覚が全力疾走して、一瞬気が遠くなった。

「色気ねーな」

　関谷さんが眉を寄せて息を抜く。

「……っ！　な、な、な、なにしてるんですか!!」

　クラクラする意識の中、声を荒げて睨にらんだところで、関谷さんの表情はまったく変わらない。悪戯いたずらに口元を上げて、闇やみ色いろの瞳が私を真っ直ぐ見つめる。

「キス」

『なに言ってんの』みたいな顔の関谷さん。

　冗談じゃないんだけど！　ここ、タクシーの中じゃない！　堂々となにしてくれてるの!?

「分かるし！　バカなの!?」

「じゃ、聞くなよ」

「そういう意味じゃないです！」

「落ち着けば」

　運転手さんに聞こえないように声を殺して焦る私とは対照的に、関谷さんは余裕たっぷり。

「ふざけんな、ふざけんな」と力の限り罵ば倒とうして睨みつけたのに、関谷さんはそんな私を楽しそうに見つめて、「ガキみてー」と子供みたいに笑う。

「お前みたいな女、いるんだな」

　好奇心と興味、そして少しの優しさを含んだ彼の瞳になぜか、捕まった、と思ってしまった。

　……って、いや、捕まってない！

　頭を振って急いで思考を打ち消すと、また彼を睨む。

「欲求不満なら、さっきの人で解消してください！」

「さっき？」

　しらばっくれる気？

「キスしてたでしょ！」

　私の言葉に、関谷さんは「ああ」と思い出したように言った。

　忘れてたの!?　最低だ。

「見てたのか。覗き見とか趣味悪いぞ」

　呆れた様子の関谷さん。

　なんで私が呆れられるのよ。

「あんなところでしてるからでしょ？　そういえば、あの人、どこに行ったんですか」

　バッグをぶつけるくらいだから帰ったんだろうけど、反撃の意味も込めてわざと聞いてみる。

「知らねー。つうか誰かも知らねぇんだけど。女って怖いよな、いきなり抱きついてキスするとか」

「はぁ!?　じゃあ全然知らない人だったの？」と聞けば、面倒くさそうに頷く。

　ひ、非常識すぎる……。

「にしては、拒んでなかったでしょう」

「拒むっつーか、知り合いなのかと思ったからな。結局、知らない女だったけど。『キスが下手すぎ』『酒臭い』っつったら、カバンぶつけてきた。ひどいよな」

「あなたがね！」

　ダメだ、この人。知り合いかどうかもうろ覚えな人と簡単にキスする時点で終わってる。人種が違う。さっきのキスは犬に噛かみつかれたと思うしかない。

　キッと睨んでも関谷さんはまったく気にした様子はなくて、むしろどこか楽しそうな顔をしている。

「大人の余裕、ねえ？」

　いきなりそう口にした関谷さんに、思わず仰け反った。

「な、なんでそのフレーズを!?」

「余裕のある顔してねーじゃん。まあ、居酒屋にいるときよりはおもしろいけどな」

　関谷さんがククと笑う。

「だ、誰のせいで！」

　思わず顔を両手で覆うと、「俺のせい？」と私の指先を掴つかまれた。

　完全にこの人のペースに乗せられっぱなしだ。

　私は関谷さんの言葉を無視して、掴まれた手を引き戻す。

「それより、だからなんで、そのフレーズを知ってるんですか!?」

「あんだけ騒いでたら聞こえてくる。あの子犬みたいなお前の後輩、エロとか、艶めかしいとか、際どい単語飛ばしてたろ」

『子犬』とは、間違いなくマチちゃんのことだろう。というか、あの会話を聞かれてたなんて……。

「それで声をかけてきたんですか？」

「ああいう直線的なの、澤田のもろタイプだしな。おもしろそうだったからじゃないか？　澤田の『声かけるか』っつう言葉に乗った多空も珍しい」

　タレ目め、新橋さんに誘わせるあたり姑こ息そくだ。それにしても……。

「盗み聞きなんて趣味悪い！」

「だから、聞こえてきたんだよ。あ、お前も覗き見したんだから、おあいこでいいだろ」

　なんて理不尽な！　だけど言い返せない自分が悲しい。

　黙り込んでしまった私が次の言葉を考える間もなく、タクシーが停まった。

　気づけば、私のマンションの目の前だった。

「か、帰ります！」

『今日はありがとうございました』なんて言ってやるものか、と腰を浮かせると、関谷さんはごそごそとポケットを漁っていた。

「……ないな。お前、なんか紙持ってる？」

　紙？　紙を探してたの？　なんで今。

　頭だけ縦に動かせば、「出して」と関谷さん。名刺を差し出すと、ポケットの中からペンを取り出してサラサラと動かす。それから名刺をピラピラと眺めて、私に手渡した。

「会社名、いいじゃん。『アンティミテ』って、フランス語で『親密な関係』って言うの、知ってる？」

　関谷さんが私を見つめて言った。

　私は頷く。由来について社長と話したことはないけれど、ランジェリーとの関係をイメージしたんだと思う。

「絶対好きにならないんだろ？　おもしろいから俺を好きにさせてやるよ。お嬢さん、俺と親密な関係になろうか？」

　関谷さんは私の手をとって悪戯に笑うと、名刺を握らせた。

　一瞬で体中を巡る熱と、なにを考えているのかさっぱり分からない彼の言葉に、クラリとめまいがした。




　意味不明な体の熱を堪えるようにずっと神経を張り巡らせて、マンションの階段を駆け上がる。見慣れた部屋に帰って一目散に疲れた体をソファに投げ出せば、すべて夢だったんじゃないかとすら思った。

　あんなキザなセリフをサラリと言える男なんて、絶対に信用したらダメ。高確率で泣かされるはずだ。

　いまだ握ったままの掌を広げる。よほど強く握り締めたのか、クシャクシャになった名刺が顔を覗かせた。

　それが『今日のできごとは夢なんかじゃない』と言っているようで、これ以上困惑させないでほしいと、もう一度強く握りしめた。




「紗織さん、昨日あれからどーでした!?」

　翌日、マチちゃんが出勤早々、私に駆け寄る。

「おはよ、マチちゃん」

　ズキズキと痛む頭は、完全な二日酔い。マチちゃんの甲高い声が脳に直に響く。

「呑のん気きに『おはよ』じゃないですよ！　あれからどうなったんですか!?」

「マチちゃん、声高いから。どうもこうもなってません。あなたこそ、いつの間に消えたわけ？」

　ポッと赤くなった彼女の表情が、昨夜のことを雄弁に物語っている気がした。

「……よかったじゃない」

　澤田さんとうまくいって。

　そう続けるつもりだったけど、マチちゃんは溜め息で私の言葉を切った。

「ハァ……、私って軽いんですかねぇ」

　心底落ち込んでるようには見えないけど、その肩を軽く叩いて「若いんだもの、なにごとも経験よね」と言ってみる。とはいえ、こんな偉そうなことを言えるほど私は経験してないけど。

　しかし、マチちゃんは「でも……澤田さん……」と、うなだれたまま。

「どうしたの？」

　マチちゃんを覗き込む。

「すっごく、うまかったんですよ～」

　ニヘラッと笑うマチちゃん。その顔に、いつもの溌はつ剌らつとした彼女の面影はない。

「……へえ」

　なんのこっちゃ。半目になってしまったじゃないか。

「紗織さんこそ！　あんな超美形ふたりに挟まれて、うらやましすぎです!!」

　挟まれて？

　マチちゃんのニュアンスに若干の疑問を抱いたけど、確かにあのふたりがどこをどうとっても『美形』に所属しているのは分かる。しかも、上等の。だけど、私にとってはどうでもいいこと。

「別になにもないから」

　そう、なにもない。一晩寝て、なにもかも忘れた。そういうことにしたのだ。

　それなのにあの名刺は当たり前のように机の上を居場所にしていて、関谷さんの子供みたいな笑顔と、そのくせ大人の男の顔で言う甘いセリフがチラついて、頭から離れない。唇に残る、およそ三年と少しぶりの感覚とともに……。

「でも、新橋さんの誘いを断るなんて初めてらしいですよ」

「え？」

「澤田さんが言ってました。『あの顔に落ちない女はいない』って。黙ってても寄ってくるんですから」

　確かに。新橋さんのあのキラキラした後光には逆らえる気がしない。しかし、誘われるもなにも、昨日はタクシーで一緒に帰るか帰らないかっていうだけの話だったよね。関谷さんも同じようなことを言っていたけど、やっぱり違うと思う。

「マチちゃんは落ちなかったのね」

　あげく、澤田さんと消えた。

「だって、あれは私の手には負えませんよ!!　まあ、あのふたりに澤田さんみたいな感じでストレートに口説かれてたら、もう間違いなく落ちてますけど」

　マチちゃんはニヤけながら言い切り、言葉を続ける。

「だけど、あんな完璧な人とエロの破けたような人が傍にいると、澤田さんの手の届きそうな感じにどうしても惹かれちゃいますよね。身の丈に合った安心感というか」

『エロの破けたような人』って……。

　そのあけすけな物言いに噴き出しそうになった。

　だって、うまいこと言うんだもの。

「紗織さんのガードの堅さを尊敬します！」

　マチちゃんのキラキラした瞳に、うっと言葉が詰まる。あっさり唇を奪われたなんて到底言えない。




　マチちゃんとのおしゃべりも、出社してくる人が増えるに従い、自然に終わって、私はいくつかのデザインを眺める。

　いくら悩んでも、いくらいろんな下着を見ても、大人の余裕なんてやっぱり分からない。

　働かない頭で必死に『大人の余裕』を色気と結びつけようとすると、なぜか関谷さんが浮かんだ。

　同時に唇に巡る、熱。

　忘れたことにしたつもりだったのに、やっぱり簡単に忘れられるはずがない。

『すっごくうまかったんですよ』

　マチちゃんの言葉が頭を過よぎる。

　あのキスは、うまいとかそんな次元じゃない。触れるだけの感触が焦れったかった。

　ああ、もう、犬に噛みつかれた、犬に噛みつかれた、と何度も繰り返す。

　思わず鉛筆を持つ手に力を入れてしまい、ポキリと芯が折れた。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ３―　予想外の日曜日




　週明けには社長に一度提出しなくちゃいけないのに、週末を迎えても私はまだデザインが決まらないでいる。

　中途半端はイヤだ。だけど、私の〝恋愛経験値〟が既に中途半端だし、『大人の余裕』なんてないに等しい。

『色気ねーな』

　関谷さんの低い笑みを含んだ、けれどイヤミのない声が頭を巡る。

　ダメだ。本当にダメすぎる。なんで、あの人のことばかり考えてしまうんだろう。

　久しぶりのキスで体を巡った熱にやられただけだ、と頭を振った。




　――最後に恋人がいたのは、三年前。

　元彼の悟さとるは、高校は離れたけれど小・中学校の同級生で、偶然ウチの会社に営業に来たときに再会した。幼なじみという下地のおかげか、彼とは流れるように付き合った。

　顔立ちは悪くなかったと思う。〝雰囲気イケメン〟というのか、なぜか女性にモテる人で、私と付き合ったのは彼にしたら気まぐれだったのかもしれない。一年付き合い、別れは突然だった。

『好きな子ができたから』

　悟の口から出た言葉は明解かつアリガチで、思ったより動揺しなかったのを覚えている。

　きっと女は、別れの予感を感じることができるスキルを持っているのだと思う。

『高見ってさ、なに考えてるか分からないんだよね』

『それを分かろうとするのが〝恋人〟じゃないの？』

　そう言った私に悟は苦笑した。

『本当かわいくないよな。正直さ、高見と付き合ってても全然楽しくない』

　心底バカにした笑い方で言われると、なにも言い返せなかった。

『お前も次があったら、もっとかわいくなったほうがいいぞ。いろいろ』

　幼なじみという親しさからか、それとも違う意図があったのか、別れ際にはそんなアドバイスさえくれた。

　ひどいことを言われている実感はあったけれど、涙も出なかった。

　私に恋愛は向いていない。そう確信して以来、私はいっそう『男なんていらない』と突っぱねるようになった。




　――リリリリリッ……。

　耳につく電子音に無理やり体が反応する。

　もう朝？

　重たい瞼まぶたをこすりながら、目覚ましに手を伸ばした。

　……ん？　今日は日曜日。確か思いっきり寝てやろうと決めて、昨日は目覚ましをセットしなかった気がするんだけど……。

　霞かすんだ視界に映る目覚ましのパネルは音を発していない。鳴り止まない音は、充電器にささったままの携帯だと気づくのに数秒かかった。

「……はい？」

《紗織さん！　おはよーございます！》

　なんて元気のいい声。これが若さなのか、寝起き丸出しで枯れた声の自分と違い瑞みず々みずしい。

　マチちゃんの声を休みの日に聞くのは初めてだな、などと思いつつ、ゴロンと寝返りを打った。

「どうしたの？」

《今からデートしましょう！》

「デート？」

《大人の余裕を勉強するんですよ！》

　行きづまった私を気遣ってくれたのかな。優しい。

　だけど急ね、と眼鏡に手を伸ばす。

《多分、二十分くらいで着きますから、用意しといてくださいね！　時間ないですけど、デートなんで、とびきりかわいくしてください！　ファイトー!!》

　テンションがまったく下がらないまま、最後は早口でまくし立てるように電話が終わる。

『ファイト』と言われたからには、二十分で用意するしかない。

　大人の余裕探しなんて、いったいマチちゃんはどこを探索するつもりなんだろう。

　そんなことを考えながら、私は慌てて準備した。




　白で統一したシンプルな服装で身を包み、お気に入りのパンプスを履いてきっちり二十分後。マンションの前まで出たとき、まるで計ったように真っ黒い外車が現れた。

　私の目の前で停まる様子をボーッと眺める。

　だって、マチちゃんじゃない。マチちゃんはブルーの四角い車に乗っていた。間違っても、こんな只ただ者ものじゃない車には乗ってない。

　しかし一向に立ち去らない外車に視線を泳がせていると、運転席のウィンドウが下がる。

「なに突っ立ってんの？　乗れば？」

　最近知り合った、気だるい色気のある男の顔が視界に入って、心拍数が一気に跳ね上がった。

　え、ちょ、なんで関谷さんが……。

「な、なにしてるんですか？」

「お前を迎えにきたんだけど？」

「はぇっ!?」

「どんな声出してんだよ。行くぞ、乗れよ」

『乗れよ』って、なんで？

　ポカンと立ち尽くした私に、関谷さんがちょいちょいと指先で助手席を指した。

「とにかく乗れよ。お前の休日は、マチちゃんから預かった」

　関谷さんは、まるで親戚の子でも預かったみたいにサラリと言った。




　急かされるように車に乗り込んで、数分。

「……どこに向かってるんでしょうか」

　そして、なぜこのようなことになったのでしょうか。

　ハンドルを操作する筋肉質な腕。キレイな長い指先でハンドルをトントンと叩く関谷さんを盗み見る。

　今日も右側にピンと小さく寝グセがついているのを見て、こんな状況なのについ笑ってしまいそうになる。

　すると、謀ったようなタイミングでマチちゃんからメールが届いた。

【昨日関谷さんに偶然会って、紗織さんとのデートの約束を取りつけました！　キャハッ！　すごくないですか？　すごいでしょー】と自画自賛が続き、最後に【デート、ファイトー！】と、かわいい絵文字とハートがこれでもかというくらい散らばっていた。

「意味が分からない……」

　マチちゃんの行動力はどこから来るの。将来はやり手の仲人おばさんにでもなりそうだ。

　関谷さんも関谷さんで断ってよ、と非難を込めて隣を睨んでみる。

「なに？　行きたいところある？」

　私の睨みなど屁へとも思ってないらしい。

「ないです。家に帰りたいです」

　そして、もう一度たっぷりと睡眠をとってから、なんだ夢だったんだ、と思いたい。

「家？　誘ってんの？」

「なわけないでしょうが！」

「いちいち突っかかるなよ」

　黒い髪が揺れて、関谷さんはなにがおもしろいのか、私の決していいとは言えない態度にも余裕の笑いで返す。

　居酒屋では無愛想だったのに、よく笑うこの人に戸惑う。

「余裕なさすぎだろ。その仏ぶっ頂ちょう面づらどうにかしろ」

　赤信号にさしかかると、関谷さんは器用に右手を使ってギアを変えながら口を開く。

「これは標準装備なのでどうにもできません」

　子供っぽい反論しかできない自分が悲しい。

「お前なー。もっと気を抜けよ。疲れないか？」

　涼しい顔に乗る薄い口元がわずかに上がる。呆れたように笑う仕草に、なぜか顔が熱くなった。

『気を抜け』って、抜けるわけないでしょうが。

　沈黙の続く車内。私は、信号の色をぼんやり眺めるより他なく、それ以外に視線の置き場所が見つからない。

　まったく予想できない一日の始まりに不安が募る。

　結局、モヤモヤする気持ちも相まって『車酔いする』と私が言ったひと言で、目についたその場所……年とし甲が斐いもなく動物園に行くことになった。




「……なんでアイツ、俺を睨むんだ？」

　爬は虫ちゅう類るいの館でトカゲと睨み合う関谷さん。

『フトアゴヒゲトカゲ』と書かれたそのトカゲは、顎あごを黒くしてパフパフと膨らませ、カァと大きく口を開いていた。

　笑える。普段使わない表情筋がピクピクする。これはツボにハマってしまうかも。

「……ねえ、あなた威嚇されてないですか？」

「やっぱり？　なんで？　俺、爬虫類だっけ？」

　なに言ってんの。

　その間もトカゲと関谷さんは見つめ合っていて、はたから見る光景はなんとも言えない。吹き出しそうになるのを必死で堪える。

「やば、かわいくなってきた。なんでアイツ、目を逸らさねーの？　愛しいわ」

　なにそれ。ダメだ、限界。

「っ！　あはははは！」

　どうしてくれるの、完璧にツボに入っちゃったじゃない。

　突然笑い出した私を関谷さんが驚いたように眺めている。それでも笑いが収まらなくて、両手で顔を塞ふさいだ。

「ご、ごめんなさ……」

　さすがに笑いすぎたかな。

　眼鏡をずらして目尻の涙をふき取りながら、まだポカンとしている関谷さんを前に急に恥ずかしくなって謝った。

「いや、いーけど。でも笑いすぎだろ。俺、そんなにおもしろいこと言った？」

「い、言ってないです。滅めっ相そうもない」

「ふーん？　じゃあ、まあフトちゃんと友情も育んだし、行くか」

　それ友情じゃないから。威嚇もしくは求愛だから。それにフトちゃん？　もうなんなのよ。

　またプッと噴き出した私の頭を関谷さんがポンッと触れるように叩く。

「すごいな」

「え？」

　なにが？

「お前の笑顔って、すげー破壊力」

　目を細めて笑った関谷さんに、笑いの波がスーッと引いて、今度は違うなにかが駆け上がる。

　ど、どういう意味!?

　ここが薄暗くてよかった。私の顔、多分、今真っ赤だ。




「にしても、お前『気持ち悪ーい』とか『怖ーい』とか言わないんだな」

　爬虫類の館を出た後、関谷さんは私に言った。

「どうして？　怖くないでしょ？　むしろあのつぶらな目とか、慣れてくるとかわいい」

　私の言葉にクッと笑うと、「お前、変わってる」と言う。

　どこが？　ていうか、そんなことより……。

「あの……」

「あ？」

「これって……デート？」

　晴天の下で肩を並べて歩くこの状況に、マチちゃんが連呼していた『デート』という言葉が唐突に浮かぶ。

　【デート、ファイトー！】とまで書かれていたのに、それを意識しなかったのは、この人への対応で精一杯だったからだ。

　少なからず甘い響きになるその言葉に躊ちゅう躇ちょしながら、関谷さんの横顔を見つめる。

「お前、今さらだな。なんだと思ってたの？」

「だから、なんなのかなって」

　関谷さんは私の返事にまるで珍しい物でも見るように眺めた後、楽しげに口元を曲げた。

「……ま、社会科見学、じゃねーよな」

　意地悪く片方の眉だけ上げる仕草は、さっきの無邪気さが嘘みたいで、やっぱり色気のある大人の男だった。

　……本当に厄介すぎる。

　だって、なんでこの人と一緒にいるんだろう。恋人であるはずはもちろんなく、長年の友人でもなければ、家族でもない。最近知り合ったばかりの女たらしだ。

　私の複雑な胸中など知るよしもない関谷さんは、近くのベンチで煙草に火をつけた。

　真っ白いシャツの上に小さな顔、ブラウンのジーンズに収まる長い脚。均整の取れた完璧なモデル体型に、首にかかる長さの髪がよく似合っている。

　無精ヒゲが汚くない男の人なんて、初めて見た。この人独特の気だるい雰囲気は、すれ違う女子の視線を容易にさらって釘くぎ付づけにする。

『俺を好きにさせてやるよ』

　あの日の言葉がふいに蘇り、今さら意識してしまった。

「……お前なにしてんの？」

　関谷さんが怪け訝げんな顔で私に視線を移す。若干呆れたような口調も仕方ない。私は微妙に横歩きしながら、関谷さんとの距離を開けていたから。

「べ、別に」

　ただ、イヤなだけ。立っているだけでこんなに視線を集めるような人と一緒にいること自体が。

「おい、こっちに来いよ。後ろ危ない」

　後ろよりも危ないのはあなただ、と言いたい。少なくとも私にとっては危険きわまりない。

　関谷さんの言葉を無視して、さらに距離を取ろうと勢いよく後ずさった。

「おい！」

　関谷さんが声を上げて、ベンチから立ち上がる。それと同時に腰のあたりに小さな衝撃を受けた。

「きゃっ！」

　ゴンッと体から鈍い音が聞こえる。不意打ちだったせいか、けっこうな痛みが瞬時に腰に走った。

　フラリとよろけた直後、見事に足がもつれて私は派手にすっころんだ。

　ジンジンと腰が痛い。

　ぶつかったのは、猿の銅像。見上げると、リアルに彫刻された瞳と視線がぶつかって、気まずい。

「なあ？　……バカなの？」

　関谷さんが呆れたように私を眺めて、腕を差し出した。

　……すごく恥ずかしい。

　途端に顔が赤くなる。

　なにやってるんだ、私は。目の前のこの人を勝手に意識して勝手に転んで、さらに伸ばされた手を掴むのを躊躇している。

　関谷さんは視線を外すと、フゥと息を抜いた。そして、やれやれといったふうに私の腕を軽く掴んで立たせた。

　醜態をさらしたせいか、それとも掴まれた腕のせいなのか、ひたすら頬ほおが熱い。

　こんなことで動揺するなんて信じられない。

「……ありがとう」

　素直にお礼を言うと、関谷さんが驚いた顔をした。

「ほんっと、予想外。かわいくないけどかわいいって、反則だな」

　関谷さんがイヤミのない苦笑を向ける。

『かわいい』って、まさか私のこと？

　適当なこと言わないで、と思うのに、新橋さんの社交辞令と違って、なぜか私を容易に動揺させる。

　クッと細まった瞳がやけに優しく、いたたまれなくて視線を逃がした。

「……あ！　見て、キリンですよ！」

　その先に、広い敷地にシマウマと一緒に放されているキリンを見つけて、つい声を上げてしまった。キリンは呑気に木の葉をむしゃむしゃと食べている。

　筋肉質な体に広がる模様に目を奪われながら、キリンに初めて餌えさやりをしたときにあの舌の長さにびっくりしたことを思い出した。

　長い首を曲げて近づいてきた顔に、子供ながら興奮したのよね。

「小さいころに、キリンの首はなんで長いの？って、思いませんでした？」

　振り返れば、関谷さんは「どーだろうな」と柵に寄りかかり、腕を組んでキリンを眺めている。

「親に聞いたら、キリンの首が長いのは星を食べるためだって。『初めは首の短かったキリンが星を食べようとして首が伸びたのよ』って。『星を食べることに成功したキリンには星形の模様がついているから、探してごらん』って言ったんです。『キリンすごい、星食べちゃうんだ！』って、はしゃいだの覚えてます。親の作り話だけど、なんだか夢がありません？　それからキリンを見たら、なんとなく星の模様を探しちゃって」

　懐かしいなぁ。動物園に来るなんて久しぶりだから、思い出してあったかい気持ちになった。

「へえ。いいな、それ」

　優しい声に、ハッと我に返った。

　なに言ってんの、私ったら。子供のころの話を嬉々として語っちゃって……。

『似合わないこと言うなよ』って笑われる。そう思って、つい身構えた。

「ガキのころなら信じるよな。それ聞いたら、俺も星模様のキリン探すしかねーじゃん。もしかしたらいるかもしんねぇし。そんな食いしん坊なキリン」

　そう言って目を細めた関谷さんの予想外な言葉に驚く。

　思い出を褒められたようで嬉しかったのに、その伝え方が分からなくて「いないでしょうけど」と、私はそっぽを向いてしまった。




　それからは、檻おりに囲まれた猛獣を見たり、象に餌をやってみたり、関谷さんが猿の求愛を受けてみたり……と、なんだかんだで夕暮れが近づいてきた。

　茜あかね色いろに染まる空に見とれて立ち止まる。夕日があまりにキレイで、思わず目を細めた。

「……そろそろ帰るか」

　前を歩いていた関谷さんが私を振り返る。私が横に並ぶのを待って、ゆっくりと歩を進めた。

　置き去りにしない、そんなちょっとした優しさが見えて、きっと誰にでもこんなスマートな人なんだろうなと思う。

　やっぱり女ったらしだ、と胸の中で呟いた。




　関谷さんの車に乗り込むと、車はゆるやかに発進した。

　さっきまでいたはずの動物園が小さくなって見えなくなると、つい寂しい気持ちになる。

　動物園なんて何年振りだろう。高校生のとき以来かな？　それとも、もっと前？

　とにかく、こんな休日は久しぶりだったから、なんとなく肩の力が抜けた。

　相変わらず涼しい顔で運転する関谷さんの横顔をチラリと覗く。

　この人ほど、動物園なんていう無邪気な場所が似合わない男はいないのに、その外見よりもずっとフランクで気取らない会話が楽しかったのは事実。気なんか抜けないと思っていたけれど、いつの間にか自然に接している。不思議な人だ。

「なんだ？　俺のこと、もう好きになったわけ？」

　私の視線に気づいたのか、関谷さんがからかうように眉を上げた。

「ち、違います！」

『楽しかった』なんて、口が裂けても言わない。ハゲろ、この自信過剰男！

　心の中で悪態をついた。

　無言になった車内にスローテンポの洋楽が流れて、座り心地のいいシートは眠気を誘った。

　いやいや心許しすぎでしょ、と慌てて外の景色を見ると、なぜか車は高速を降りて見慣れない国道を走っている。

「ねえ、方向オンチですか？」

　怪訝に眉を寄せれば、「誰に向かって言ってんの？」と不機嫌なひと言が返ってきた。

「だって、ここどこ？」

「腹減ったから」

「私には関係ないでしょ。降ろし……」

「無理」

　言い終わる前に、涼しい横顔で言葉を遮られる。

「無理ってなんですか」と反抗したところで、車は進行方向を変えることはなかった。

　到着したのは、こんなところに!?と思うような路地裏の少し古びたラーメン屋。

「え、なんか意外ですね。おしゃれな場所に連れて行かれるのかと思った」

「なに期待してんの？　やらしーヤツ」

　そういうわけじゃない。期待したわけじゃないから！　ラーメン大好きだし！

　だけど、関谷さんのイメージがすごい勢いでどんどん変わっていって、私はこの人を全然知らないのだ、と改めて思う。

　勝手につけたイメージに振り回されるのがどれだけ不本意なことか、私だって知っているのに。

　胸の中でこっそり、ごめんなさい、と謝った。




　運ばれてきたラーメンの湯気で眼鏡が曇る。それを気にせずズズズと麺めんをすすると、口の中で広がる濃厚な味にびっくりした。

「ち、ちょっと！」

「なんだよ」

「このラーメン、すごくおいしい！」

　モチモチした麺が鶏ガラベースの効いた濃厚スープと絡んで、濃いのにしつこくない。それにネギとチャーシューと卵だけのシンプルなトッピングなのに、信じられないほど、おいしい。

　思わず頬が緩んでしまう。

「だろ？」

　得意気に笑う関谷さんは自然体で、夜景の見えるレストランでもイタリアンやフレンチの名店でもないけど、なぜか胸が掻かき乱された。

　スープを飲み干して、ハァと息を吐く。あっという間に食べきって、お腹は大満足だ。

　前を向くと、肘をついてこちらを眺めている関谷さんと目が合った。

「なんつーか、微笑ましいな」

「えっ？」

「いや、なんでもない。レンズ曇ってるぞ。貸して」

　関谷さんに私の眼鏡をとられて、視界が一気にぼやけた。目を凝らせば、関谷さんがキュッキュとレンズを拭いている。

「ん？　お前、本当は目がデカいんだな」

　関谷さんの視線が上がり、私の顔の上半分を見ている。

「近視だから多少は変わるかもしれないけど、そうでもないですよ」

　〝眼鏡外したら超美人〟とかあるはずない。あれは漫画の中だけの話だ。

「そっちのほうがいいのに」

　どうしてこの人はサラッとこういうことを言うんだろう。

「……眼鏡のほうが落ち着くし」

「ふーん、そんなもんなんだな」

　煙草を口にくわえたまま、関谷さんは私の眼鏡を両手で照明にかざして遊んでいる。

　いちいち仕草が色っぽいのをなんとかしてほしい。

「返してください」

　手を出したけれど、眼鏡はなかなか返ってこない。仕方なく冷水の入ったコップを手に取って飲み干した。

「お前って食べっぷりが気持ちいい」

「それ褒めてるんですか？」

　私の言葉に関谷さんがプッと笑う。

「褒めてるよ。女って、あんまり食べねぇじゃん」

　関谷さんはイスに背をもたれかけて姿勢を崩した。

「それは少食を装った肉食女子じゃないですか」と言えば、「なるほど」と関谷さんはまた笑った。

「関谷さんも、初対面のときは全然笑わない人だと思ってたんですけど違いますね」

「笑わない？　なんで？」

「居酒屋にいるときはずっと不機嫌そうだったでしょ」

　関谷さんは「ああ」と思い出したように言って、タバコに火をつけた。

「イヤなんだよ、ああいうの。澤田と飲むとすぐ女呼びたがるし、多空といるとイヤでも寄ってくる。毎回同じ光景ばかり見てるとな、おもしろくもなんともねーよ。だけど……」

　そこで言葉を止めた関谷さんを、眼鏡のないぼやけた視界でピントを合わすように見つめた。

　関谷さんは白い煙を吐き出して、煙草をくわえたまま、こちらに手を伸ばす。

「媚こびを売らない女は初めて見たな」

　長い指先で私の眼鏡の縁を撫なでて、「どうぞ」と私の目元にかける。耳の端に冷たい指が当たって、ゾクリとした。

　眼鏡が定位置に戻り一気にクリアになった私の目線の先で、関谷さんが苦笑する。

「睨むように見てくる女も初めてだ」

　困ったように曲がる眉と上がった口元がやけにセクシーで、ドキッとする。

　それは誰のことで、これはなんの話だったとか、あてられた色気に頭が飽和して、もう後は苦し紛れに「タバコが煙たいです」と悪態をつくのに精一杯だった。




　ラーメン屋を出るとき、関谷さんはごく自然にふたり分の料金を支払った。

　車に乗り込んでから「これ」と千円札を渡せば、怪訝な顔をされた。

「そんなケチじゃねーんだけど」

「そういうつもりじゃないです。おいしいラーメンでしたから、自分で気持ちよく支払いたいんです」

「かわいくねーな」

「今さらですか？　そんなの知ってますよ。はい」

　そう言って手を伸ばしても、関谷さんは面倒くさそうにあしらうだけ。そして……。

「……ったく、面倒くせー」

　いつか聞いたようなセリフを吐いた後、私の手を思いきり引いた。

　え？

　そう思ったのは、ほんの一瞬。だって気づけば、唇が塞がれていた。

「んっ……」

　突然のことに息をするのも忘れて、苦しい。

　触れた唇が離れた後、プハッと息を吐く。

　呆然と固まる私に、関谷さんは「支払いはこれでいい」と言い放った。

　そう、支払い、ね……って、支払い!?

「はあ？　いいわけないでしょう！」

　引かれた手を突き放す。

　なに考えてるの、この人、バカなの!?　キスしたよね、今!?

「なんであなたは、い、いつも……」

　勝手にキスするんですか！　また犬に噛みつかれたって思えばいいの？　どれだけ凶暴な犬なんだ。もう、なんてことしてくれるの。このキス魔！

「減るもんじゃねーだろ」

　こっちは動揺でぐらぐら揺れているのに、関谷さんはムカつくくらい余裕たっぷりに笑った。

「減りますよ！」

「減るのか？」

「……減らないかもしれませんけど」

「なんなんだよ」

　関谷さんがクッと笑う。

「あなたにされたら減る！」

　こうも簡単に奪われたら、女として大事ななにかが確実に減る！

「つーか、むしろ増えるんじゃねーの？」

「なにが!?」

　関谷さんは口の端を上げて、「経験？」と楽しそうに私を眺める。

　顔の熱がどんどん上がっていく。関谷さんといると、私ひとり、余裕がない。

　彼のペースに乗せられっぱなしの自分が悔しくて、思わず唇を噛む。

「そういう顔したら……」

「え？」

「色気あんのに」

　関谷さんの黒い瞳が私を映した。

「多少は」

　そう続けて、動揺した私を見透かすように笑う。

　なんのつもりか知らないけど、振り回される私の身にもなってほしい。それに、いつもの〝私〟はどこに行ったの？　小一時間、座禅して、自分自身を問いつめたい。

「大体、色気ってなんですか？」

　誰も彼も、人のこと色気がないないって。ないのは分かってるけど、その基準はなに？　……って、なんでこんなこと、関谷さんに聞いてるのよ。

「は？　んなもん、考えて出すもんじゃねーだろ」

「どういうこと？」

「色気を感じるポイントって、人それぞれだろ。肌を露出したらいいってわけでもないだろうし。普段見えない部分が見える瞬間、とかじゃねえの？」

　普段見えない部分、ねえ？

　頭を傾げながらハンドルを操作する関谷さんの腕を見つめていると、濡れたような黒い瞳が不意に私に向けられ、男のくせに艶やかな唇がクイと上がった。

「具体的に教えてやろーか？」

　ゾクリとするほどの甘さを含んだ低音と、これが色気かと冷静に思えるくらい熱っぽい表情。うっかり触れたらヤケドしてしまいそう。

　エロが破けてる。マチちゃん、その通りだよ。

「い、いいです。遠慮します！」

　動揺してしまう鼓動は、抑えようにもコントロールが効かない。

「あ、そ」

　淡々とした口調の関谷さんはいつも通りだ。だから余計、心臓に悪い。




　関谷さんに送ってもらい、マンションに着いた。すぐに熱いシャワーを浴びて、落ち着かない気持ちを鎮める。

　二度目のキスを当たり前のように奪うあの人は、いったいなにを考えてるの。挨拶代わりとでも思ってるのかな。ここは日本でしょ!?

　無性に叫びたくなって、悶もだえる。

　いや、とにかく落ち着こう。明日は社長にとりあえずデザイン画を提出しなければならない。何枚かは描き上げているけれど、どれもしっくりこない。あやふやなイメージのままだと、その中途半端さを社長にあっさり見抜かれてしまうだろう。

　お風呂上がりにコーヒー牛乳を一本グイッと飲み干して、もう少し練ってみようと机に向かった。

　何冊も雑誌を広げて、じっくりと『大人の余裕』をイメージしようとしても、今日のデートが頭にチラついて、どうしても関谷さんが浮かんでしまう。

『教えてやろーか』

　関谷さんの声まで聞こえた気がして、思わず天井を仰いだ。

「ああ、もう！」

　結局叫んでしまって、床の上で三回転くらいゴロゴロした。

　……もういい。開き直るしかない。

　ムクリと起き上がって、真っ白な紙に向かう。

　関谷さんが言った『普段見えない部分が見える瞬間』を考える。頭の隅に彼を置きながら、ペンを勢いよく走らせた。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ４―　結婚よ、結婚




「そうねぇ…」

　目の前の如月社長は、デザイン画を見定めながら髪を掻き上げた。

　相変わらず美人だ。私の入社当時からまったく変わらない上品な色気を漂わせている。

　バツイチだと言っていたけれど、いつも途切れることなく彼氏がいるらしい。やっぱり経験がものを言うのかな。

「高見ちゃん？」

　ハッとして、視線を社長に戻す。

「すいません、やり直します」

　どうかしてる。昨日、あの勢いで描いたデザインも一緒に、そのまま提出するなんて……。きっとダメだったんだろう。

「なに言ってんの？」

　頭を下げる私に、社長は睫毛をバザバサさせてキョトンとした顔をする。

「え？」

「これ、いいじゃないの。ぼんやりしてないで。あと二枚、こんな感じでいくわよ」

　グロスで光る唇をキレイに婉曲させて、社長はニッコリ笑った。

　私の手に戻されたのは、昨日のデザインだった。

「は、はぁ」

　よかった、の？

「なんだか、隙ができた感じ。あと一歩ね。好きな男でもできたのかしら？」

　社長が、見透かすような流し目を送る。

　慌てて私は首を横に振った。

「社長、なに言ってるんですか！」

「いいのよ！　どんどんヤっちゃいなさい！」

　その言葉の卑ひ猥わいさに理解が遅れて、手に持ったままのデザイン画をポカンと眺める。

　大胆に胸元を強調するメタリックな色合い。それを対比させた真っ白なレースで縁を彩って、際どいラインでバストを包んだデザイン。

　褒められたのはそこなのか、胸を形よく見せることにこだわった細部なのか、私にはよく分からなかった。

　社長室を出て、ぼんやりしたままオフィスに入る。

　確かなのは、昨日は関谷さんのことで頭がいっぱいだったってこと。

『好きな男でもできたのかしら？』

　さっきの社長の言葉が過よぎる。

　違う！　絶対に違う!!

　必死に首を振る。だけどそんな感情とは裏腹に、関谷さんがまとう独特の雰囲気をまた思い出して、体の熱が上昇した。

「……好きなんですか？」

「好きなわけないじゃない！」

　そうだ、こんな短期間で落ちるほど、恋は単純なものじゃない。

　心拍数が上がるのは、あの正体不明の色気のせいだ。大体、誰とでも簡単にキスする女たらしだし。私の理想はマイホームパパであって、その対極にいる彼を好きになるはずがない。

　慌てて、関谷さんという存在を無理やりしまい込む。

「そ、そうですか」

　マチちゃんは後ずさりしながら、私の勢いに怯ひるんだ声を出した。

「え？」

「いや、いつもそのブランドの物、持ってる気がして」

　私が持っているポーチを指しながら、申し訳なさそうに弁解するマチちゃん。

「これ？」

　思わずズレてもいない眼鏡を直す。

　確かにこのポーチは、シンプルなデザインが好きで、最近お気に入りのブランドだ。

　よほど私の勢いが強かったのか、マチちゃんはオドオドしている。

「えっと、これは、そ、そうね、気に入ってるの」

　ハハと乾いた笑みを貼りつけると、マチちゃんは不思議そうに私を見た。

「そうなんですか？」

「そうなんです」

　力強く頷けば、マチちゃんは気を取り直したようで、今度はキラキラとした目で私を見つめる。

「それで昨日はどうでした!?」

　どうって……。

　しまい込んだはずの関谷さんが、また脳内に顔を出して笑顔を見せる。同時に、唇の感触まで蘇った。

「紗織さん……？　なんかボンッて聞こえたけど、大丈夫ですか？」

　どこかで聞いたようなセリフを言ったマチちゃんは、頭にハテナを飛ばしている。

「ほら、余計な話してないで、仕事に戻りましょう」

　私は動揺した顔を見せないように、マチちゃんの背中を押してデスクに戻った。




《紗織？　近くまで来てるからランチ行くわよ》

　昼休みにかかってきた電話は祥子から。私に拒否権はないらしい。

　私の都合を気にしないのはいつものことで、基本的に断るような都合が私にないのもいつものこと。

　近くのカフェで待ち合わせをして、会社を出る。

　七月半ばのこの時期は、少しの距離でも歩けば体力を奪われる。そろそろ自転車通勤に変えよう、と汗ばんだ額を拭いた。

「久しぶりじゃない」

　先に到着していた祥子は、私に気づくと女性誌に向けていた視線を上げた。

「一週間ぶりね」

　そう言って、祥子の前の席に腰を下ろした。

　今日の祥子は、前髪は真っ直ぐに下ろし、茶色に染色された髪をキレイに巻いている。先週までは確かストレートだったはず。

「髪型変えたのね。似合う」と褒めれば、祥子は「当たり前でしょ」と嬉しそうに笑った。

　長身でスラリとした長い手足。私も身長は祥子と変わらない高さだけど、彼女は目を引く美人で、昔から並んで歩くとよく視線を集めた。

「あんたったら、まったく連絡よこさないんだもん」

　祥子は口を尖らせて上目遣いに睨む。そんな顔も相変わらず美人だ。

「忙しかったから。ごめんね」

　先週一週間は本当にいろいろあった気がする。

「それ、いつも言ってるじゃない！　メールくらい打ちなさいよ」

　カップルのような会話もお馴染みだ。

　指先でクルクルと髪を巻きつけながら、ときどき上目遣いに私を見る祥子の表情に気づく。これはなにか話したくて、だけど迷っている時にする顔だ。

「なんかあった？」

「なんにもないけど」

　髪の毛をいじったまま、祥子は視線を泳がす。「ないの？」と眉を上げれば、「あのね……」と溜め息を落とした。

「岡おか嶋じま……結婚するんだって」

「岡嶋？」

　誰だっけな……。

　数少ない友人の顔を頭に巡らすけど、出てこない。

「彰あき俊としよ」

　祥子は呆れたように溜め息をついて、消えそうな声で言った。

　……彰俊？

「え？　あの彰俊？」

　祥子は『それ以外、誰がいるのよ』みたいな顔をする。

『岡嶋』なんて呼び方をするから、誰か分からなかった。

　私が知っている『彰俊』といえば、すぐ思い浮かぶのは太陽みたいな笑顔。

『祥子が好きでたまらない』といった、真っ直ぐな求愛を向けていたのは、高校二年の夏。ちょうど今と同じ時期だった。もっとも、祥子は逃げ回ってばかりいたけど。

「そうなの!?　また急な話じゃない。誰から聞いたの？　本人？」

「なわけないでしょう。連絡なんてとってないし。彰俊と仲がよかった、丘おか野のくんっていたでしょう？　偶然会って、聞いたの」

　丘野くん……。確かにいたな、そんな人。だけど、彰俊が結婚？　祥子のことを好きなイメージが強すぎて、想像できない。

　納得がいかず「うーん」と首を捻る。

　すると祥子は相変わらず浮かない顔で、キレイにカールされた睫毛を伏せた。

「……寂しい？」

「そんなわけないでしょ」

「じゃあ、なんでそんな浮かない顔してるわけ？」

　私は運ばれてきたランチにゴクリと喉を鳴らしながら、箸を持った。

「だって、彰俊が結婚よ？　なんか信じられない」

　祥子は眉をひそめた。

「確かにね、あんなに祥子一筋だったのに」

　信じられない。それは同感だ。

　彰俊の飾らない笑顔を思い出し、懐かしさが込み上げる。

「昔の話でしょ。そんなことはどうだっていいのよ」

　祥子はバッサリ否定するけれど、そこに嘘がないか探ってしまう。

「じゃあ、なに？」

　味み噌そ汁しるに手を伸ばしながら祥子を覗く。

「……結婚よ、結婚」

　伏し目がちに呟いた祥子に、キーワードはそこだったかとようやく気づいた。

「焦るってこと？」

「焦るとかじゃないけど……」

　祥子はトーンの低い声で、ふぅと溜め息をついた。

　そしてハンバーグを口に入れながら、「結婚よ、結婚」と、もう一度呟く。

　年齢的に結婚を焦るとすれば、私だって同じだ。だけど今、祥子を悩ませているのはそれとは違う気がした。

　なぜなら、これまで彼女から〝結婚願望〟を感じたことはないから。基本的に彼氏を欠かしたことがない祥子だけど、いつも恋の熱はすぐに冷めて長続きしない。

　祥子は、高校時代からモテた。その華やかな容姿も伴い、ヒエラルキーの頂上に君臨するであろうグループに所属して、派手に目立つ学生生活を送っていたと思う。

　対する私は、委員長だかなんだか、面倒くさい役割をいつも押しつけられていた。三年間、いや正確には小、中学校も合わせて十年以上、その位置にいた気がする。

　縁なし眼鏡におかっぱ頭で優等生の私と、茶髪にピアスで不良の祥子。普通なら交わることのない人生、のはずだった。

　――転機といえば、あれだと思う。




　　　＊　＊　＊




　高校二年の春。昼休みに、トイレで当たり前のように煙草を吸っていた祥子たちにばったり遭遇してしまった。

　相手は三人。そのうちのひとりの斎さい藤とうさんは同じクラスだった。

「委員長じゃん」

　細い眉を上げて、投げやりに笑う。『どうせ、なにも言えないでしょ』という顔。

　告げ口なんてして彼女たちの反感を買いたくないから、見て見ぬふりをする。それが他の生徒たちの常識で、できれば関わりたくないと思うのが本音。

　だけど私は床に座りこむ彼女たちを見て、思わず素直な感想を口に出してしまった。

「汚きたなっ……」

　彼女たちはいっせいに眉をひそめる。

「は!?　眼鏡のくせに生意気」

　左端に座っているボブの茶髪、吉よし田ださんの声がトイレに響く。そこで初めて自分のアダ名を知ることになった。

　アダ名まで地味。それにしても、なんて短絡的な発想なの。『眼鏡』なんて、いくらでもいるでしょうが。

　なんて胸の内で思いながらも、相手にはしない。彼女たちが陣取っている場所の真ん中を割いて普通にトイレに行き、手を洗う。

　しかし、汚いと言われたことがよほど腹立たしかったのか、彼女たちの口からは『地味子』やら『不細工』やら『キモい』やら『うざい』やら、ヒートアップした暴言が吐き出された。

　出口に向かおうとすると、背中をドンッと押される。手に持っていたハンカチが落ちて、それを吉田さんが踏みつけた。

　相手にするつもりはなかったけど、それにはさすがにカチンときてしまった。私が言い返せないと思っているのなら、大間違いだ。

「斎藤さん」

　一番右端にいるショートカットの茶髪の彼女に声をかける。

「は？　なによ」

　キッと睨む目つきは大して迫力もない。

「あなたが付きまとってる沖おき口ぐち先生、タバコを吸う女は嫌いだそうよ」

　私の言葉に、「えっ！」と顔色を変える。すると「あんた、沖口のことムカつくって言ってたじゃん！」と他のふたりが騒ぐ。

　隠れファンだもんね、あなた。だけど先生の家の前で待ち伏せはまずいんじゃないかしら。沖口先生、困ってたわよ。

　これは私が偶然立ち聞きしただけで、もちろん先生が生徒にばらまいている情報じゃない。

「それから吉田さん、あなたそんな下品な言葉遣いをしてたら、お父様に叱しかられるんじゃない？　そういえば、この前お会いしたときに、あなたの学校での様子を聞かれたけど」

　彼女は社長令嬢。そして私は社長と将棋仲間だ。

　吉田さんが顔を青くする。親の前で真面目ぶるしたたかさがあるなら、その仮面、学校でも被っていればいいのに。

「松まつ前まえさん」

　真ん中を陣取るロングの茶髪。これが祥子だった。

「なによ！」

　恐らく三人の中でもっとも美人で強気な彼女は、怯んだ様子も見せず、果敢に私の前に立ち上がる。

「……あなたはどーでもいいかな」

　この手のタイプは〝無視〟が一番効く。

　祥子はポカンとして、すぐに「なによ、それ！」と食いついてきた。だけど、それも華麗に無視した。

「あなたたち、喫煙所は職員室の隣だから。そこで吸いなさいよ。こんな場所で吸ったら他の生徒にも迷惑でしょ。それにトイレなんて不衛生な場所に居座るなんて、本当に汚い。便所虫って呼んでいい？　それから、未成年の喫煙は法律で禁止されてることは分かってる？」

　いったん区切って、冷笑を送る。

「それさえも分からず繰り返すようなおバカさんなのかしら」

　眼鏡を少しだけ直して言葉を放った私に、誰も口を開かなかった。




　　　＊　＊　＊




　それから私のアダ名が『眼鏡』から、『黒い手帳』とか『鉄の女』とか不本意な名称に変わったのは、後から知った話。

　どういうわけか祥子は、私に関わろうとしない他のメンバーをよそに、事あるごとに突っかかってきた。無視されたのがよほど腹立たしかったんだろう。

　同級生で、彰俊という名の犬コロみたいな生徒が祥子の後を追いかけだしたのもこのころ。

　毎度毎度『祥子ちゃん！　愛してる』と祥子に迫る様子は、校内でちょっとした名物になったほど。

『高見！　あのストーカーをどうにかしなさいよ！』

　祥子がなぜ私に言ってきたのかは分からない。

『あんた委員長でしょ！』

　委員長って、色いろ恋こい沙ざ汰たにまで関与しなくちゃいけないの？　しかも、あなたクラス違うじゃない。だけど、既に私のことを『眼鏡』じゃなくて『高見』と呼んでくるあたり、かわいいところがあるかも。

　そう思ったのが間違いだった。まさかその後、彰俊を応援したくなるなんて思わなかったから。

　彰俊は、丸くてキラキラした瞳に、フサフサの茶髪、そして無邪気な笑顔がまさに犬コロみたいな男の子だった。

　どんなに冷たくあしらわれても一向にめげない彰俊を眺める日々が続いたある日、私は彼に何気なく尋ねた。

『あなた、松前さんのどこがいいの？』

『顔』とでも答えたら即、『やめときなさい』と言ってやろうと思っていたのに……。

『そうだなぁ。女王様なところかな～。そのくせ寂しがり屋で、群れてるくせに一匹狼で、実は……』

　彰俊は祥子の〝好きなところ〟をとめどなく話した。もう、聞いているこっちが呆れるくらい。

『……で、全部ひっくるめたかわいい顔』

　最後、やっとのことで締めくくった言葉。『最終的に顔かよ！』と突っ込みたかったけど、太陽みたいに明るい彰俊の笑顔を前に消えた。

『……がんばってね』

　気づけばそう言っていた。

　それ以来、『あの子、意外にロマンチストみたい。知らないけど』『押しつけるのはよくないんじゃない。分からないけど』『朝早くから待ち伏せするのはやめたら？　どうでもいいけど』などと適当な助言をするうちに、彰俊はなぜか私の言うことは聞くようになって、ますます祥子は私から離れなくなった。

『だってアイツ、あんたの言うことは聞くんだもん』

　祥子はケロッとそう言った。

　その後、卒業するまで祥子は私の隣にいて、彰俊をあしらいながら高校生活を終えた。

　深く付き合うようになって分かったのは、祥子は案外、根が真面目だということ。私が『体に悪い』と言ったひと言で煙草もやめた。

　それに彰俊の言うとおり、寂しがり屋なんだろう。メールの返事が遅れたり、ひと言だけだったりすると教室にやってきて、よく怒られた。感動もののドラマに弱くて、それを見た次の日は目を腫らして学校に来るようなかわいい一面もある。

　そうやって祥子を知れば知るほど、彰俊はよく祥子を見ているんだなと感心した。確かに彰俊の愛情表現は過剰だったけど、それを除けば真っ直ぐでいい男だった。

　祥子には言わなかったけれど、私はふたりがくっつけばいいと思っていた。

　高校を卒業した後も、彰俊は祥子のバイト先のファーストフード店に顔を見せていたらしく、ときどき祥子から彼の名前を聞いた。

　けれど、そのうち彰俊の名前は出なくなって、最近では話題に上ることもなかったから忘れかけていた。




「……まあ、幸せになればいいわ」

　祥子はあくまで自分の言いたいことが『結婚』そのものに対してだと言い張るようだ。

「そうね。あなた以外と幸せになれるんなら、それに越したことはないわ」

　彰俊ほど一途な男は、珍しかったから。

　祥子に何度目かの彼氏ができたとき、相変わらず祥子に思いを寄せる彰俊に『諦あきらめれば？』なんて言った私に、『愛が溢れてるから無理かな』と呆れるくらい無邪気な笑顔で言った彰俊を思い出す。

　私の中の彼はあのころのままで、やっぱり祥子以外を好きになる姿は想像できない。

　だけど、きっと彰俊のことだから、お嫁さんになる人にもとめどない愛を囁いているんだろう。

　変わらないものなんかない。そう分かっているのに、なんとなく取り残された気持ちになって、寂しさが風のように心を撫でた。










上度―ＬＥＶＥＬ５―　スーツはドレスに変わる




　食事が済んで、カフェを出る。その入り口で偶然出会ったのは、まぶしいほどの王子様スマイルだった。

「あ、高見さん？」

「新橋さん」

　サラサラの茶色い髪をなびかせ、シワひとつない上等なスーツを着こなしている。爽さわやかな笑顔は目に痛い。

「……ち、ちょっと誰？」

　祥子が小声で私を小突いた。

「あー、えっと新橋さん」

　新橋さんは祥子に軽く頭を下げると、また微笑んだ。

　さすがの祥子も一瞬見とれたらしい。

　……これは後で質問責めかな。

　先の展開を予想して、思わず眼鏡に手をかけた。

　短い会話を済ませて、その場所を後にする。新橋さんの勤める会社は意外にもこの近くで、大手の税理士事務所だった。

「知らなかったの？」

「……言ってたかもしれないけど」

　まったく聞いてなかった。だって、あのときはアルコールを口に運ぶのが使命だったのだ。

　祥子は呆れたように溜め息をついて、すぐに大きな瞳を輝かせた。

「あんな、とびきりキレイな男、久しぶりに見たんだけど！」

　彰俊の話で影を落としていた色はすっかり消え去っている。

　とりあえず、祥子に知り合った経緯をサクッと話す。内容なんて薄っぺらい。一度会っただけだし、祥子に報告するほどのこともなかったから。

「それで、その中の誰かとなにか進展はあったの？」

　祥子の質問は的確だ。

「なにもない、こともないような、あるような」

「どういうこと？」

　歯切れの悪い私に祥子はもちろん食いつく。

「日曜日、関谷って人と動物園に行ってラーメン食べて帰った」

「なにそれ、デートしたってこと？」

　まあ、そうなんだけど……。その甘い響きはやめてほしい。

「それを早く言いなさいよ！　で、キスくらいはしたの？」

「キ、キスって！」

「動揺確認。したのね」

　名探偵・祥子だ。あれは犬に噛まれたの！

　ブンブンと首を横に振っても、祥子は感嘆のような溜め息をつく。

「すごいじゃない、その人。今どき珍しい肉食系だわ。新橋さんも含めて紹介しなさいよ。絶対、必ず、確実に、スピーディーに！」

　どこの消費者金融のキャッチフレーズだと言いたくなるような言葉を並べて、祥子はビシッと指先を向けてから「仕事に遅れるわ」と颯さっ爽そうと歩いていった。相変わらず嵐みたいな子だ。

　残された私は、力なく肩を落とした。




　午後からは新しいデザインの打ち合わせと、会議で使う書類の作成に追われた。

「限定枚数でメンズの下着を出すわよ」

　ミーティングルームで、社長は息巻いた。新人も私たちベテラン社員もみんな個々にデザインを考えて提出する予定だ。

　最終的にインターネットのアンケート調査で決めるらしい。ウチのブランドは割と人気があって、アクセス数も高いから反響は期待できる。

「がんばりまぁす」と甘い声を上げて、小倉さんがはしゃいでいた。




　ミーティングが終わって、マチちゃんと一緒に休憩室でコーヒーを飲む。

「ほんっと、鼻につきますよね」

　マチちゃんは大きく息を吐いて声を荒げた。

「同期でしょ。仲よくしなさいよ」

　私はやれやれと苦笑で返す。

「男性社員がいるわけでもないのに、あの色目はなんなんですかね!!」

　マチちゃんと小倉さんは仲が悪い。タイプも違うし、基本的に合わないんだろう。

「気を抜いてないんだから、すごいじゃない」

　ウチの会社は、男性といえば用務員のおじさんくらいだ。

「あの語尾のゆるんだ甘ったるい声がイヤなんですよ」

　マチちゃんは膨れっ面で話す。入社したときから苦手だったらしい。

　以前開いた合コンで、マチちゃんの友達が狙っていた子を小倉さんがあの雰囲気で落としたらしく、それ以来、敵対心を大幅に増幅させて、今では犬猿の仲だ。

　自分のことじゃないのに熱くなる性格は、見ていてつい笑みがこぼれてくる。

　結局、小倉さんもマチちゃんも素直なんだよね。自分の気持ちに正直でいられるふたりは、気を許せばいいコンビになれそうだけど。

「絶対にいつか問題起こしますよ、アイツ」

　マチちゃんがうんうんと頭を振っている。

「なにそれ。不吉だわ」

「そんなことよりっ！　どうだったんですか！」

　マチちゃんがダンッとテーブルにマグカップを置いて、その勢いでコーヒーが大きく揺れた。

「なにが」

「関谷さんですよっ」

　午前中の話は中途半端に終わってしまったから、その続きなのかな。忘れていたのに勘弁して。

「マチちゃん、いらない気を遣ってもらってありがとう」

　ニコリとイヤミを込めて笑ったのに、マチちゃんは「いえいえー」なんてテンションを上げてスルーした。

「はあぁ、いいですよねー、関谷さん。『紗織さんのだらけた休日にぜひ花を添えてください』って言ったら、『は？』ですって！　あの余裕のある無愛想ぶりが最高です」

　なにが最高なのか、さっぱり分からない。

「きちんと『紗織さんは奥手なので待つタイプなんです』って言っておきましたから」

　グッと親指を立てるマチちゃんに、溜め息が落ちた。

「彼が来ること、先に教えておいてほしかった」とマチちゃんに言ったところで、「そのほうが刺激的でしょ。エヘッ」と笑う。

　まったくもう、能天気なんだから。

「……そういえばあなたこそ、澤田さんとはどうなったの？」

　祥子が紹介しろと言った以上、強制的なのは分かっている。新橋さんの連絡先は関谷さんに聞けば早いんだろうけど、できれば今は距離を取っておきたい。あわよくばマチちゃん経由で、澤田さんに教えてもらおうかな……。

「どーもないですよ。連絡先も知りませんもん」

　マチちゃんはあっけらかんとした口調で言う。

「そうなの!?」

　つい驚いた口調になる。

「あんなもん、一夜限りですよ」

　あっさりした言葉に開いた口が塞がらない。

「好き、なんじゃないの？」

「紗織さん、なにかわいいこと言ってるんですか。あんな甘い言葉をサラッと言う男に本気になっちゃダメですよ」

　どんな甘い言葉なのか、見当もつかないけど。

「そ、そう」

「あれは相当遊んでますね。ヤっちゃったのは確かに軽い判断でしたけど、気持ちよかったんでいいです」

　マチちゃんの口から出る卑猥な言葉に思わず耳を疑う。

　私なんて関谷さんの言葉やキスひとつで体内温度を変えられているのに。

「甘い言葉に乗せられても、本気にはしません。私のポリシーです！」と、マチちゃんは胸を張って言い切った。

　若いのにドライだ。そんなものなのかな……。

　ふと、関谷さんの言葉は甘い部類に入るの？と、砕けた笑顔を思い出し、なに考えてんだ、と慌てて打ち消した。




　それから何事もなく二週間ほどが経ったある日。

　デザインも進まないまま部屋で古いカタログを眺めていると、マナーにしていた携帯電話が振動した。

【もちろん、連絡取ったんでしょうね？　今度の日曜は空いてるから】

　祥子からのメールに力が抜ける。どこまでもマイウェイな祥子が、ある意味うらやましい。

　私と新橋さんの接点なんてない。唯一、あるとしたら、不本意にも関谷さんただひとり。名刺裏の電話番号が、ものすごい存在感を放っている。

　うぅ……もうイヤだ。

　カタログを閉じて、まとめられてない髪をガシガシと掻く。デザインは浮かんできそうにないし、祥子は強引だし。

　グシャグシャになった名刺と携帯を睨めっこしては放り投げる。やっと番号を打ち込んでも、受話器の上がったのんきなイラストのボタンを押せないでいる。

　なんで、こんなに緊張しなくちゃならないの。電話をかけるだけなのに。

　目を瞑つむって大きく深呼吸する。それから、覚悟を決めて勢いよく発信ボタンを押した。

《……はい》

　短い電子音の後に、低い声が聞こえた。

「……高見です」

《…………》

　返ってきたのは沈黙。もしかして誰か分からないのかもしれない。

「この間はありがとうございました」

　なにが『ありがとう』なのか分からないけど。

《ああ。なに？》

　無機質な機械越しだと、どんなにいい声でも、不機嫌な関谷さんが思い浮かんで、やっぱやめときゃよかったと、後悔が新幹線のように駆け抜ける。

　さっさとこの痛々しい会話を終えるしかない。

「あの、新橋さんと同じ会社ですよね？」

《多空？》

「あ、はい」

　すると間を置いて、一瞬沈黙が落ちる。

《本当、話聞いてねーのな》

「え？」

《俺と多空は職場も違えば職種も違う》

「そうなんですか？」

　本当に聞いてなかった。

《……まあ、お前、酒飲むのに夢中だったからな》

　その通りすぎて、なにも言えない。

《多空がどうした？》

「ちょっと連絡取りたいんですけど」

《……は？　なんで》

　ワンテンポ置いた関谷さんの不機嫌そうな低い声に一瞬怯むけど、「用事があるから」と素直に言う。

《は？　だからなに？》

「いや、だから……」

　冷たい空気と沈黙に、なぜか体がカチコチになる。いつの間にか正座だ。

　……なんで私がここでオドオドしなきゃいけないの。

　沈黙が長く感じられて、居心地の悪い空気に息をするのさえ忘れそうになる。

《……お前な》

　先に口を開いたのは関谷さん。

「なんですか」

　そっけない返事を返しながらも、終わった沈黙に内心ホッとしていた。

《……ま、いいわ。一度しか言わねーぞ》

　関谷さんはフゥと短い溜め息をついた後、数字の羅列を乱暴に言い放った。

　忘れないよう、近くにあったメモ帳に急いで書き留める。

《じゃあな》

　私の返事も待たずに《ツーツー》と鳴る電子音。

　もちろん、その数字が新橋さんの携帯番号を表すというのは分かるけど、言葉が足りなさすぎる。

　不機嫌な声がまだ耳元に残って、悪いことをした気分になってしまう。

　電話番号を聞いただけなのに……。

　モヤモヤと意味不明な後悔が湧き上がって、今度は新橋さんの携帯番号らしきものと睨めっこする。

　なにも考えなかったけど、最近知り合ったばかりの私が勝手に番号を知ったらイヤなんじゃないの？　というか電話したところで、なんて言えばいいの？　ねぇ祥子さん、私に橋渡しなんていう、高度なテクニックが本当にできると思っているの？

　今日は木曜日。問題の日曜日まであと三日。

　……明日にしよう。

　結局、関谷さんとの電話で一気に精神力を消耗した私は、フラフラしながら疲れた体をベッドに投げ出した。




　連絡を取るなんて煩わしいことをしなくてよくなったのは、金曜日の昼。

　ランチをとるのに、この前祥子と行ったカフェへ足を運んだ。

「高見さん？　よく会うね」

　適当に雑誌を選ぶ私の背中に聞こえたのは、聞き覚えのある爽やかな声。そっと後ろを振り返ると、相変わらず光る笑顔の王子、新橋さんが立っていた。

「あれー？　高見さんだー」

　久しぶりに見る澤田さんも一緒だった。

『ご一緒に』という雰囲気に呑のまれて、テーブル席に向かい合わせに座る。目の前には美形の男ふたり。会社の誰かには会いたくない、絶対。

「ここ、よく来るの？」

　新橋さんがメニューを私に差し出しながら聞いた。

「ええ。ときどき、ですけど」

　私は曖昧に答えたまま、行き場のない指先を眼鏡に添えた。

「こんな美人さんとランチなんて贅ぜい沢たくだなー」

　澤田さんは楽しそうに笑う。

　軽い口調に、サラリと出る社交辞令。目が合えば、ピースサインを額の上で投げてウインクを飛ばす。安定のチャラさだ。

「そういえば、マチちゃんは元気？」

　澤田さんは汗をかいたグラスをおしぼりでふき取りながら、まったく何事もなかったかのようにその名前を出す。

「ええ。相変わらず、です」

「マチちゃん、携帯番号も教えてくれないんだよー、ひどいよね？　寂しいー」

　澤田さんは〝寂しい〟なんて雰囲気は欠片も出さずに嘘っぽく声を落とした。

　その発砲スチロールみたいな軽さに真実はあるの？

　だけど、おかげで『携帯番号』というワードを出しやすい状況になった。

「新橋さん。実は先日、関谷さんに、新橋さんの連絡先を勝手に教えてもらったんです。許可も取らずにすみません」

「ああ、その後かな？　司から連絡あって聞いたからかまわないよ。電話待ってたんだけど」

　新橋さんは気にした様子もなくニコニコしている。できた人だな。

　それにしても関谷さん、一応言ってくれたの？

　不機嫌な声を思い出して、面倒かけたな、といたたまれない気持ちになる。

「え？　番号？　俺にも教えてー」

　反応したのは澤田さん。語尾にハートマークが浮かんだような気がする。

「イヤです。それで用件なんですが、今度の日曜日空いてますか？　この前私と一緒にいた女性がぜひ新橋さんとお話をさせていただきたいみたいなのですが。連絡先を聞いたのはこれをお聞きしたかったんです。用件は今伝えましたので、携帯番号は消したほうがいいですよね。勝手に教えてもらって本当に申し訳ありません」

　言いたいことだけ一気に並べ立て、主旨をしっかり伝えたことに満足した私は、ポカンとするふたりに気づくのが遅れた。

「ふっ、はは！　高見さんっておもしろいねー」

　先に笑い出したのは澤田さん。新橋さんも手で顔を隠して笑い出す。

「あはははは。で、なにか、おかしなこと言いましたか？」

　一応、作り笑いを添えてみたけど、ものすごく下手くそだった。

「俺に番号教えるの即拒否だし！　へこむわー！　それに口調が義務的！　取引先の人と話してるみたいだよ」

　澤田さんはまだ笑いながら新橋さんに、「なぁ？」と同意を求める。

「高見さんは真面目なんだね」

　新橋さんは相変わらずの爽やか笑顔。

　真面目？　最大級の賛辞をありがとう。

「残念なくらい下心を感じられないね」

　人懐っこい笑顔の澤田さんに、なんで下心を匂わさなければならないのかと聞きたくなる。こういうところがかわいくないんだろう。




　帰る間際に、新橋さんが私の耳元に屈んで、「僕の携帯番号、消さなくていいから、高見さんの番号を教えてもらっていい？」と小さく呟いた。

　長い睫毛を掴めそうな距離に思わず体を引く。

「え？」

「日曜は大丈夫。また連絡するから」

　新橋さんはそう言って、「多空～？」と気だるい声を出す澤田さんに眉を上げて苦笑すると、私に向かって人差し指を口元に立てた。

　澤田さんには聞こえないように？

　新橋さんの小声に賛同して、私は携帯に入れた新橋さんの番号に、履歴だけを残すコールを急いでかけた。




　その日の夜、早速、新橋さんから着信があった。

《実は日曜日の夜、取引先の会社の創立記念パーティに呼ばれているんだけど一緒にどうかな？　パートナー同伴なんだ》

　関係ない祥子が参加していいものなのかな？

「かまわないんですか？」

《うん。むしろ来てくれると助かる》

　パートナー同伴って、もしかしてもう誰かいたんじゃないかな。新橋さんだし。

《実は一緒に行く人を探してたんだ。引き受けてくれたら嬉しいんだけど》

　新橋さんは私の思考を読み取ったかのようにそう付け加えた。

　まあ、祥子なら大丈夫かな。コンパニオンのバイトなんかもしていたし。

「伝えておきます」

　すると、私の返事に一瞬間をあける新橋さん。

《……よかったら、高見さんも一緒に来てほしいな》

「え？」

　いや、普通に無理でしょう。というか、女性をふたり連れていくなんて、やっぱり王子は違う……って、もしや祥子がプリンセスで、私は付き人的ポジションなの？

　わずかな沈黙の間に、祥子のドレスの裾すそを持ち上げる召使い役の自分まで想像してしまった。

《気軽なパーティだから、顔だけ出してすぐに抜ければいいよ》

　新橋さんは、『取引先』という言葉が重くならないように気遣ったんだろうけど、問題はそこじゃない。どう考えても、私は邪魔者だ。

「いえ、遠慮します」

　はっきり言ったのと同じタイミングで、受話器の向こうから《ガシャン》と高い音がした。

《……え？　なに？　ごめん聞こえなかった。あ、司も来るから、心配しなくていいよ》

　関谷さん!?　イヤな予感がする。断じて断らなければ。

「服も持ってないですし、無理です」

《日曜日、約束取りつけないと高見さんが困るんじゃない？》

　新橋さんが微笑んでいるのが分かる。祥子の性格を知らないはずなのに、その鋭い考察に顔が引きつりそうになった。

《僕も高見さんが来ないと困る。つまらないから》

「は？」

《服装ね、大丈夫。司に言っとく》

「え？」

《じゃあ日曜日、十八時に『セントラルホテル』のロビーで》

「な、ちょっと、私、行くつもりな……」

　最後まで言い終える前に電話は切れた。

　関谷さんにしても新橋さんにしても、一方的な通話しかできないの？

　携帯をソファに放り投げ、ムカムカする気分を紛らわすためにコーヒーを淹いれて一息つくと、祥子に電話をかけた。

《もちろん、行くわよ！　紗織も一緒なら心強いわ》

「私は行かない」

《なに言ってんの？　関谷さんって人も来るんでしょ？　ちょうどペアになるんだから問題ないじゃない》

　問題だらけだよ、祥子。

「なんで私が関谷さんと？　勘弁してよ。新橋さんに連絡取るのだっていろいろ難しかったのに、パーティ？　無理無理」

《ぐだぐだ言わないの。あんたが行かなかったら、その関谷さんは恥かくんじゃない？はっきり断ってないんでしょう？　それに、私は関谷さんも新橋さんも紹介してって言ったわよね？　とにかく日曜、十時くらいにそっちに行くから。美容室は予約しておくわ》

　……ぐだぐだ？　言いたくもなる。確かに関谷さんも紹介しろと言っていたけど、もうそこはよくない？　私はいいつもりだったよ！

《創立記念って言ったっけ？　ドレスコードは？　ああ、その会社の名前教えて》

「聞いてない。取引先、としか言わなかったし」

《じゃあ、今すぐ聞いて。大事なことだから。いや、いいわ。セントラルホテルね？　知り合いがいるから聞いておくわ》

　祥子の行動力と機転はすごい。私はレセプションパーティに呼ばれたことはあるけど、毎回パンツスーツだからドレスコードなんて気にしたことがなかった。

　電話を切って、短い溜め息を吐きながらカップに口をつける。

　なに、この展開。間違いなく私はそのパーティとやらに出席するんだろう。

　湯気で眼鏡が曇り、視界がぼやける。

　それはまるで、これからの予想できない展開を示唆しているようにも思えた。




「あんた、何着パンツスーツ持ってんのよ！　ドレスが一枚もないじゃない！」

　祥子は遠慮なしに私のクローゼットを物色した後、呆れた声を出した。

　一枚はあるはずなんだけど、実家に置いてきたかな。

「ドレスなんて、着る用事もないもの」

　薄めのコーヒーを手に、ソファに腰を下ろす。

　目覚めの悪い日曜の朝、時間は十時を少し過ぎている。

「いくつになっても女はドレスを着るものなのよ！」

　なぜこんなに怒られているの。なんか理不尽だ。

「スーツでいいでしょ」

「パーティよ！　イベントってのはね、いつもと違うギャップを感じさせて男の心を掴むためにあるのよ」

　いや、違う。絶対に違う。

「とにかく買いに行くわよ」と祥子が私を引っぱり、私は行くものかと踏んばって、ふたりで綱引きをしているとき、マナーモードにしていた携帯がブーンブーンと鳴った。私のだ。

　急に手を離したせいで祥子は見事にこけて文句を言っていたけど、気にしない。

《起きてるか？　出かけるぞ》

　……電話なんか取るんじゃなかった。

　低い声の主は関谷さんだった。祥子は目を細めて私を見ている。

「無理です！　今、友達来てますし！」

《友達？　今日一緒のヤツか？》

「そうですけど」

《ちょうどいい。ふたりで来い》

　どういうこと？

　携帯を離して祥子に説明したら、「ちょっと代わりなさい」と私の手から携帯を取り上げる。

「関谷さん、松前祥子です。今夜はよろしく。……ええ。いえ、私はかまいません、間に合ってますから。紗織はぜひぜひお願いします。そうそう、頭が固いのでうまく丸め込んでくださいね。あ、サロンのほうはもう予約してるので二時までには返してくださる？　……分かりました。それではまた」

　デコレーションされた指先で祥子は携帯を器用に操作し、通話を終えた。

「しょ、祥子？」

「さて、と」

　祥子はうーんと体を伸ばして、いそいそとバッグを手に取り玄関に向かう。

　ちょっと待って。なに急に帰り支度してるの？

「ねえ！　なんだったわけ？」

「紗織、あんたの焦るところを見るのも楽しいんだけど、今はいいわ。後のお楽しみにしとく。今から関谷さんが迎えに来るから、さっさと着替えて準備しなさいね」

「へっ？」

　祥子はポンッと私の肩を叩いて、それからチュッと掌からキスを投げると、ヒラヒラと手を振って出ていった。

　残された私は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　どうしてみんな〝説明〟という、ごく基本的なことをしてくれないんだろうか。

　……関谷さんがここに来る？　なんのために？




　私の困惑をよそに、数十分後、祥子の宣言通り関谷さんは現れた。

「時間ないから、さっさと行くぞ」

「どこに？」

「服屋」

「は？　なんでですか？」

「シンデレラだよ。俺は魔法使い」

　なんてメルヘンなことをサラリと言うのか。

　ふと、新橋さんが『関谷に言っとく』と言っていたことを思い出す。

『服も持ってない』なんて余計なことを口走った自分に頭を抱えたくなった。




　渋々ながらも関谷さんに連れられてきた場所は、大通りにあるセレクトショップだった。

　オフホワイトで統一された店内。中心部に吊つるされたペンダントライトの下に、ゆったりしたソファとテーブルが置かれていて、それを囲むように洋服がディスプレイされている。アクセサリーやバッグはショーケースにインテリアのように飾られている、おしゃれな店。

「いらっしゃいませ、関谷様。お待ちしておりました」

　パーフェクトな笑顔できっちり三十度お辞儀をする美人な店員さんにつられて、頭を下げてしまう。

　女性服の店なのに、関谷さんは手慣れたように店員さんになにかを言っている。

　関谷さん、何者なのよ。

　店内を見渡せば、妙にテカテカした薄紫のドレスが目に入って、値札に印字された数字をなんとなく眺めた。

　……ゼロが多い。いち、じゅう、ひゃく……一着二十万！　このテカテカが!?

「気に入ったのがあったのか？　それ？」

　いつの間に近づいたのか、関谷さんが後ろから、私が見ていたドレスと私の顔を交互に眺めた。

「似合わない。それはやめろ」

「言われなくても買いません！」

　というか買えません。

「関谷様、お嬢様。こちらをご覧ください」

　ニコニコした店員さんが、ソファのサイドにワンピースやカクテルドレスを何着か並べて「どうぞ」と促す。

「お嬢様は足がとてもキレイですから、このようなスリットの入ったタイプもきっと似合いますよ」

　縫い忘れたのかと目を疑いたくなるような、際どいラインのロングドレス。

　絶対無理。というか、さっきから『お嬢様』って。アラサーだよ、私。

「あれ。その白いの、それ取って」

　まるで自分の家みたいにソファにどかりと座り込んだ関谷さんは、指先で店員さんに指示を出す。

　何様ですか。

　店員さんが持ってきたそれは、白地に発色の美しい青い花が大胆に描かれていて、目を引く。ウエストラインがリボンで結ばれたようになったデザインで、袖そでは短いフレアスリーブになっている。体のラインがキレイに出そうな、上品で知的なカクテルドレスだった。

「かわいい」

　似合う似合わないは別として、こんな清せい楚そで華やかなドレスを着れば誰だってかわいくなれそうで、つい見とれてしまった。

「着てみろよ」

　関谷さんは相変わらずリラックスした様子で「試着室に案内して」と店員さんに話しかける。

　似合うはずないじゃない。からかってるの？

　とはいえ、ここで関谷さんと押し問答をする勇気はさすがにない。無理、無理と必死で頭を振ってみせても、彼はどこ吹く風でヒラヒラと手を振った。

「こちらです」と店員さんに案内され、もうどうにでもなれと、『フィッティングルーム』と書かれた個室へおとなしく向かう。

「よろしければファスナーを上げますのでお呼びください」と丁寧に頭を下げられ、ドアがガシャリと閉まった。

　その音とともに覚悟が決まる。入らなかったら恥ずかしいと思いながら袖を通すと、意外にも体にぴったりだった。

「あの、すいません」

「よろしいですか？　では失礼します」

　ドアのすぐ傍に控えていたらしい店員さんが笑顔を添えて後ろに立ち、ゆっくりとファスナーを上げてくれる。

「まあ、素敵なランジェリーですね」

　感嘆したように店員さんが小さく呟いて、一気に照れてしまった。

　店員さんはファスナーを上げ終えると、全体のラインを整えてくれた。

「とてもお似合いです」

　笑顔を向けられ、鏡に映る自分を恐る恐る見つめた。

　体のラインに沿ったドレスは上品で、やっぱり大胆な青い花に目を奪われる。化粧っ気のない私のままなのに、まるで自分じゃない誰かがいるようで気分が高揚した。

　ああ、私って本当に単純だ。

「さ、お披露目しましょう」

「え？」と顔を上げると、店員さんは「こんなに素敵なのに私だけ独占したら怒られますわ」と、フフと微笑んで手を引く。

　なすがままに関谷さんの元へ戻って顔を見た途端、恥ずかしさに俯うつむいてしまった。

　笑われたらどうしよう。『似合わない』とまた一蹴されるだろうか。

　そんなことをグルグルと考えていたのに、関谷さんは、「やっぱり似合う」とまぶしそうに目を細めて笑った。

　その嘘のない笑みが居心地悪くて、目を逸らしてしまう。

「女ったらし」と小さく悪態をついた。

「じゃあこれで。あとはこれに合う靴とバッグを見繕って」

「承りました」

　その言葉に弾かれたように顔を上げると、関谷さんは『なに？』みたいな顔で首を傾げる。

「関谷さん、私その……」

　このドレスだけで持ち合わせは吹き飛んでしまう。靴とバッグもだなんて、とてもじゃないけど買えない。でも、買えないとはなかなか言えない雰囲気だ。

　とりあえず着ていたドレスを急いで脱いで関谷さんのところへ戻れば、彼はカードを店員さんに渡しているところだった。

「関谷さん！」

　つい大きな声が出てしまう。

「なにしてるんですか？」

　関谷さんのシャツを引っぱって小声でイラついた声を出すと、彼はあっけらかんと「支払い」と言う。

「見たら分かるから！　なんでってことですよ！」

「お前こそ、なに言ってんの？　今日は多空に無理やり呼ばれたんだろ？　これを選んだのも俺が無理やりにだから気にするな」

「気にしますよ！」

　ぐいっと関谷さんの腕を引っぱると、困ったように笑って私の腕を掴んだ。

「じゃあ、仕事と思えば？　多空のことだからパートナー同伴とでも言ったんだろ。嘘だよ、それ。別に同伴でも問題ないけど。前に言ったろ？　多空と一緒にいると女が寄ってくるんだよ。俺ひとりでも、もちろん。だから女連れていけば、虫除けにもなるしな」

　虫除け、って……。自信過剰な言葉も納得できる容姿だから悔しい。

「だから、今日のは依頼。で、これは報酬だと思えよ」

「私、なんでも屋じゃないんだけど」

「だろうな」

「それに、あなたなら私じゃなくても付いてきてくれる子、いくらでもいるでしょう」

　どこからどう見てもモテる男なのだ。雰囲気イケメンとは違う、正真正銘の美形。

「ああ。だけど俺はお前がいいんだよ」

　な、なんで……。

　真っ直ぐに見つめる黒い瞳に言葉が詰まる。

「やっと電話してきたと思ったら、他の男の話をするような無神経な女がいい。媚びてくる女より数倍マシ。分かる？」

「あれは、いや、うん。でも……」

　確かに無神経だったかもしれないと、今さらながら思う。それでも関谷さんがなにを考えているのか分からなくて、逸らさない瞳にドギマギしてしまう。

「今日は恋人になれ」

　その言葉は、単に今日だけのためであっても、私の心を揺らすには充分だった。




　十二時過ぎには店を出て、「飯でも食うか」と言われたけれど、この一連のドレス選びで私の気力は底をついてしまった。これ以上関谷さんと一緒にいられる余裕はなくて、食事は断り、そのまま送ってもらう。

「今日はありがとうございました」と渋々お礼を言えば、「まだ終わってない」と笑われた。

　結局、バッグと靴はなんとか断ってドレスだけ買った。

　車を降りる際にも、お金は返すと念を押したけど、「ごちゃごちゃ言うな。お前、あげたもん戻されるって、どんだけ失礼か分かってる？」と面倒くさそうにあしらわれた。

　そうはいっても、諭吉さんが何枚も出ていったのに気軽にもらえるものじゃない。

　大体、こんな高級なドレスをポンと買える関谷さんは、いったい何者なの？

　とはいえ、ここで押し問答を繰り広げていても埒らちが明かないから、とりあえず話を切り上げて関谷さんの車を見送った。

　関谷さんはきっと、自分に媚びを売らないから私に興味を持っているんだと思う。『絶対好きになんかならない』と言った私が珍しいだけだ。

　気まぐれなキスも、不意打ちな言葉も、関谷さんにとっては挨拶するくらい簡単なことで、いちいち動揺する私がおもしろいだけなのだ、と言い聞かせる。

　だって、分からない。どう見ても誰もが振り向くあんな美形が、私に特別な感情を持つはずがない。

　部屋に戻り、冷蔵庫にあったサンドイッチをかじって冷たいお茶を飲む。それから祥子に電話をかけた。

　靴とバッグは祥子に借してもらおう。

《え？　終わったの？　早かったじゃない。じゃあ、そっち行くわね》

　車を持っている祥子はフットワークが軽い。ありがたいことに、ウチまで来てくれるらしい。




　二十分ほど待って、祥子が「ハロー！」とテンション高くやってきた。

「どうだった？　適当に持ってきたけど合うかしら。それで？　どんなのにした？」

　紙袋を覗いて、祥子は「いいじゃなーい」とはしゃいでいる。

「私も買ってもらえばよかったかなー」なんてシャアシャアと言ってのける祥子に、「お金は必ず返すし」と語気を強めれば、「丸め込まれてないじゃない。関谷さんもまだまだね」と笑っていた。

　それから祥子の予約したサロンに連れていかれたのだけれど、普通の美容室かと思っていたらトータルビューティーサロンと呼ばれるらしい店で、あまりの至れり尽くせりぶりに目が白黒した。

　頭皮マッサージに始まり、リンパフェイシャルからネイルケアまで。正直、ここまでする必要があるのか、さっぱり分からない。

「お任せします」と言えば手際よく髪がまとまっていき、「腰のあるいい髪ですね」と笑顔を向けられれば、太くて固いこの髪にもそんな褒め言葉があったのかと感心させられる。

「自分を磨くってのはね、時間もお金もたくさん必要なのよ」

　隣のイスに座る祥子が満足げに笑った。

「誰かに見られてる、っていうのを常に意識してないと腐るじゃない。キレイでいないとモチベーションが上がんないでしょ」

　祥子の言葉は妙に説得力がある。勉強、仕事、友情だとか、そんなのにはあっさりすぎるほどドライなのに。

　誰かの視線を意識する。『男を作りなさい』と言った社長の言葉の核心もそこにあることは分かっているけど、私の乏しい恋愛経験値ではそう簡単にはいかない。

　サロンを出ると、祥子が「あ！」と声を上げた。

「まさか眼鏡で行く気？　あんたコンタクト持ってたでしょ」

「イヤなのよ。コンタクトは疲れるから」

「ダメよ。今日は眼鏡外しなさい。いつもは野や暮ぼったいあんたも、心配しなくても今日はキレイだから！　もっと自分を知るべきよ」

　祥子の笑顔に押されて、眼鏡をコンタクトに変えた。

『野暮ったい』は余計だけど……。そうね、白いドレスを着た私に思わず見とれてしまった感覚と、初めて買ってもらったランジェリーをつけたときの感覚は似ている。自分が女なのだと強く思わされる。

　もしかしたら、いまだに私はあのころのまま、自分のことなんて知らないのかもしれない。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ６―　偶然の再会




　パーティ会場は、街中の一等地にあるセントラルホテル。

　祥子は、やっぱり立っているだけで目を引く。シンプルだけど鮮やかなロイヤルブルーのミドル丈のワンピースドレスは、着る人を間違いなく選ぶ服だ。同系色のアクセサリーを身につけ、キレイに巻かれた茶髪は艶やかにサイドに流していて、首筋が色っぽい。

　私の装飾品は成人式のときに買ってもらったパールのネックレスだけで、ゴールドのハイヒールとクラッチバッグは、祥子が持ってきた中で選んでくれた。

　いつもと違う自分に落ち着かなくて、つい眼鏡を触る素振りをしてしまう。緊張しているのだと気づいて、苦笑いした。

　ホテルのロビーのソファに腰をかけて、新橋さんと関谷さんを待つ。

　こんな格好じゃ浮くんじゃないの？と思っていたけど、似たような格好の男女が何人も目の前を通っていく。

　エントランスに出されたボードには『立たち花ばな不ふ動どう産さん創立記念パーティ』と書かれてあった。それが新橋さんの言っていた取引先だろう。

　それにしても、『気軽なパーティだから』と言った新橋さんの意見には賛同しがたい。コーヒー一杯千二百円もするようなところで、『気軽』なんて間違えてる。

「あ、来たんじゃない？」

　祥子の声がわずかに上がった。

　視線を辿たどって振り向くと、自動ドアの豪華な入り口には、確かに目を引くふたり組。スーツ姿なんて見慣れているはずなのに、ドキッとしてしまう。

　柔らかな茶色の髪と真っ黒な髪が対照的で、新橋さんよりも関谷さんのほうが身長が高いけれど、どちらも劣らずモデル体型。

　新橋さんはダークトーンの正統派スーツ。ライトグレーの細いネクタイはスタイリッシュで、相変わらず王子様を具体化したような優雅さがある。

　横に立つ関谷さんは寝グセも無精ヒゲもなくて、知らない人みたいだと思う。ウエストがシェイプされたダークグレーのスリーピースに紺のストライプのネクタイ。細見のスーツをあっさり着こなす洗練されたスタイルは、雑誌からそのまま抜け出してきたようだ。

　先に私たちに気づいたのは新橋さんで、会釈を合図にソファから立ち上がる。

　爽やかな笑顔で近づいてきた新橋さんは、「待たせて、ごめんなさい」と礼儀正しく頭を下げた。

　関谷さんは無言で、相変わらずなにを考えているのか分からない。ただ、私を見つけて満足そうに口角を上げた。

「いえ、私たちが早く来すぎちゃったんです」

　祥子の声色が〝乙女モード〟にスイッチを切り替える。添えられた笑顔は清楚で華やか。

　いつ見てもこの見事な仮面の被りように感心してしまう。

「松前さん、でよろしかったですね？　今日は無理を言って申し訳ありません」

　新橋さんが上品に謝る。

「とんでもないですわ。このような機会、滅多にないですもん。私こそ図々しくお邪魔してしまって」

　ニコリと笑う祥子の対応は完璧。胸の内で拍手を送った。

「それで、そちらが……関谷さんですね？」

　祥子は視線を関谷さんに移す。関谷さんは「どうも」と軽く返して、祥子と視線を交わし合った。

　さすがに祥子もジロジロと眺めたりしないけど、静かに値踏みしているようにも見える。

　新橋さんにはそんな感じじゃなかったのに、気になることでもあるのかな。

「高見さん、ドレス、すごく似合うね。コンタクトかな？　雰囲気も全然違う」

　ふたりの様子に気を取られて口を閉ざしていた私の肩を、新橋さんがポンッと叩いた。

「冗談やめてください」

　挨拶みたいなお世辞に『ありがとう』のひとつも言えない私は本当にかわいくない。だけど、どうにも真っすぐ受け止められないのだ。

「冗談？　違うよ。すごくキレイだけど。司の趣味だね」

　新橋さんがニコニコしながら言った言葉は、なんの気なしだとしても動揺した。

『司の趣味』を纏う私は滑こっ稽けいに見えたのかもしれない。

「じゃ、行こうか」

　新橋さんの指先がエレベーターを差した。

　祥子が新橋さんの隣に立つ。となれば、私は必然的に関谷さんと一緒に歩くことになる。慣れないピンヒールに手こずりながら横に並んだ。

　関谷さんは無言で、午前中一緒にいたのが嘘だったのかとすら思えてくる。

　話すこともないけれど、この重い無言は確実にストレスになるな。

　ロビーから五階の会場までの長くもない距離。それなのに絶え間なく感じる周りの視線。前を歩く新橋さんと祥子の華のありすぎるふたりに向けられた後、関谷さんに見とれるような……。

　私だけが浮いている感覚に陥るのは仕方ない。根本的に造りが違うもの。

　別に、気にしない。今までだって祥子と一緒にいればそうだった。

　ただ……そう、ただなんとなく、隣を歩く無愛想だけどキレイな横顔に、堂々と並べる女でないことを申し訳なく思った。




　通されたのは三百人くらいが収容される広い会場で、パーティは立食形式だった。

　ざわついた場内に安あん堵どするけど、やっぱり『気軽』な感じはしない。

　豪華なシャンデリアが煌こう々こうと輝く中、私は場違いな気がして、どうしても気後れしてしまう。祥子なんて既に馴な染じんでいるのに。

　さらに、隣に立つ関谷さんの洗練されたオーラにますます萎縮してしまった。

　セレモニーが始まり、司会者の進行に合わせてまずは社長らしき人の挨拶から。ひと通りの進行が終わって、料理テーブルの前に立った。

　この際、酔ってしまおうか……なんて、そんなバカなことしないけど。

　新橋さんは『挨拶に行ってくるね』と私たちから離れた。すれ違う人に捕まっては話している様子に、新橋さんの会社でのポジションが窺える。

　仕事もできるんだろう。あの容姿で人当たりもいいなら文句のつけどころがないじゃない。

　それにしても……と、私は視線を関谷さんに移した。

　関谷さんもこの会社となにか縁があって招待されたんだろうけど、本当に何者なんだろう。

　何人もの人たちに声をかけられて相手をしている関谷さんは、硬質で冷たい空気を纏っていた。偉そうにしているわけでも、いつものように気だるい感じでもない。ただ、その他を寄せつけない圧倒的な存在感だけが際立つ。

　それに、内容まで聞いてはいないけど、みんな一様に彼に媚びて機嫌をとっているように見える。

　いつもの関谷さんじゃないみたい。……だけど、いつもの関谷さんってなに？　私は彼をなにも知らない。

　気づけばなんとなく視線を奪われていて、こちらを向いた関谷さんと視線が合った。

　そういえば、今日はまだ関谷さんと会話してないな。話しかけようと思う先から関谷さんがいろいろな人に声をかけられるから、なかなかタイミングが掴めない。

　視線を逸らして、目の前の料理を眺めた。

　ミニグラスに固められた『オマール海老のコンソメジュレ・ビシソワーズを添えて』、小皿に分けられた『真鯛のポワレ・プロヴァンス風』など、説明書きされた繊細なメニューが並んでいる。

　それにしても、フランス料理って、本当に用語が難しい。こうして実物を目にしなければ、名前だけではどんな料理か想像もつかない。

「難しい顔して、どうしたんだ」

　不意に声をかけられて反射的に振り返れば、関谷さんがいつもの気だるい雰囲気でこちらを眺めていた。

「料理名が気になって」

　苦笑すると、関谷さんがテーブルに近づく。そしてオマール海老の料理を手にとり、スプーンですくって口に入れた。

「ああ、フランス語を日本語で表記するとやたら長くなるよな。これなんか、コンソメゼリーでいいだろ」

「……なんだか惹かれる要素がなくなりますね」

　呆れて言うと、関谷さんが眉を上げた。

「そうか？　ま、味は見た目ほどシンプルでもない。好みはあるだろうが、ヴィシソワーズが絶妙に絡んでクセになる」

「へぇ」

　なんだかおいしそう。

　手を伸ばそうとすると、関谷さんがプッと笑った。見上げれば、口元を緩ませている。

「なんですか？」

「いや、お前みたいな料理だな、と思って」

　私みたいな?　見た目、かな？

　白と黄金色で二層になったグラスのジュレ。それはまるで……ビールみたいだった。

　そんなにお酒を飲んでいるイメージがついてるのかな。

「ビールに見えますね」

　ポツリと呟くと、関谷さんが眉を寄せる。

「……そうきたか」

　ハァと肩で息をして、関谷さんは頭を振った。

「違うんですか？」

　もう一度グラスを眺めたけれど、よく分からず、首を傾げた。

　……まぁ、いっか。特に意味はないだろうし。

　早々に思考を放棄してジュレをとった私に、関谷さんが苦笑する。

「ったく、鈍いヤツ」

　鈍い？　鈍くはないつもりだけど。

「関谷さんは恋人はいらっしゃらないのでしょ？」

　不意に聞こえた声は祥子。さっきまで姿が見えなかったけれど、いつの間にか隣に立っている。

「今日限定でいますけどね」

　艶やかに笑う関谷さん。流し目で私をクッと見る仕草は、またしてもエロが破けている。

『今日は恋人になれ』

　今朝、セレクトショップで言った関谷さんの言葉がアルコールのように頭の中を回って、クラクラとめまいすら覚える。

「ウチのかわいい姫をあまりいじめないでくださいね」

　祥子は釘を差すような視線を向けた。口元は確かに笑っているのに目が笑ってない。

「いじめる？　多少いじめたところで気づかない。鈍いにも程がありますよ」

　関谷さんが私に微笑んだ。皮肉の中に優しさを混ぜたような独特の笑みに、タジタジになってしまう。

　こんな人に本気でいじめられたら精神崩壊すると思う。

　だけど反論したら確実に負ける気がして、くるりと首を半回転させて祥子に完璧な作り笑いを差し出した。

「物騒な会話はやめようね」

　私の言葉に、関谷さんがプッと笑い、祥子がハァと肩で息をする。

「鈍いというより現実逃避が得意なんじゃないかしら」

「なるほど」

　関谷さんが頷く。

　なに、この生温かい空気。ものすごく居心地が悪い。

　悶えそうになったタイミングで新橋さんが戻ってきた。

「どうかした？」

　私たちの様子を見て、新橋さんは不思議そうに首を傾げる。

「いいえ、なんでもありませんわ。あ、そういえば改めて自己紹介させていただいてもかまいませんか？」

　祥子が無邪気な笑みを浮かべると、新橋さんも「もちろん」と笑顔を返した。




「……じゃ、高見さんと松前さんは高校時代からの付き合いなんだね」

　簡単にプロフィールを交換した後、新橋さんは祥子にも既に親しみやすい口調で話していた。

「ええ。新橋さんと関谷さんは？」

「僕らは大学のとき。学部は違ったけど共通の友人がいてね。そいつは今、僕と会社が同じなんだよ。澤田っていうんだけど、今出張でこの会場には残念ながら来ていなくてね。もちろん、仕事もできるし、いいヤツだよ」

　新橋さんの笑顔に、「いろいろとだらしないところはあるけどな」と関谷さんが眉を曲げる。

　祥子は「会ってみたいわ」とクスクスと笑っていた。

　あの澤田さんの目に祥子が映れば、即ロックオンされるに違いない。

　私は三人の会話を耳に入れながら、なんとなく場内を眺める。

　あ、あの料理、おいしそう。

　料理に視線を注ぎつつ、さらに広間を見渡せば、大胆に背中の開いたドレスを着た女性が目に入った。

　すっきりしたボディラインは、ビスチェタイプのバックレスブラだろう。

　肩や背中の開いたドレスに合わせるインナーは、胸だけを覆うシリコン製ブラジャーの粘着感が苦手な人や、ストラップレスに不安がある女性には、彼女のようなビスチェタイプをおすすめしたい。安定感があるし、上半身をキレイに整えられるから。体のラインに沿ったドレスなら、下はＴバックが一番キレイだと思う。

　こんな場所でまで観察をしてしまうのは、間違いなく職業病だろう。

「どうかした？」

　視線を戻した私に、新橋さんが首を傾げる。

「いえ、あちらのテーブルの料理もおいしそうだったので」

　色気より食い気を地で行く私の返事に、関谷さんが笑う。料理を見ていたのは本当だけど、ついでに下着を想像していたとはさすがに言えない。

「ちょっと行ってきます」

『行くのかよ』という目で関谷さんが私を見る。

『だから、なによ。悪い？』という思いを込めて睨み返す。

　向かい側のテーブルへ歩きながら、チラリと後ろを振り返った。

　関谷さんはずっと女性たちに注目されていたのか、隣に立っていた私が離れた瞬間、ワラワラと寄ってこられて、あっという間に囲まれていた。

　怪しげな香水でもつけてるんじゃないかと疑ってしまう。私の〝虫除け〟の効力は、少なくともあったのかもしれない。

　やっぱりモテる男だな、と実感しながら手を伸ばしたのは、『香草チキンのレモンソース添え』。

「あ」

　料理を取り分けるカトラリーを手にとろうとすると、隣の人とタイミングがかぶって、ぶつかってしまった。

「申し訳ありません」とすぐに謝って顔を上げると、相手からも「あっ、いえ」と穏やかな声が返ってきて、否応なしに目線が重なる。驚きで一瞬、私の体が固まった。

　まるで用意されていたような展開に動揺して、眼鏡の縁を探してしまう。

　ぶつかったその相手……彰俊は、情けない顔で頭を掻いていた。そして私の顔を凝視し、考えるように眉を寄せた後、「では」と感じよく頭を下げる。

　身構えたのに、無視？　ううん、あの顔はまるで誰だか分かってないみたいな……。

　知り合いに似ているけど、これ以上見つめると失礼かな、みたいな表情。彰俊は昔から分かりやすすぎる。

　少し寂しいけれど、気づかないならそれでいい。それよりも祥子は彰俊に気づいているのか、と祥子たちのほうを振り返ろうとしたとき……。

「す、すいませんっ。あの」

　緊張した声に話しかけられて、また顔を戻す。そこには、困惑した表情の彰俊がいた。

　庇ひ護ご欲よくを駆り立てる黒目の大きな瞳に、思わず『お座り』なんて言ってしまいそうになる。この瞳は高校時代からまるで変わらない。外見で変わったことといえば、スーツが似合うようになったことと、髪の色がブラウンからチャコールグレイに変わったところかな。

「……なんでしょう？」と小さく聞き返せば、「間違っていたらすいませんっ」と気持ちいいくらい頭を下げた。

「高見……紗織、さん、じゃ……」

　遠慮がちに口が開かれる。

　ハの字に曲がる眉に、悪戯心が湧き上がった。

「え？」

　首を傾げて戸惑ったような演技をしてみると、彰俊は「す、すいません」と慌てて、また深く頭を下げた。チャコールグレイの髪が揺れる。

　ついクスクスと笑ってしまった。

「そんなに謝る必要ないから。彰俊」

「い、いえ、友人に似ていたもので……って、え？」

　彰俊は自分の名前を呼ばれたことに気づき、勢いよく顔を上げた。

「覚えていてもらえてよかった」

　私は笑いをこらえながら彰俊にヒラヒラと手を振った。

「……紗織ちゃん、だよね？　やっぱり！」

　紗織ちゃん。その呼び方が懐かしくて、目を細める。彰俊は、あのころと変わらない無邪気な笑顔を向けた。

「彰俊、全然変わってないね」

　表情も雰囲気もそのままだ。

「紗織ちゃんは、変わったね！　すごくキレイじゃん！　本気で誰か分からなかったから!!」

　彰俊の言葉はストレートで、イヤミがなく明るい。

「よく言う。元気そうでよかった。彰俊はなんでここに？」

「仕事でお世話になってるんだ。紗織ちゃんは？」

「私は、付いてきただけ。正直、身の置き場所がなくて食べてばっかりよ」

　そう言うと、彰俊は「紗織ちゃん、食べるの好きだもんね」とニコニコしながら頷く。

「本当キレイになったね」とか「眼鏡は？」とか「その口調、また聞けると思わなかった」とか、純粋にこの再会を喜んでくれている。クリッとした大きな瞳は変わらず澄んだ色をしていて、軽やかな声がよく似合う。

　私が変わらない彼を鑑賞していると、彰俊は少しだけ瞳を曇らせて口を止めた。彼の言いたいことは簡単に分かった。

「祥子ちゃんは、元気？」

　寂しそうな色に変わった瞳に、彰俊は今もまだ祥子を好きなのかもしれない、と思う。

「……相変わらずよ」

　ついクセで眼鏡に手をかける仕草をしてしまう。置き場のない指先は空を切った。

「そっか、よかった」

　とても自然な微笑みに胸が疼うずく。

「今日、この会場にも来てる」

　隠しても仕方がないので、私は正直にそう言って、彰俊を見つめた。

「そっか、すごい偶然」

　彰俊は驚いた様子もなく大人びた表情で静かに呟く。その瞬間、ふと彼が結婚することを思い出す。

「ねえ、あなた結婚するの？」

　私の唐突な質問に、彰俊は一瞬だけ驚いた表情をして、すぐに笑った。

「紗織ちゃんは相変わらずストレートだね」

「返事になってないんだけど」

「うん。結婚は、すると思う」

　彰俊は真意の見えない微笑で知らない顔を作る。

「そう」

　私はそれを見届けて、口を閉ざす。

　聞いていたことだけど、どこかで信じてなかったのかもしれない。本人の口から聞いて、初めて少し動揺した。

「紗織」

　微妙な沈黙は、私の名を呼ぶ低い声で途切れた。

　振り返れば、関谷さんが不機嫌そうに立っていた。

　なんで、今、名前なんて……。今まで呼んだことないくせに。

　私の意識はそこに飛ぶ。

「あ、どうも！　紗織ちゃんと一緒にいらした方ですか？」

　彰俊は笑顔でその相手を迎える。初対面であろう彼の人懐っこい挨拶に、関谷さんはわずかに目を開いた。

「ええ。戻ってこないので心配したんです。紗織のご友人ですか？」

　なにを心配するの？と思うのに、『紗織』と呼ぶ声に動揺して声が出ない。そういえば、あの女集団からどうやって抜け出してきたんだろう。

「はい！　学生時代の同級生です。久しぶりだから、つい呼び止めちゃって。すいません。紗織ちゃんには驚かされるなあ、お似合いだねー」

　彰俊は関谷さんに頭を下げた後、清々しい瞳で大きく私に頷いた。

　確実に勘違いしてるよ。

「そうですか。邪魔をしたようで申し訳ない」

　関谷さんは彰俊にきまり悪げに苦笑した。

「いえ。僕のほうこそ」

　彰俊は慌てて首を横に振る。

「じゃあ、僕は行きます。紗織ちゃん、会えてよかった」

　私も頷いて、そのまま彰俊の背中が煌きらびやかな人たちに紛れ込むのを見送った。

　その後、なんとなく居心地が悪くて、横に立つ関谷さんを振り返れないでいる。

　子供じゃないんだから、わざわざ探してくれなくても大丈夫なのに。いや、そうじゃなくて……。

　なんて声をかけていいか分からなかったけど、体の左半分に無言の圧力を感じた気がして覚悟を決める。ゆっくり関谷さんに向かい合おうとしたとき……。

「わっ！」

　ドンッとスーツ姿の男性が私にぶつかってよろめいた。

「っと、申し訳ありません……って、え？　高見？」

　慌てて頭を下げるその人が顔を上げたとき、予想外の人物で驚いた。

　なんなの今日は。次々に現れる起爆剤に落ち着く暇もない。

「あ……ひ、久しぶり」

「うん、というか高見紗織で間違いないよね？」

　一度私の名を呼んだくせに、また聞き直す口調がわざとらしい。彰俊と正反対の、どこか人を試すような挑戦的な気配に不快感が押し寄せて、眉を寄せる。

「へー？」

　ジロジロと上から下まで値踏みするような視線を向けたこの人は、私の元彼、悟だ。

　再会を喜ぶわけない。会話を広げる気もない。

「じゃあ」と早々にこの場を去ろうとする私の手を、ジトッと汗ばんだ腕が掴んだ。

「待ってよ。なんかキレイになったじゃん？」

　ニヤニヤした表情に、なんでこんな男と付き合っていたんだろうと後悔が押し寄せる。

「俺の助言、素直に聞いたんだ？　ちょっとは変わったってこと？　俺、今フリーなんだけど、また付き合う？」

　自分勝手で失礼すぎる物言いにカァッと頭に血が上る。思わず振り上げそうになった手にグッと力を入れて我慢した。すると、私の心をクールダウンさせるかのような冷たい手に腕を掴まれ、ハッと顔を上げる。

「紗織、なにしてんの？」

　ゾクリとするくらい甘い声が耳元に落ちて、「誰、それ？」と凍りつきそうな声に瞬時に変わった。

　せ、きやさん？

「次から次へといい加減にしろよ？」

　続いて、ボソリと落ちた不機嫌な声。

　次から次へと動揺させられて、『いい加減にして』と言いたいのは私のほうなのに。

　関谷さんを見上げれば、無表情に眉を寄せていて、なんだか怒っているように見えた。

「は？　誰ですか？」

　悟が、突然登場したように見える関谷さんに怪訝な顔をした。ずっと横にいたのに気づかなかったのか、それともこんな美形と知り合いだと思わなかったのか。

「名乗る必要ないですね。人の女にちょっかい出さないでもらえますか」

　人の女って……。

「な、失礼だな。冗談ですよ」

　悟は私と関谷さんを見比べて鼻で笑った。

「あんたは今の彼氏？　コイツ、大変でしょう」

　上辺だけの親しみを込めた口調には、どこか優越感を含んだ色がある。関谷さんは温度の低い笑顔と一緒に、やれやれと溜め息を吐いた。

「紗織、目を離したのを怒っているのか？　こんな頭の悪そうなのに引っかかって」

「なんだと！　俺を誰だと思ってる！」

　元彼だ。不本意だけど。でもそんなの関谷さんには関係ないし、私もできれば関わりたくない。

「知らねーよ。目障りだ、消えろ」

　関谷さんを纏う空気が変わる。威圧する鋭い目線に、悟は怯んだように固まった。

「確かにコイツは大変だな。しっかりしてるように見えて、あんたみたいなアホウに引っかかる。コイツを変えるのは、あんたの薄っぺらそうな助言じゃねーよ。あんたじゃ無理だ」

　底冷えするような冷たい声に、悟は呆ほうけたように口を開けて立ち尽くしている。その後すぐ舌打ちをして、「クソ、覚えてろよ」と、確実に忘れられるだろうけど、お決まりのセリフを吐いて、この場を去った。

　関谷さん、悟の話が聞こえてたんだ。そりゃあ隣にいたんだから、聞こえるよね。

「おい、あれ元彼？」

　関谷さんが私を覗き込む。

「……はい」

　できれば今、私の顔は見ないでほしい。いろんな感情が渦巻いて、きっとひどい顔をしている。

　隠すように視線を逸らしたけど、関谷さんはまったく気にしない。

「お前、見る目なさすぎだろ。なに、あれ」

　呆れるように言われると、なにも反論できない。眉間を押さえて黙り込む私に、関谷さんが片方の眉だけ器用に上げる。

「言い返さないの？」

　言い返せないだけだ。

「……その通りだと」

　絞り出した消えそうな声と一緒に、私も消えてしまいたい。

「ふ、お前、本当にバカだな」

　関谷さんは私の顎を掴んで無理やり前を向かせると、まっすぐ視線を合わせる。

「前向けよ。笑え。そんな顔するな。どんな格好しても、お前はお前だ」

　私だけを映す迷いのない瞳に向き合えば、なにも言えなくなる。その言葉を単純に嬉しいと思う私がいた。

　彰俊とか悟とか一気にいろんなことが起きた頭の中は自分を見失いそうなほど揺れているのに、前を向けと言う関谷さんが、私の心を易やす々やすと繋ぎ止める。

「ありがとうございます」

　庇かばってくれたことも、私を認めてくれることも。

　素直に口に出すと、関谷さんが破顔した。

「どういたしまして。さ、行くぞ」

　関谷さんはクシャリと髪を掻いて、私の前を歩く。その背中が頼もしくて、なんの魔法だ、と思う。

　もう認めるしかないじゃない。関谷さんは女たらしで口は悪いけど、いい男だ。外見がどうとかじゃなくて。だから余計に、私なんかと似合うわけない。彰俊のアホウ。




「遅かったわね」

　祥子の声になぜか動揺してしまった。

「知り合いでもいた？」

　新橋さんが聞く。

「ええ、ちょっと」

　もしかして、あの一連の出来事を見られてた？

　だけど新橋さんは「そう」と言ったきりだったし、祥子は彰俊に気づいてなかったのだと自己完結させた。

　誰だったかなんて、多分、伝える必要ない。

　関谷さんの視線が気になったけど、目は合わせなかった。いろいろ複雑なの、と釈明したくなる。

「そろそろ出ようか」と言った新橋さんに、拒む理由はなく賛同すると、「挨拶をしてくるね」と新橋さんはその場を離れた。

　会場を見渡せば、彰俊も悟も、もう私の目に入ることはなかった。




「待たせてごめんね」

　間もなく新橋さんは戻ってきて、祥子の隣に立つ。

　微笑む姿はやっぱりキレイな男の人。これから先、もしも祥子と発展することがあるなら、きっと彰俊とまったく違う愛し方をするんだろう。

「……行くぞ」

　過った感傷に浸る間もなく、低い声が耳元に響く。関谷さんは慣れた動作で私の手を取った。

　扉に向かう前にやっぱり少しだけ振り返る。

　しかし、彰俊が真っ直ぐに追いかけてきて『祥子ちゃん、待って』なんて手を引くドラマチックな展開はないのだ、と苦笑する。甘ったるい幻想を抱く自分が面おも映はゆい。

　ふと天井を見上げれば、来たときと変わらぬ場所でシャンデリアがキラキラと輝いている。初めはまぶしくてキレイだと思ったのに、今はただその煌びやかさが寂しかった。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ７―　強がりなんだよ




　ドレスには合わなくても、いつも履くローヒールのパンプスにするべきだったのかも……。慣れないピンヒールに躓つまずきそうだし、なにより足が痛い。

「先に行ってて」

　場所は分かるから、と祥子に伝える。

　ホテルに程近い大通りの路地裏にあるショットバーで飲み直すらしい。

　すると祥子は「了解」と、なぜかニヤリと笑った。

　トイレに入って鏡の前で息をつく。眼鏡がないとやっぱり落ち着かないし、ドレス姿はさらに疲れる。

　先の尖ったパンプスを脱いで、爪先をゆっくり上下に動かした。案の定、慣れないピンヒールは私の踵かかとと足の甲を見事に痛々しく擦れさせて、はっきりと赤めている。

　それを見ながら、また溜め息を落とす。

　慣れないことだらけの中、予想外のできごとも重なって、必要以上に疲れた。

　彰俊との再会は、意味を持つのか持たないのか、今の私には分からない。悟とのことは忘れることにした。彼の言葉には腹が立ったけど、関谷さんのおかげで、悟への感情はキレイに蒸発して消えてしまった。




　ロビーから外に出ると、ムワッとした生ぬるい熱気を感じて、露出した肌が少し汗ばむ。夏特有のじっとりとした暑さだった。

　息を吸い込んで、「もう少しがんばってね」と踵をトントンと鳴らす。

　ショットバーへ向かおうと前を向けば、シャツを着崩した関谷さんが正面玄関の柱に体を預けて立っていた。手にした煙草の白い煙が空気に溶けては消えていく。

　煙草の煙を下へ吐き出す、そんな些さ細さいな動作さえ目を引く男が世の中にはいる。不本意ながら、私は人生でそれを初めて認めたかもしれない。

「遅い」

　聞こえた声に、心臓がビクリと跳ねた。

「え？　なんで？　関谷さんもトイレ？」

　なんて間抜けな質問なんだろうと自分でも思う。

「なわけないだろ、バカ」

　関谷さんが心底呆れた声で息を抜く。近くの備え付けの灰皿で火を消して、ゆっくりと私に近づいた。

「バカって、失礼じゃないですか」

「もう、いい。面倒くさい、行くぞ」

　私の反論を許さないとでも言うように、関谷さんは私の前を歩く。足の動かない私は立ち止まったままで、わずかに距離が開く。

「……痛むか？」

　関谷さんが振り返る。

　こんな光景、前にも見たな、とぼんやり思う。動物園の帰り、関谷さんはこうして前を歩くのに、私の存在を確かめるかのようにときどき振り返った。

　重なった景色に、頭を振る。それより、彼の言葉が気になった。

「なにが？」

　私は、感情を宿さない切れ長の瞳を見つめた。

「足、痛いんだろ」

　関谷さんが不機嫌に足元を見る。

「え？」

「慣れねー格好するから」

　クク、と笑った関谷さん。

　やっぱり失礼だ。じゃなくて、なんで……。

「べ、別に痛くなんてないですけど」

　なんで気づかれちゃったんだろう。そんなに足を意識していたつもりはないんだけど。もしかして、自分で思うよりずっと変な動きだったのかもしれない。

　自分の歩き方を想像して、イヤな汗が流れた。

「お前なぁ」

　関谷さんがまた呆れたように私を見る。

「な、なんですか」

「痛いなら痛いって言え。平気な顔するなよ」

　バカじゃねーの、と関谷さんがからかうように笑う。

　この人にはかなわない。こんなに自然に振る舞われてしまったら、肩の力が抜けてしまう。

「なんで分かったんですか」

　まさか見抜かれているとは思わず、困惑を隠すことなく関谷さんを見上げた。

「さあ、な」

　関谷さんは、なぜか苦笑してはぐらかした。

　いったい今までどれだけの女性と付き合ってきたんだろう。そう思ってしまうほど、関谷さんは……不意に、しかもさりげなく優しい。

　返す言葉が見つからなくて黙って立っていると、関谷さんが私の耳元に顔を寄せた。

「歩けないなら、抱いて連れてってやろーか？」

　関谷さんの低い声が直に耳に届く。同時に、微かな煙草の匂いと甘い香水の匂いが混ざって鼻をかすめ、クラリとした。

「へ、変態！　ふ、ふりゃちおとと！」

「……どもりすぎ、噛みすぎ。なに言いたいのか、さっぱり分からねー」

　またからかうように笑って、おもしろそうに私を眺める。

　私の顔、今、間違いなく赤い。最悪だ。

「見ないでください、バカ！」

「はいはい」

　ぶは、と笑った関谷さんが、何事もなかったかのように再び私の前を歩く。

　その長い脚には不釣り合いなほどゆっくりな歩調。それが私の足を気にしての優しさだとか、思いたくない。




　ショットバーは落ち着いた雰囲気の静かな店だった。

　新橋さんと祥子が向かい合わせに座る席を見つけて、祥子の隣に腰を下ろす。とりあえずカラカラの喉を潤したくて、注文した青色のカクテルが運ばれてくると、すぐに半分以上を飲み干した。

「……どうかした？」

　新橋さんが首を傾げる。柔らかな声音が耳にくすぐったい。

「顔が赤いけど、酔った？」

　続く新橋さんの質問に、適当な答えが浮かばない。

　酔ってない、むしろ酔いたい。なんで顔が赤いのかなんて、もう考えたくない。

　私はもう一度、カクテルを口に含んだ。

「紗織を酔わすのは至難の技よ。この人、相当強いから」

　祥子がおどけたように肩をすくめて笑う。

　お酒は弱いほうじゃない。むしろぐっすり眠れるから好きだ。麻ま痺ひする感覚も、穏やかに巡ってくる波も嫌いじゃない。

　今は不可解な胸のモヤモヤを早く忘れたくて、アルコールを休むことなく口に運んだ。

　黙々と飲む私と関谷さんとは対照的に、新橋さんと祥子は会話を楽しむようにお酒を飲んでいる。絵になるふたりは雰囲気も砕けて、すごくいい感じに見える。

「紗織ってね、肝心なことはなにひとつ言わないの」

　私の話をしていたのか、祥子は私に「ねっ？」と視線を送る。

「そんなこともないと思うんだけど」

『肝心なこと』がどれに該当するのか分からなくて、首を捻る。

「恋愛だって仕事だって、紗織は私に弱音を吐いたりしないんだから」

　祥子はグラスをカランと揺らしながら拗ねたように膨れた。その仕草がかわいくて、つい笑いそうになったけれど、笑みの代わりに出てきたのは素っ気ない言葉だった。

「別に言う必要ないじゃない」

　誰かに弱音を吐いたり、喜怒哀楽を伝えたりすることが私は苦手だ。吐き出すことで楽になるなにかは確かにあるかもしれない。だけど誰かに甘えて、依存して、ひとりで立っていられなくなるなんて絶対イヤだ。単に自分をさらけ出す勇気がないのかもしれないけど。

「そうよね。紗織はいつもそう！　ひとりで立っていられる。強いのよね」

　祥子は怒ったように声を尖らせた。

　祥子は多分酔ってる。普段ならこんなこと言ったりしないもの。

「そうね、別にひとりでできることなら誰かに頼る必要はないと思う」

　優しい返事が見つけられなくて素直にそう言うと、祥子の瞳が頼りなく揺れて、間違えた、と思った。

「高見さん。松前さんは弱音を吐いてほしい、そう言いたいんだよ」

　柔らかな声で新橋さんは微笑む。その言葉に祥子は、眉を下げて少しだけ泣きそうな顔をした。

　彼がいてくれてよかった。ふたりだけならこんなふうにすぐに雰囲気を変えることはきっとできない。だけど同時に『そんなの分かってる！』と叫びたくもなる。無駄に付き合いが長いわけじゃない。

「確かに、コイツは強く見えるよな」

　関谷さんがフッと笑った。

「強いですよ？　悪いですか？」

　私もいつもの調子で悪態をつける。流れたいつもの空気に内心安心しながら。

　だけど関谷さんは、「お前は強いんじゃない」と何食わぬ顔で私を見つめた。

「どういう意味でしょう？」

　予想外の言葉に、気持ちが騒ぐ。

「強がりなんだよ」

　関谷さんは私から目を逸らさないまま、切れ長の瞳を細めた。

　なんで、あなたがそれを言うの？

　ときどき、本当にときどき自信がなくなって弱気になる自分が見つかってしまった気がして、足元から不安感が湧き上がる。

　意地悪な色がない関谷さんの眼差しに戸惑って、心臓の音がうるさい。

「なんでそうなるんですか」

　シーソーのようにグラグラと落ち着かない胸の内を悟られないように、関谷さんを睨みつけた。

「そういうふうに見えるだけ。突っかかんなよ」

　だけど関谷さんは相変わらず読めない顔で、面倒くさそうに低い声を放つ。

　この人のひと言に、どうして私はこんなにも心を動かされてしまうんだろう。

　考えたって、答えは出ない。こんな不安定な感情いらない。

　浮かんだ感情を押し出すように大きく息を吐く。

　気分を落ち着かせて顔を上げると、同時に関谷さんが席を立った。見上げれば、その手に煙草の箱を見つける。

「ここで吸わないんですか？」

「ああ」

　関谷さんが煙草の箱を指で弾く。

　禁煙じゃないはずだけど。

　私は首を傾げた。

「お前、煙草嫌いだろ」

「いや、嫌いなわけじゃないですよ」

　あの独特の匂いがする煙が苦手なだけだ。そう言おうとして、関谷さんの行動の意味に気づいた。

　ラーメン屋で『煙たい』と言った私のひと言を覚えていたの？

　そんな些細な気配りを当然のようにする関谷さんに驚いた。

　関谷さんは私を一いち瞥べつしただけで、かまわず席を離れる。

　私は、ただなんとなくその背中を眺めていた。

　均整の取れた背中は、後ろ姿だけで充分、女の目を引くんじゃないかと思う。

　女ったらしで、俺様で、失礼な男。それならそれで、そんな優しさ見せないでほしい。

　関谷さんが見えなくなって、祥子が新橋さんのグラスに氷を入れながら、「関谷さんって、どんな人なの？」と聞いた。

　それは私も知りたい。私から見た関谷さんは、解けないクロスワードみたいな人だから。

　新橋さんは「うーん」と口の端だけ上げて、髪を掻き上げた。

「社長子息で、あの容姿で頭も切れる実力主義者。不器用なんだけど器用な男、かな？お買い得物件だと思うよ？　口は悪いけどね」

　新橋さんがニコニコと目を細める。

　……ん？　今、なんて？

「社長子息？」

　私は新橋さんに聞き返した。

「そう。『セキヤ商事』、分かる？」

　セキヤ商事といえば、老舗の大企業だ。不動産やホテル、デパート、多彩な領域の経営をする優良企業。

「まさかセキヤ商事の御おん曹ぞう司しなの!?」

　祥子が驚いて声を上げた。

「うん。本人は自分のやりたいことやるって、設計会社を立ち上げてるけどね。ちなみに今日のパーティの主催者、立花不動産の社長は司の叔父にあたる人」

「すごい、じゃない」

　祥子が感嘆の溜め息を落とし、「漫画の設定みたい」とカラカラと声を上げる。

　だから、あんなに場慣れしていたのか。

　セレクトショップでの対応も、パーティでの洗練された印象も納得がいく。

　会場で関谷さんに会った人がみんな一様に媚びていたのも、そういうことだったんだ。

　常に頭を下げられるって、どんな気分なんだろう。心地よいものなのか、それとも息苦しいものなのか。ただ、関谷さんのあの硬質な雰囲気を思い出せば、決して楽しいわけじゃないと思う。

　親の会社で働くより自分の道を選んだ彼の話を聞いてみたいな、と純粋に思った。

「そんな背景もあるから、司はモテるよ、半端なく。彼女になる子は大変だろうね」

　新橋さんが私にニッコリ笑った。その笑顔に私は頷いて返す。

「そうでしょうね。でも関谷さんは、なにがあっても彼女のことを守る覚悟のある人って感じがします」

　強引ではあるけれど、人を惹きつける存在感のある関谷さんがモテないはずがない。いきなりキスを迫られるような男なんだもの。だから彼女になる人は苦労するだろうけど、彼はきっと大事にすると思う。

　それにしても、あの眼差しは凶器だ。光を閉じ込めた夜色のそれを真っ直ぐぶつけられると、困惑してしまう。

　関谷さんの力強い瞳を思い出して、すぐ振り払う。

「守られたい？」

　新橋さんが悪戯な表情で、薄い口元を上げる。

「私が？　そういうわけじゃありません」

　守られるのは、関谷さんの彼女の話だ。

　反射的に首を振ったところで関谷さんが戻ってきた。

「なに、その不機嫌な顔」

　眉を寄せる関谷さん。私の眉間にもシワが寄っていたらしい。彼は眉をわずかに上げて、フッと息を抜いた。

「グラス、傾いてる」

「え？」

「汚すなよ、服。似合ってるから」

　飾り気のない単純な言葉にも破壊力があるこの人は、本当に厄介だ。




　もうすぐ日付が変わるころ。結局、自分のペースが掴めないままの私をよそに、祥子のテンションは上がる一方。

「もうやめなさいって」

　祥子は私が止めるのも聞かず、目の前のお酒をあおっている。あまりお酒は強くないから、祥子がこんなに飲むのは珍しい。

　まあ、それでも酔った祥子は性格が激変するわけでも、酒グセが悪いわけでもなく、ふにゃふにゃになってかわいいんだけど。

　そんな祥子を新橋さんが苦笑しながら支えている。

　いい感じ、なのかな？　分からない。だけど祥子がそれでいいなら、私が悩む必要なんかないだろうと、今日最後の一杯になるグラスを飲み干した。

　例に漏れず、今日も『送っていく』と新橋さんが言うけど、今日はどことなくからかうような口調だった。

　バーでの飲み代も結局ふたりに支払ってもらって、「ありがとうございました」と頭を下げる。

　今度ランチタイムで偶然会ったら、新橋さんの分の支払いをしよう。

　私はヨロヨロの祥子をタクシーに詰め込んで、夜の街を走らせた。

「さおりぃ」

　祥子が私の肩にもたれかかる。

「だいぶ飲んだわね」

　私だって、言えたことじゃないけど。

「……いい人じゃないのー」

　祥子は半分眠ったように、ぼそぼそと声を出す。

「なにが？」

「関谷さんよ！」

　視点の定まらない座った瞳が私を力なく睨んだ。

「な、なに言ってんの」

　その勢いに思わず動揺する。

「いい男だわ。あんたにゃもったいない」

「……関谷さんは関係ないし」

「強がりなんだからぁ」

　祥子はクスリと笑って私を小突いた。

「そんなんじゃ、私が関谷さんをもらうわよ」

　悪戯に祥子が笑う。

「勝手にどうぞ」

　私はそれを聞き流して、窓に目を向けた。

「あんたはさぁ、もっと素直になりゃあいいのよ……。でも……彼がいるから……いいかぁ」

　祥子は酔った声で途切れ途切れに呟く。

「だから、関谷さんは関係ないって」

「ある！」

　祥子は瞳の色を取り戻して言い切った。

「ないってば……その自信はどこから来るのよ」

　溜め息をついて、またありもしない眼鏡を直す指先が空を切る。

「関谷さんみたいな存在ができてよかったと思ってるの」

　今度はホッとしたように呟いた祥子に、ムキになって否定する言葉が投げられなかった。

「祥子……」

「さっきは……ごめんね」

　祥子は叱られた子供のようにシュンとした表情で謝る。

「謝ることじゃないでしょう？　でも、私もごめん」

「ううん。私にも頼ってほしいから」

　ねぇ、祥子？　私は祥子のそんな素直なところがうらやましくて、とても好きなの。

「うん、ありがとう」

　頷けば、祥子も「へへっ」と笑った。

　ふと窓の外に目を向けると明るいネオンがまぶしくて、車の揺れも合わさって一気に酔いが回る感覚に陥る。

「紗織」

　祥子が私の名を呼ぶ。穏やかな空気を裂くようにはっきりした声で、私は祥子を覗き込んだ。

「なに？」

「……彰俊、いたわね」

　その呟きは消えそうで、だけどしっかりした響きを伴っていた。

「気づいてたの？」

「うん。目に入っちゃったから仕方ない」

「そう」

　祥子の今の感情さえ読めない私は、かける言葉が見つからない。

「なんだか遠く感じる」

「祥子？」

「学生時代。あのころは若かったよね」

「そうね」

　遠い目をした祥子に私は頷いた。

「恋、なんて、純粋な言葉よね」

　祥子は呟くように漏らして、ハァと溜め息をつく。

　彰俊の姿を見て、学生時代の恋愛を思い出したのかもしれない。そうだとしたら、やっぱり祥子にとって彰俊はもう過去なんだろう。

　大人のようにプラスマイナスの色眼鏡をかけてしまうようなズルさがなくて、『永遠』なんて言葉を簡単に使ってしまう、あのころの素直な〝恋〟が今はまぶしくて、遠い。

「近すぎたから、ダメだったの？」

　私は、窓から視線を逸らさず、静かに聞く。

　あのころ、〝恋〟は身近に溢れていて、手を伸ばせばすぐ触れられる場所にあった。それは大切なものだと気づかない距離なのかもしれない。

「……そうね、そうかもね」

　自分に言い聞かせるように呟いた祥子に視線を移せば、彼女はどこか寂しそうに笑った。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ８―　きっと、まだ




　完全な二日酔いだ。

　祥子をマンションまで送り届けてから自分のマンションに帰って、妙に酔いが冷めたのがいけなかった。

　冷蔵庫に何本かストックしてあったビールは、朝起きたら一本もなかった。

　もういい加減、若さだけで乗り切れる体力はないことを自覚しなきゃ。

　重い頭を無理やり起こす。食欲は湧かなくて、熱いシャワーを浴びてそのまま出社した。




「主任～、おはよーございまぁす」

　ビルの前で出会ったのは、いつもと変わらず甘い声の挨拶をする小倉さん。

「おはよう」

「珍しいですね～、いつも早いのにぃ」

　そう、遅刻常連の小倉さんと出社が一緒になることなんてほとんどない。

「小倉さん、いつも早いんじゃなくて、それが〝普通〟なのよ」

　まあ、私も今朝はギリギリだから偉そうなこと言えないけど。

　昨夜、寝つけなかったのは、偶然の再会と多分、関谷さんの言葉のせい。

『強がりなんだよ』

　そう言って私を見つめたのは、人生でふたり目。関谷さんと彰俊。

　なんなんだろう。似ても似つかないタイプなのに、私の体温だけは同じように簡単に上げてみせる。




　いつもの仕事をこなして、気づけば時間はもう午後三時を回っていた。

　通りがかった給湯室で、チャリンという金属が床に落ちる音と一緒に、聞き慣れた甘い声がする。

「あ、落ちちゃった。てゆーか、主任って本当、固いよねぇ？　絶対オトコいないでしょ」

　いつもは舌っ足らずな小倉さんがその口調はどこへやら、ハキハキとしゃべっている。

　普通に話せるんだ。驚き。

「そうね。主任、そんな気配ないものね」

　返事をしたのは、小倉さんと仲のいい藤ふじ本もとさんだ。落ち着いた印象の彼女も私と同じチームにいる。

「今朝もピリピリしちゃって、本当、何様って感じ」

　小バカにした口調に、以前の居酒屋での陰口の続きを聞いている気分になる。

　嫌われたものだ。

「コーヒー、主任の分はこの落ちたスプーンで混ぜても問題ないよね～」

　含みを持たすような声。続けて、「ついでに、踏んづけてもバレないよね～」と笑う声が聞こえた。

　勘弁してほしい。

　こういった場合、どうしたらいいんだろう。彼女たちがどんなに私を嫌いでも、今のところ仕事には影響が出ていない。それなら今は知らない振りをしてスルーするほうが波風は立てないと思う。

　だけど知った以上、コーヒーは飲めない。そうすると小倉さんはまた別の意味で腹が立つと思う。とはいえ、今ここで顔を出せば、気まずさはマックスだ。

　スルーして腹を括くくってコーヒーを飲み干すか、飲んだふりをして捨てるかな……。

　眼鏡を手にかけて、給湯室から背を向けようとしたときだった。

「あ、高見ちゃん！　後で来てねー」

　社長に見つかり、大きく声をかけられる。タイミングは最悪だ。

「しゅ、主任」

「ひぃっ！」

　私に気づいて、慌てたように焦るふたり。

『ひぃっ』て、なによ。もうここは開き直るしかない。

「コホン……。コーヒーは自分で淹れるわ。そのスプーンは洗うけど、かまわない？」

　ひとつ咳払いをして、臆おくすることなくふたりの間に割って入った。

　落ちたスプーンを踏んづけて、それで掻き混ぜたいほど嫌われていたとしたなら、そのストレスを受け止めるのがいい上司なんだろう。けれど、それに対して本人に直接ぶつかる誠実さが足りない私は、やっぱり上司には向いてないのかもしれない。

　見て見ぬふりをして曖昧にごまかすこともできなくなったこの状況では、うまい立ち回り方が思い浮かばない。

　小倉さんは、悪戯が見つかった子供みたいな顔をして、すぐに立ち去ろうとした。けれど、藤本さんが顔を強ばらせて「す、すいません」と頭を下げたから、小倉さんも渋々といった感じで頭を下げる。

　その素直さに少し驚いた。

　こうして頭を下げることができるのも、彼女たちが大人だからなのかもしれない。

「謝る必要ないわ、別に」

　嫌われているのは知ってるし、歩み寄れない私も悪い。それに今朝ピリピリしてたのは確かかも。感情が表に出て周りに気づかれるなんて、甘い。

　苦笑して頭を振れば、ふたりは拍子抜けしたように息をついた。

　そそくさと給湯室を後にする背中を見送って、溜め息を落とす。

　陰口なんて気にしないと思う一方で、ときどき傷ついて、誰かに慰めてもらいたくなる。そんな矛盾が同居する私の感情を丸ごと投げ捨ててしまいたい。

　彰俊は、こんな私を見たらまた『損な性格だよね』って笑うかな。

　高校時代、ううん、恐らく学生時代も全般的に私は好かれていたわけじゃない。

　馴れ合いが好きじゃないし、他人に合わせて輪になって騒ぐのも煩わしい。ただ与えられた学生生活をこなすだけだった。

　機械的で、閉鎖的。友人がいなかったわけじゃないけど、結局、親しいと呼べるのは、祥子と彰俊くらいだった。

　下らない悪口が聞こえて足を止めたこともある。ばつの悪い顔をする彼女たちに傷ついた素振りをするでもなく、だから、なに？と顔を上げ続けた。

　そんな態度はますます彼女たちを煽ったのか、陰口がヒートアップすることはあっても、彼女たちに謝られることはなかった。別に謝ってほしいわけじゃなかったけど。

　だから、やっぱり小倉さんと藤本さんは大人だと思う。

『強がりなんだよ、紗織ちゃんは』

　クラスで孤立した私に彰俊が怒ったように言った。

『強いばっかりの人間なんていないんだから』

『じゃあ弱くあるのが正解？』

　私の言葉に、彰俊はやれやれと笑う。

『損な性格だよねー。ダメだよ、そんなんじゃ。白黒つけなきゃいけないわけじゃないんだから』

　祥子でなく私を見つめる真っ直ぐな彰俊の瞳にゴトリと胸が疼いて、その音に頭を傾げる。

『紗織ちゃんは甘えられる人を見つけなきゃ』

　その優しい声に、なんとなく泣きそうになった。

『もしも、見つからなかったら？』

『んー……紗織ちゃんは素直じゃないから、見つかっても認めない気がするし。でも見つからなかったら、そのときは俺が支える！』

　祥子のことが好きなくせに、そうやって私を甘やかす。やっぱり胸が疼いて、その理由を探した。

　もしかしたら、私は彰俊が好きなのかもしれない。だけど言い切るには決定的ななにかが足りない。

『「俺が」って、祥子に失礼じゃない』

『あ！　俺と祥子ちゃんが！』

　あはは、と笑う彰俊に私もつられる。

　やっぱりどこか、好きとは違う感情で、もしも無理やりその枠に当てはめるとしたら、祥子を好きな彰俊が好き、それに近かった。

　ただ真っ直ぐに祥子を見つめる彰俊の感情がうらやましくて、その瞳に映ってみたかったのかもしれない。

　祥子を永遠に好きだと豪語するその自信がまぶしくて、無邪気に笑う日だまりみたいな笑顔を見つめていたかった。きっと足りない〝なにか〟は、彰俊が祥子に向ける焦がれるような想いだったのだ。

　結局、恋になる前に友情へと昇華してしまったけれど、そんな特別な感情を抱くのは、きっとこれからも彰俊だけだ。




　翌日の午前中は、来月行われる展示会の打ち合わせの後、各自が提出する次回の企画会議に参加した。

　すべての企画書に目を通す社長の動作にみんなが息を呑む。私たち古株には見慣れた光景でも、緊張するのは変わらない。

「……そうね、小倉さん、あなたのいいわね。これでいきましょう」

　社長の言葉に、小倉さんは勢いよく席を立った。

「はいっ！　よろしくお願いします！」

　それを合図にパチパチとまばらに拍手が響いて、社長はそれを聞き届けてから私のほうを向く。

「高見ちゃん、しっかりサポートしてあげて」

　私は頷いて、次の新デザインの方向性の決定に頭を下げた。




　オフィスに戻ると、向かい合わせの席のマチちゃんはダンッと乱暴に腰かけた。

「どこがいいんですかね？　まあ、確かにかわいいっちゃあ、かわいいですけど」

　マチちゃんはブツブツ言いながら、机の上の書類をまとめている。

「色気、あるわよね」

　新人育成のために次のデザインは新人の中から決まるのは、社長から聞かされていた。小倉さんを選んだ社長の判断は妥当だ。

「彼女、これからもっと伸びると思うんだけどな」

　マチちゃんはまだ膨れていたけど、私は純粋にそう思った。

　そのとき、小倉さんが私の席の前までやってきて、鼻から抜けるような声を出した。

「私、できることは自分でやりますから～。主任の手は煩わせません～」

　アンニュイに笑う笑顔には自信が込められていて、ひとりでできると張りきる彼女に少し笑った。

「そう、困ったら言ってね。サポートはするから」

　目の前の緩いウェーブが軽く弾んで、勝ち気な瞳は『困るわけがないわ』と挑戦的に見つめ返してくる。

「ご心配かけません」

　はっきりと告げて、小倉さんは立ち去った。

　私の微笑みが気にくわなかったのかもしれない。別に、バカにしたわけじゃないんだけどな。

　小倉さんが見えなくなってすぐ、マチちゃんは「ぶりっこ！　猫かぶり！　モテ子！不二子！　乳デカ！」と、富んだボキャブラリで延々と愚痴（後半はほとんど褒め言葉だけど）を言っていた。

「なんなんですかねー！　あの自信はどこから来るんですか!?　一人前みたいな顔して!!　男漁りに夢中ですけど、大丈夫なんですか、アイツ」

　私に向けられた、さっきの小倉さんの言葉に腹が立っているらしく、マチちゃんは口を膨らませた。

「男漁りに夢中かは知らないし、まだ一人前ではないけど、丁寧に作業する子だよ。大丈夫だと思うけど」

　私も誰かに頼らずひとりでなにもかもやり遂げてしまいたいタイプだったから、気持ちは分かるなぁ。

　しかも私を突っぱねた鋭いオーラが少し似ていて、つい笑ってしまった。




　ランチタイムはいつものカフェへ。今日は新橋さんは来なかった。

　まあ、いつも会えるとは限らないし。

「でもいつか借りは返さなくちゃ」

　そう頷きながら、今日の日替わり定食を食べきった。

　食後のブラックコーヒーを飲みながら、なんとなく空を眺める。

　夏特有の入道雲が形を変えながらゆっくり動いている。それをぼんやり眺めると眠気が襲ってきて、こめかみを押さえた。

　眠気を振り切るように人混みに目をやれば、信号の変わった交差点を渡る、ラフな格好の男性が見えた。真っ黒い髪が風に揺れるのが目に入って、指先に緊張が走る。

　……あれは、関谷さん？

　横顔だけだから、確信が持てない。それに、もしも関谷さんだったとして、この距離で見つけられる自分が信じられない。

　市内の中心地から少し離れたこの場所は、オフィス街とまでは言わないけれど商業施設も充実していて、新橋さんの会社もこの近くにある。だから関谷さんが横切ったとしても不思議じゃない。

　私は彼かどうかも分からない黒髪から目が離せずにいた。

　どうかしてる。

　そう首を振れば、また視界の端で捉えた関谷さんらしい人に小柄な女性が腕を絡めたところだった。

　誰なんだろう。……関谷さんの彼女？

　その疑問は、喉に刺さった小骨のように胸に引っかかった。




　疲れたな。

　軋きしんだ体を軽く伸ばし、眼鏡を外して目元を擦る。

　定時に退社した帰り道。日中の挑みかかるような日差しはいくらか柔らかくなっているけれど、じっとりとした空気に体が汗ばむ。

　本格的に自転車通勤に変えるべきかなと悩みながら重たい足を動かしていたら、カバンの中で携帯が小さく振動した。

　画面には、【関谷さん】と表示されている。

　女性と腕を絡めていた昼間の光景が一瞬頭を過る。

　あれは関谷さんだったのかもしれないし、違うのかもしれない。どっちみち、このタイミングの着信は私を動揺させるには充分だった。

　躊躇したのは、私の中で大きく存在を主張し始めた彼と、それを認めたくない感情のせいかもしれない。

　なかなか出ない私を怒るように振動を続ける携帯に根負けして、電話に出る。

「……はい」

《仕事終わったのか？》

　突然の質問に違和感を抱いたけれど、それを考える余裕はない。

「終わりました、が」

《じゃ、そこにいろ》

　端的な会話は、そこで一方的に途切れた。

　そこって言われても……。

　そう思いながら、その場所に立ち止まる。無視してしまえばいいのに、律儀な自分がイヤになる。無意識に唇を噛んで眼鏡に手をかけた。

　どうして、私はあの人の言葉を拒めないんだろう。

　そんな曖昧な感情と格闘している間に、目の前で停車したのは見知った車。ウィンドウが開いて、いつも通りの切れ長の瞳と涼しい顔を向けた関谷さんは、ひと言も発することなく、目線の動きだけで私を助手席に促した。

　溜め息をひとつして素直に車に乗り込む自分にも訳が分からない。

「近くにいたんですか？」

　タイミング的に間違いないだろう。

「ああ。信号待ちしてたら、お前が目に入った」

　だから、『終わったのか？』って疑問文だったんだ。違和感の正体が分かった。

「関谷さんは、仕事終わったんですか？」

　関谷さんはスーツ姿ではなく、私服だった。黒いブイネックの半袖にスポーツブランドのジャージとサンダル。人によってはだらしなく見えないこともないけど、彼だとサマになってしまうから癪しゃくだ。

「ああ」

　関谷さんは欠伸をしながら答えた。片手で器用に運転しながら、疲れたように首を左右に曲げる。

　ふたりきりだと会話の引き出しが少ない。彼はおしゃべりな男じゃないし、私ももちろん違う。結局、続かない会話を広げるでもなく、沈黙が穏やかに続いた。

　そういえば、昼間、あの交差点にいたのは関谷さんだったのだろうか。

「関谷さん」

「ん？」

　聞こうとして言葉を呑む。

　確認したところでどうしたいんだろ。あれが関谷さんだとして、腕を絡ませた女性が隣にいたことを知ってどうするの。彼に親しい女性がひとりやふたりいたっておかしくないじゃない。

「……なんでもありません。それより、どこに向かってるんですか」

「さあ。ただのドライブ」

　関谷さんの適当な答えとともに、車は沈黙を乗せて走り続けた。

　車内にはスローテンポの洋楽が流れていて、静かな揺れが心地いい。車酔いすることもなく、空腹なのを除けば居心地は決して悪くない。

「眠いな」

　関谷さんが気だるそうに呟く。疲れたようにも見える彼に、『じゃあどうして私と一緒にいるの?』と聞きたくなる。だけど、それは聞けそうになくて、代わりに出たのは単純な疑問だった。

「設計士って、今なにをやってるんです？」

「今は知り合いの経営する店舗の改築」

「へぇ、設計するのって大変ですか？」

「大変っつうか、プレッシャーはあるよ。完成した建物に施主をどれだけ満足させられて、どれだけ自分が納得できるか。まあ、それが楽しいんだけど」

「あ、専門的なことは分からないけど、それは分かるかな」

　声を上げれば、関谷さんは珍しいものを見るように私を見た。

「私たちも、そう。ランジェリーは建造物みたいに表に見える物じゃないけど、だからこそ、どれだけ満足できる物を作るかって試行錯誤します。そのプロセスが大事ですよね」

「ああ、そうだな」

　プッと笑った関谷さんに「なんですか？」と眉を曲げる。

「仕事好きなんだな」

「好きですよ、あなたもでしょ？」

　真っ直ぐ問いかけると、関谷さんは体をシートにもたれかけて溜め息をついた。

「選択肢を与えられたから選んだ。それだけ」

　ぶっきらぼうな口調に、今度は私が珍しいものを見たように目を開いた。

「その選択肢は、セキヤ商事と設計士？」

「知ってたのか？」

「この前新橋さんから聞きました」

「そうか……でも設計士は親とは関係ねえよ。きっかけはアメリカに行ったときに見た日本人の建築物がすごかったから。それだけだよ。親には会社に入れと言われていたけど、親の会社に興味はないし、やりたくないって突き放した。そしたら、『会社は絶対に継がせない』だと。好きにしろと言われたわけじゃない。ただ『中途半端な職業は選ぶな』ってさ。『結果を残さなければ、すぐに辞めさせる』とか、ひどいだろ。この話をしたの、小学生のときだぞ。もしかしたら、そのうち会社に入りたくなるかもしれねえのに」

　カラカラと笑う関谷さん。だけど私はその話を聞いて、「選択肢なんて与えられてないじゃないですか」と、思ったことをそのまま口にした。

「なんで？」

「小学生のときにそんなことを言ってもらえるなんて、すごく愛情が溢れてると思います。だって専門分野に進むんだったら、自覚は早いほうがいいでしょう？　ご両親は、関谷さんが社長の息子だから後を継げばいいって甘い考えを持ってなかったのが嬉しかったんじゃないでしょうかね。たとえ会社に入ると言っても、別の言葉で叱しっ咤たされてたと思います」

　関谷さんは環境に恵まれている分、いい意味でスタートラインが違う。それを理解しているからこそ、関谷さんの両親は関谷さん自身に将来を選ばせたんじゃないだろうか。確かに言い方は甘くないけど、現在の関谷さんを見ればその言葉に負けているようには見えない。

　いつでも自分を持っている関谷さんのルーツに少し触れた気がした。

「それは、予想外」

　関谷さんが左手で顔を覆う。

「え？」

「けっこう厳しい親だったからな。お前が言うような考えは思いつかなかった。言う通りにしない俺に、ただ腹が立ったのかと思った。今もそう思ってるけど……」

　複雑な横顔をして、関谷さんがいったん発言を止めた。

「でも、そういう捉え方をしたらよかったんだな」

　フッと笑った表情は優しくて、つい見とれてしまうくらいキレイだった。

　関谷さんの柔らかな雰囲気が印象的で、どうしようもなく私の胸をザワザワさせて落ち着かない。

　私は視線を逸らして、眼鏡の縁に指をかけてすぐ下ろした。

　目の前の信号機が黄色から赤に変わり、車が停止する。

「お前、それクセなのな」

　ゾクリとするくらい甘い声に、私はまた関谷さんに視線を向けた。

「え？」

「眼鏡触るの、落ち着かないときだろ」

　関谷さんはおかしそうに笑う。

「俺がその眼鏡の代わりになってやるから、依存しろよ」

　そう言うと、関谷さんの右手が、私の膝の上にある左手を掴んだ。

「ちょ、ちょっと」

　触れた指先の体温が伝わって、動揺した体が揺れた。

　関谷さんが私を見つめる。真意を読み取れない言葉と態度に私は確実に戸惑っていて、それでも彼はすべてを包み込むように優しく笑う。

　触れた関谷さんの手が熱い。いや、私が熱いのか。よく分からない。

「顔、赤い」

　関谷さんはクスクスと笑い、私の頬を指先で掴む。

　恥ずかしくて死にそう。それより、その溢れんばかりの色気をなんとかしてほしい。でも……あれ？

「……関谷さん、手が熱いですよ」

　うん。私の顔だって赤いかもしれない。だけど……。

「あなた、熱あるんじゃないですか？」

　私の言葉に、「大したことない」とひと言放つけど、その言葉が肯定を意味することはすぐに分かった。

　疲れたような気だるさが熱からくるものだとやっと気づいて、私は彼の額に腕を伸ばした。

「やっぱり熱いじゃないですか！」

　触れた額はひどい熱さ。

「大したことねーよ」

「バカですか！　運転してる場合じゃないでしょ！」

　私の張り上げた声に、関谷さんはわずかに目を開いて少し考えるように黙った後、指先でまたトントンとハンドルを叩く。

「なんだ、心配してんの？」

　関谷さんが送る流し目は、熱があるせいか、いつにも増して艶っぽい。直視したらそれだけで魂を抜かれそう。

「当たり前でしょ。大丈夫ですか？」

　もう一度関谷さんの額を触って確かめれば、関谷さんの体が少し強ばった。

　やっぱり熱は高い。辛いんだろう。

　関谷さんは、なぜかハァと溜め息をついた。

「なんで溜め息」

「いや、罠わなにかけるつもりが、かかった心境」

　どういう意味よ。

「とにかく運転代わってください」

　ちょうど信号が青に変わった。

「お前運転できるのか？」

「できます。これでも免許持ってますから」

　その口調は自分でも思ったより迫力があって、関谷さんは近くのコンビニに停めると素直に運転席から降りた。

「病院は？」

「いい。寝たら治る」

「なに、子供みたいなこと言ってるんですか。だったらこんな状態でウロウロしてないで、家で寝てなさいよ」

　私はアクセルを踏みながら、呆れた声を出した。

　運転するのは久しぶり。しかもこんな高級外車で左ハンドル。ものすごく不安だけど、関谷さんに運転させるよりはずっといい……はず。

「ホントに心配してんのか？　分かりづれーな」

　関谷さんは大きな欠伸をしてから、目をこする。

「今日中に仕上げる書類があって多空んとこの事務所に持っていったら、お前が見えたんだよ」

「私にかまってる場合じゃないでしょ！」

「たかが風邪くらいで大げさ」

「夏風邪はしつこいんですよ」

　薬は飲んでるの？　ていうか今、熱どれくらいあるの？

　チラリと横目で見ると、関谷さんはだるそうに頭をシートにもたれかけている。

　仕事の話とかしたから疲れたのかもしれない。しゃべるのだって体力使うもの。

　しばらく無言で車を走らせていたけれど、あることに気づいて焦る。根本的なことを忘れていた。

「家どこですか？」

「…………」

　返事がないので助手席に目をやると、関谷さんは既に寝息をたてていた。

「関っ……」

　熱のある関谷さんを起こすのに躊躇する。だけど、家が分からない。

　どうしたらいいのよ。




「……悪い、寝てたな」

　関谷さんがかすれた声を出した。多分、彼が意識を飛ばしていたのは、二十分程度の短い時間。だけど、その間に近くのスーパーで買い物を済ませた。

「どこだ？　ここ」

「ウチに向かってたんです」

　さすがにこの状態の関谷さんをその辺に放り出すほど、鬼畜じゃない。それに、私を見つけたから真っ直ぐ帰らなかったのだとしたら、私にも原因はある。

　関谷さんに次の言葉を挟ませる前に「起きてよかった。あなたの家、どこですか？」と矢継ぎ早に言葉を重ねた。

　私の部屋に熱のある関谷さんがいる光景を想像したけど、どうしても不自然すぎる。本当に起きてくれてよかった。

　すると関谷さんは「起きなきゃよかった」と笑った。




　関谷さんの住むマンションは築年数の浅いタワーマンションで、エントランスは見上げるほど高い吹き抜けがある。

　高級ホテルのようなロビーを通ってエレベーターに乗り、関谷さんの部屋に着くと、広いリビングを見渡す余裕もなくベッドに無理やり寝かせた。

「汗かいてたから、着替えといてくださいよ。それから熱計って」

　ソファにちょうどＴシャツが置いてあり、几き帳ちょう面めんに畳まれたそれを、案外マメなんだな、と思いながら枕元に置く。

「はいはい」

　関谷さんは気だるく返事をする。

「つーかウチ、体温計とかないけど？」

「でしょうね。買っておいたから、ここに置いときます」

　この人にそんな家庭的な物を求めたらいけない気がした私、正解。

　関谷さんは笑って、肩をすくめた。

「三十九度八分……」

　体温計の表示を見て、思わず顔をしかめる。

　こんな温度見たことない。私なら死んでる。

　それでも関谷さんは、瞳の熱っぽさ以外は平気に見える。おそらく、相当辛いはずなのに。

「なにも食べてないんでしょう？　お粥かゆでも作りましょうか？」

「ん……俺、お粥嫌い」

　枕に顔をうずめる関谷さん。

　熱が全身に回っているせいか、いっそう艶やかさと色気を醸し出すのに、その態度にかわいさがあって参る。

「じゃあ、なんだったらいいですか？」

「あっさりしたやつ」

　関谷さんはごろんと寝返りを打った。

　あっさりしたもの……。よかった。〝風邪〟に反応して衝動的に買った〝あれ〟が無駄にならなさそう。

　腰を上げてキレイなシステムキッチンの前に立つ。買い物袋から材料を取り出して、汚さないように手早く料理を済ませる。

　私が持ってきた料理を関谷さんはぼんやりと眺めて、ワンテンポ遅れてから「それ、料理じゃねーよ」と笑った。

「文句は聞きません。風邪のとき、ウチはこれでした」

　私が差し出したのは素そう麺めん。

「……へー」

　いつもの口調にキレがない。

「食べないの？」

「食べる」

　コクンと素直に頷く仕草が不覚にもかわいいなんて思ってしまった。

　関谷さんは素麺を完食して、付け合わせの温泉卵もしっかり食べた。

「すげー疲れた」

　関谷さんは肩でハァと息をする。

「しっかり栄養をとらないとダメですよ」

　眉を上げると、関谷さんは「なにお前、その良妻ぶり」と笑った。

　なんとなくからかわれている気がして、睨む。しかし関谷さんは気にした様子もなくスローテンポに薬を飲んで、ぐったりと体をベッドに投げ出した。

「しっかり寝てください」

　小さく吐息を吐いて関谷さんに言うと、空になった食器を持って立ち上がった。だけど、掴まれた右腕に足が止まる。

「関谷さん？」

　手が熱い。やっぱり気分悪い？

　私は思わずまた座り込んだ。

「ここにいろ」

　関谷さんが放った言葉は熱っぽい。私を見つめる瞳が真っ直ぐすぎて、戸惑う。

「ちょ、なに言ってんですか。これ片付けなきゃ」

「後にしろ」

「病人のくせに、なんで命令口調なんですか」

「うるせ」

　どこまでも勝手な人だ。

「風邪がうつりますよ、私に」

　別にそんなことを本気で思ったわけじゃない。どうだってよかった。だけど彼の瞳から目を逸らせない自分に変に焦って、離れる理由を探した。

「……うつればいい」

「勝手なこと言わないでください」

「お前、マジでうるさい。お前が倒れたら、俺が面倒みるよ」

　だから、もう、なんで簡単にそんなこと……。

「関、谷さん。……離して、ってば」

　自分からは熱い手を振りほどけないでいる。

　顔が熱い。関谷さんの熱が伝わったみたい。……ううん、分かってる。これは風邪の熱さなんかじゃない。

「なんで、あなたは私に……」

　かまうの？

　その言葉は、関谷さんの寝息に掻き消された。

　……本当に、勝手だ。

　まだ握られたままの手を眺める。

　もう力ないその手を振りほどけばいいじゃない。

　そう思いながらもできないのは、熱のあるこの人を放っておけないだけだと自分に言い聞かせて、沸点も分からず温度を上げる感情を見ないふりした。




　腰が痛い。首も痛い。

　その感覚で目を覚ます。視界には、見慣れない暗い部屋と、まだ力なく掴まれた手に、関谷さんの横顔。穏やかな寝息を立てている。

「……寝ちゃってたんだ」

　ぼそりと呟いて、すぐに「今何時!?」と焦って立ち上がる。その瞬間、ぬくもりに解放された腕が冷たく感じて、なぜか寂しいと思った。

　暗闇に浮く時計は、ちょうど十二時を差している。私は溜め息をついて眼鏡を直すと、関谷さんの額に触れた。

　まだ熱い。だけど多分、ピークは越したと思う。

「よかった」

　あんまり心配かけないでよ。

　そう思ってから、ずっと心配していた自分に気づく。

　食器を片付けて、関谷さんの額に今さら冷却ジェルシートを貼る。本当は、食事が済んでから貼るつもりだったのに。

　私は静かに寝息を立てる関谷さんを眺めて、キャラクター物の冷却ジェルシートとのアンバランスさに笑った。

『ここにいろ』と私を見つめた瞳は今、キレイに閉じられている。

　……あなたの言葉は私を惑わせる。

　関谷さんの気持ちが分からない。簡単にキスして、甘い言葉を吐いて、私の心を持っていって夢中にさせる気なのか。だけど、夢中にさせてどうするの？

「……なに、考えてるの？」

　あなたは、私をどうしたいの？　私は、あなたをどうしたいの？

　だけど深く考えると抜け出せなくなりそうで、やめた。今はまだ、彼の気持ちを聞く勇気がないから。

　関谷さんの枕元に薬と書き置きを残してから、結局ゆっくり眺めることのなかったこの部屋を出た。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ９―　過去との距離




　病気でもないのに、本気でだるい。

　自分のマンションに帰ったのが午前一時。妙に眠れなくて、ようやく寝ついたのが明け方だったから、ほとんど寝てない。

　睡眠はたっぷり取らないとダメなタイプだから、眠くて仕方ない。だけど、さすがに今日は遅刻したくない。

　重い体を引きずりながら顔を洗う。

　関谷さん、生きてるかな。熱が下がっているといいけど。




　昼休みには、関谷さんからの着信があったけど取らなかった。かけ直すつもりもない。

　だって正直、ものすごく恥ずかしい。車内での甘い空気にほだされそうになったこととか、何時間も手を繋いで寝てたこととか。

　今は、それだけで私のキャパシティを超えているのに、その上、関谷さんの声を聞いたら、簡単に陥落させられてしまいそうだから。

「はぁ……」

　揺れ動く感情のベクトルもあやふやで、気づけば叫びたくなって、それを堪えた小さな溜め息混じりの声を発していた。

「主、任？」

「っはい！」

　戸惑った声に顔を上げる。そこには、今日もキレイに髪を巻いた小倉さんが立っていた。

「あの……今、かまいません？」

　私の様子に一瞬怪訝な表情を見せたけど、すぐに気を取り直して、何枚かの企画書を手渡す。

「できたの？　早いわね」

　コホンと眼鏡を直して、受け取った。

　パソコンで打たれた企画書は、この前のミーティングで決まったデザインの売り出し広告。ホームページに載せる要項に、予約販売の数、見込める売上、顧客へのメルマガ配信とか、そんな感じのことが書かれてある。

「この予約販売の見直しが済んだら最終確認をして、あとは作成に取りかかってください」

　私は一度頷いてから、衿えりを正して小倉さんに向き直った。小倉さんも今日は甘さを振りまかず、背筋を伸ばして頷く。

　よし、普通だ。叫びたくなるような衝動は抑えたし、小倉さんにもいつもと変わらず接することができたはず。

　だけど新鮮な空気が吸いたくて、小倉さんが去った後、私も席を立つ。

「高見ちゃん？」

　ポンと肩に手を置かれて反射的に振り返った。

「……お久しぶりです」

「んー？　なんで一瞬間があいたのか聞いてもいい？」

　山都さんの柔和な声は耳に優しく、それに似合う笑顔を貼りつけている。

「山都さん、用事が済んだら早く帰社してください」

「冷たいねー。そんなところも食べたいくらいかわいいけど」

　眼鏡の奥の瞳がからかうような色に変わる。出会ったときからずっと、この人はこんな調子だ。

　山都さんとの付き合いは私が新人のころからだから長くなったけど、根本的に掴みどころのない彼とはまったく波長が合う気がしない。つっけんどんな態度をとっても許されるのは彼のキャラクターのおかげだと分かっているけれど、そもそもそのキャラクターが問題なんだもの。

　思わず眉をひそめる。

「あはは、高見ちゃん？　銅像のように乏しい表情筋がますます残念な感じになってるよー。仕方ないから飲みにでも行くー？」

『仕方ないから』の意味が分からない。

「今日は社長に用事でしたか？　飲みには行きません。絶対イヤです。早く帰れ。それでは次のイベントの広告、よろしくお願いします」

「はは！　随所にパンチ挟むよねー。やばー、踏みつけられたいー」

　この変態エロ眼鏡。

「セクハラですよ」

「なにが？」

　完璧な微笑を添え、優しい響きの声で笑う山都さん。

　もうやだ、この人。会話が成立しない。

　私は息を吐いて負けを悟った。

　ちょうど居合わせた何人かの女子社員が山都さんに群がったので、私は背を向ける。できれば、しばらく会いたくない。

　気分転換するつもりだったけれど、そんな気も失せてしまい、またデスクに座った。

　眼鏡を直して、パソコンに向かい合う。しかし集中しようと思うのに、どうしても関谷さんが思い浮かんでしまう。

　彼の声を聞かなければ済む話ではないことを実感させられた。




　なんとか今日の仕事を終え、帰宅した暗い部屋の電気をつける。ソファにバッグを放れば、同時に携帯がけたたましく鳴り響いた。着信相手は、【松前祥子】。

　右手でシャツのボタンを外しながら、通話ボタンを押す。

《あ、紗織？　あんたなにしてんの？》

　祥子の楽天的な声と、相変わらずの不躾さに少し笑った。

「今、帰ったとこ」

《あそ。あのさー、聞きたいことあるんだけど》

　祥子は含みを持たせるような低い声を無理やり出す。

「なによ」

《あんた……》

　祥子はわざとひと呼吸置いて、息を吸い込んだ。

「だから、なに」

《ついに、関谷さんと朝を迎えたって!?》

　その言葉に呆れる。

『どういう意味か』と聞けば確実に聞きたくもない説明をされるだろうから、すべてを汲くんで、はっきりと否定した。

「迎えてない」

　祥子が言っているのが昨日のことなら、朝は迎えてない。日付はまたいだが。そんなことより、なんで知ってるの？

《えー？　でも一緒にはいたんでしょ？》

　祥子はあからさまに落胆した声を出した後、遠慮がちに聞いた。

「偶然よ、偶然」

《そう！　よかったわね！　まあ、その感じじゃ、まだヤッてないだろうけど。あんたももうお肌の曲がり角な年齢なんだから、そんなんじゃすぐに賞味期限よ》

　『偶然』の返事が『よかったわね』はおかしくない？　というか、『ヤッて』って。なんでそこに飛ぶかな。発言にいろいろと問題がある。

「あんた私世代の女性を全員敵に回すわよ」

　私は溜め息混じりに声を落とす。

《いいわよ。紗織が友達でいてくれりゃあ。それより、あんたは結局、関谷さんとどうなってんのよ》

　サラリと熱い友情を語った祥子は私に言葉を挟ませぬまま、核心に触れた。

「……私が聞きたい」

　ホントにどうなってるのか。

《焦れったいわね。関谷さん、早く押し倒したらいいのに。風邪くらいで情けない。もう大人のくせに、焦じれ恋のなにがおもしろいの》

　祥子の言葉に私は眼鏡に手をかける。

「『焦れ恋』って、なによ」

《焦れ焦れする恋よ！　まあ、初々しくて紗織にはアリかもね。なにか発展したら連絡しなさいよ》

「勝手に恋にしないでよ。それに、なんで祥子が私と関谷さんの事情を知ってんのよ」

　語気を強めると、祥子は《まあ、それは、ねえ？》と歯切れが悪い。

「誰に聞いたの？　関谷さん？」

　でも、昨日の今日で祥子に『私と朝を迎えた』と教えるなんて考えられない。

《違うわよ。新橋さん！　関谷さんが風邪って聞いて、お見舞いに行ったんだって》

「で、関谷さんが私が来てたって言ったの？」

《違うんじゃない？　新橋さんは『女の匂いがしたから、多分高見さんじゃないか』って私に聞いただけだし。私もカマかけただけなんだけど。紗織じゃなかったら、どうしようかと思ったわ！》

　ああ、だから『よかったわね』？　それでもおかしいけど。

　てことは、新橋さんと祥子は連絡を取り合う仲で、うまくいっているんだろう。祥子は妙に子供みたいなところがあるから、新橋さんみたいに大人な人は合うのかもしれない。

　そのまま通話を終えて定位置に携帯を戻そうとしたとき、また携帯が鳴り響いた。

　祥子、なにか言い忘れたことでもあったのかな。

　そう思いながら画面を見ずに取った相手は、聞き慣れた、だけど懐かしい声で私の名を呼んだ。

《紗織ちゃん？》

　誰かなんて、わざわざ確認しなくても分かる。その呼び方をする人は、ひとりしかいないから。

「彰俊？」

　少し緊張した。

《うん。よかった、番号変わってなくて。今、大丈夫？》

　分かっているけど、やっぱり彰俊だ、なんて思う。

「大丈夫だけど、どうしたの？」

　電話をかけてくるなんて高校時代も含めて初めて。むしろ当時は番号も知らなかった。知ったのは卒業式。それも、『今さらだけど……』みたいな流れで。

《紗織ちゃん、会おうよ》

　彰俊はまるであのころみたいに軽く言う。

『紗織ちゃん、帰ろうよ』

　そう言って犬みたいに付いてきた彰俊を思い出す。

　そのせいで、「うん、分かった」となぜか迷いもせず、頷いてしまった。

《じゃあ、明日の七時に》

　そう言って電話が切れる。

　私は携帯を見つめたまま放心した。

　なんで突然、電話してきたの？　偶然再会したから私だってあのころを思い出したし、彰俊だって懐かしくて話したくなったのかもしれないけど……やっぱり祥子のことかな？

　だけど、それ以上考えたところで結論は出ないので、もう鳴り出さない携帯を放り投げて、そのままベッドに寝転んだ。




　翌日、仕事を終えて、彰俊が指定した場所へタクシーで向かう。

　到着したのは、日曜日に偶然再会したセントラルホテルの近くのファミリーレストラン。

　賑にぎやかな店内で形式的な店員の接客を受け、私は隅の席で彰俊を待った。

　飲み放題のセルフコーナーで淹れた、経済的なホットコーヒーを喉に流し込む。

「紗織ちゃん、待たせてごめん！」

　彰俊は入り口から小走りで駆け寄って、開口一番、そう言って謝った。

　ザワザワした店内で勢いよく頭を下げる彰俊。なんだか私が悪いことをしている気分になる。

　時計を見ると、まだ十八時五十分。むしろ私が早く着いただけで、約束の時間よりも早い。

「待ってないよ、大丈夫。彰俊も早く座って？」と指先をおいでおいでと動かせば、彰俊は「うん」と屈託のない笑みを向けながら、私の前に座った。その自然な動作が昔と変わらなくて、なんだか安心した。

「紗織ちゃんより早く来るつもりだったのに」

　フゥと息をつく彰俊。

　私は彰俊の柔らかそうな髪の毛を眺めながら、カップに口をつける。

「なんだか、今日はキャリアウーマンだね!!　紗織ちゃんらしい」

　呆れるくらいの笑顔で彰俊はグッと親指を立てた。

「仕事帰りだから。彰俊だって、スーツ似合ってる」

「本当？　そういえば、紗織ちゃん眼鏡やめたんじゃないの？」

「眼鏡？　ああ、あのときは祥子がうるさかったから」

　そこまで言い終えて、祥子の名前を出した自分に焦ったけれど、彰俊は気にした様子もなく会話を止めることはなかった。

「やっぱり、そのほうが無敵っぽい」

「え？」

「眼鏡。紗織ちゃんはレンズを挟んでも濁った目をしてないから。なんか無敵なんだよね」

　彰俊が真っ直ぐ私を見るから、気恥ずかしくなって眼鏡に手をかけた。

　それからは仕事の話とか、近況報告とか、誰それが結婚したとか、そんな会話が繰り広げられた。

　つまらなくはない。むしろ、彰俊は話上手だし、どちらかといえば無口な私には楽。だけど……。

「ねぇ？」

「ん？」

「なんで今日、呼んだの？」

　まさか、本気でただ世間話をしたかっただけ？

「別に。会いたいと思ったからだよ」

　彰俊はアイスコーヒーをカランと揺らして、あっさりと言った。

「あ、あそう」

　そうなの？　でもこのままではモヤモヤするから、思いきって核心に触れてみる。

「祥子のことかと思った」

　どんな反応をするかと眺めたけど、意外にも彰俊は「祥子ちゃん？　祥子ちゃんは元気？」とキョトンとした顔で聞き返した。

　思わず怪訝な顔をした私に、彰俊はクスッと笑う。

「純粋に紗織ちゃんに会いたかっただけ。祥子ちゃんは関係ないよ」

　曇りのない大きな目には嘘がなかった。だけど祥子を『関係ない』と言う彰敏に戸惑う。あのころはそんなこと、嘘でも言わなかった。

「そう。でも、私に会いたいって……結婚するんでしょ？」

「うん。するけど？」

「ふたりきりなんて、よくないんじゃない？」

　ものすごく今さらながら私がそう言うと、彰俊は一瞬驚いた顔をしてから「ふはっ」と笑った。

「笑うところ？」

　不満顔になる私に、彰俊は「ごめんごめん。紗織ちゃんからそんな言葉聞くとは思わなかった」と楽しそうに笑う。

「どういう意味よ」

　なんだか気が抜けてしまった。無意識に強ばっていたらしい顔の筋肉が緩む。

「芽め依いには、今日は学生時代の友達と会うって言ってあるから大丈夫」

　彰俊は微笑を作る。『芽依』とは、婚約者のことだろう。彰俊から祥子以外の名前を聞くのは、なんだかやっぱり変な感じだ。

「そうなんだ」

「気にするってことは、俺のこと、男って意識した？」

　彰俊は悪戯な色をした淡い瞳で私を覗き込んだ。

「な、なに言ってんのよ！　そんなつもりで言ったんじゃありません」

　大体、あなたは男だからね！

「うん、そうだね」

　彰俊は妙に満足げに頷く。

　からかったのか、彰俊のくせに。

「紗織ちゃんこそ、ちゃんと彼氏には報告してあるの？」

「彼氏って、誰」

「ん？　あのときの。違うの？」

　彰俊の淡い茶色の瞳が、『パーティのときのあの人だよ。彼氏でしょ』と雄弁に語っている気がする。

「あれは彼氏なんかじゃない」

　なるべく感情を込めないように否定する。

　なんでみんな、私と関谷さんをそんな関係にしたがるかな。

「ふぅん？　そうは見えなかったけど？」

　ニコリと笑った彰俊の爽やかさが居心地悪い。

「見えても見えなくてもどーでもいい」

「……相変わらずだね。認めてしまえば楽になるんじゃない？」

「認めるも認めないも、ない」

　私の心の奥を見透かすような笑みから目を逸らす。

「俺初めて見たよ。紗織ちゃんのこと、あんなに優しい目で見る人」

　……優しい目？　そんなふうに感じたこともあるけれど、私だけに向けられるものとは限らない。

「気のせいじゃない？」

「……かわいそう」

　彰俊は右手でポリポリと頭を掻いた。

　誰がかわいそうなのよ。

「彰俊は、結婚式はいつ？」

　見透かされそうな胸の内にベールを張って、話題を変えた。

「来年の春になると思う」

　その曖昧な答えに違和感が過る。

「『思う』って、まだ決まってないの？」

「んー、決まってないというか、実は結婚自体がまだあやふやだから」

　彰俊はサラリと言ったけど、それはけっこうな爆弾発言だと思う。

「どういうこと？」

「話せば長いから、いいや」

「そう」

　私は手元のコーヒーに視線を落とした。

　この流れで詳しく聞かないのはおかしいかもしれないけど、私は彰俊と恋人の事情に関わりたいわけじゃない。彰俊だって望んでない。だから、それ以上は聞かない。

　心を許してないわけじゃないけど、私と彰俊の間にはいつだってそんな距離がある。

　彰俊が力を抜くように息を吐いた。

「やっぱり変わってないね」

　その言葉に俯いていた顔を上げると、彰俊の細まった目と視線がぶつかった。彰俊は少し照れたような、嬉しそうな表情を浮かべている。

「そんなに簡単に変わらないよ」

　小さく笑うと、彰俊も「……そうだね」と笑う。

「彰俊は？　変わった？」

「そんなの紗織ちゃんが判断して？」

　まるで私を試すように眉を上げる仕草や口調の素っ気なさになぜか腹が立った。

「どうでもいい。だけど私は、彰俊の祥子への感情が気になってる」

　結局、彰俊が話題にしないことを敢えて聞いてしまう。

　彰俊は困ったように頭を掻いた。

「……ハァ。相変わらず不器用で真っ直ぐだね。やっぱり紗織ちゃんにはかなわないなぁ。ねぇ、紗織ちゃん、俺変わったかな？」

　気が抜けたような声は、今日私が見た中で一番彰俊っぽかった。

「変わってないように見えるけど、本当のところは分からないよ。だけど、彰俊、私はあなたに変わってほしくない。私の中のあなたは、あのころのままだから。だけどもし変わっていたとしても、それでいい。彰俊は彰俊だし」

　一瞬、『お前はお前だ』と言った関谷さんの言葉が過る。

　そう、彰俊は彰俊。私は私。誰でもない。時間が経てば多少の変化はきっとあるし、それは常に必要なことだと思う。でも、それを受け入れながらも、ただなんとなく彰俊には変わってほしくないと思ったのは事実だ。

　だってあのころ、変わりばえのない私の日常に〝恋〟とはどんなものなのかを、祥子への一途な気持ちで教えてくれたのが彰俊だったから。

　一瞬の沈黙を破ったのは、彰俊だった。

「紗織ちゃん……」

　彰俊はなぜか顔を伏せて、手で口元を塞いでいる。その仕草が私には不可解で、思わず眉を寄せる。

「なに？」

　私の問いに彰俊が顔を上げた瞬間、表情が覗けた。

「……なんか下手な告白よりも愛を感じるんだけど」

　赤い顔で呟く。

　彰俊がそんなことを言うから、私の頬も瞬時に彰俊と同じ色に染まった。

　適齢期の男女がファミリーレストランで顔を赤くして向かい合う。その様子を客観的に考えるだけでも恥ずかしい。

　私と彰俊は桜色の頬をしたまま、ファミリーレストランを出た。




　タクシーが来るまでの時間、横に並ぶ感覚が懐かしい。ひとり分の余裕を開けて並ぶのは、昔から。あのころはそれが当たり前で、今だってそうだけど、離れて過ごした年月のほうが圧倒的に多い今はもっと距離を感じた。

「紗織ちゃん」

　彰俊が口を開く。

「なに？」

「俺ね、祥子ちゃんとはもうちゃんと終わったから」

　彰俊はきっぱりと告げる。どこにも嘘がない表情は、なにかを振り切った大人の顔だ。

「うん」

　ゆっくり頷く。祥子も彰俊も『もういい』と言うのに、私が口を出すことじゃない。ふたりの間にあったなにかを私が知る必要はない。でも、祥子以外の誰かと幸せそうに笑う彰俊はまだ見たくない。

「だけど結婚式には行かないから」

　私はフッと笑う。

「うん。そう言うと思った」

　彰俊の瞳に私が映る。私も真っ直ぐな視線を受け止める。

「紗織ちゃん。俺にとって祥子ちゃんは大事でとても好きな人だったから、きっと忘れない。だけど、もしかしたら紗織ちゃんと一緒にいる祥子ちゃんが好きなのかもしれないって思うことがよくあった。俺にとっても紗織ちゃんは、変わってほしくない特別な人だよ」

　澄んだ夜に車のライトがまぶしくて、彰俊の表情は見えなかった。

　胸が締めつけられる感覚に襲われて、鼻の奥が痛い。動揺しないように私は眼鏡を押さえた。

「ありがとう、私にとっても特別だったよ。彰俊みたいに打たれ強い人、珍しいもの」

　冗談めかして笑って返す。

　すると、彰俊が私の頭をゆっくり撫でた。

「……なにしてるのよ」

　そう言いながらも拒まなかった。確かにあった日々を大事にしたいから。形が違っても、きっとこの温かさは変わらない。

「なんとなく」

　フフッと笑った彰俊の以前と変わらない表情に、私も微笑んだ。

　タクシーに乗り込んで、彰俊を振り返る。彰俊は笑顔で手を挙げた。

「紗織ちゃん！　素直になってね！　後悔しないように！」

　私は苦笑しながら手を振り返した。

　揺れる車内で、私は過ぎ去る景色をぼんやり眺める。

「素直になってね、か」

　思わず呟くと、なぜか関谷さんの気だるい笑顔が頭に過った。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ10―　焦れったい




　帰りついたマンションの前に堂々と存在感を放つのは、目につきすぎるスマートな外車と、車体にもたれかかるモデル体型のシルエット。

　そこはあなたの定位置でも駐車場でもない。

　別に悪いことなんかしていないのに、なぜか後ろめたい気分に襲われて、溜め息でごまかした。

　いつもの無機質な表情を保ったまま、ツカツカと歩く。

　正直、彰俊と過ごした時間の後に関谷さんに会いたくなかった。思い出から現実に戻る、そんな気分になってしまう。そうやっていつも私の目の前に現れるから、今の私の居場所が関谷さんにあると錯覚してしまう。

　ぶれそうな感情に喝を入れて車を横切れば、不機嫌な低い声が聞こえた。

「遅い」

　第一声は簡潔で、不機嫌さをきっちり表すひと言。前にも聞いたなと思えば、いつも私は関谷さんを待たせている気がする。

「関係ないでしょうが」

「ったく。元気そーじゃねーか」

　関谷さんはいつもの調子で軽く笑う。こっちは感情の着地点も分からずグラグラ揺れっぱなしだというのに。

　少し鼻声なのが気になって、あなたはまだ風邪気味じゃないのか、と聞きたくなる。

「おかげ様で元気一杯です」

「あーそうか、それはよかった」

　突き放した口調もまったく効き目がないらしい。

「なんですか？　私は帰って寝るとこなんです。用件なら早く済ませてください」

　関谷さんを振り返ってキッと睨む。

　我ながらかわいくない。なんで関谷さんにはこうも突っかかってしまうんだろう。

「まだ九時だぞ。お前は子供か」

　関谷さんは少し眉を曲げる。あからさまに不機嫌なわけじゃないけど、怒ったかなと思う。だけど、無愛想なのはいつものことだし。

「私の就寝時間に文句つけないでください」

　次から次に出てくる憎まれ口に自分でもイヤになって、関谷さんの車に背中を向けた。

　背中で感じた溜め息と視線。カツン、と関谷さんが動く気配がする。

　今は近寄らないでほしい。あなたみたいに勝手で、なんの気なしに甘い言葉を吐くような人と一緒にいたら調子が狂う。彰俊がバカな誤解をしたのだって、あなたがそんなに簡単に気を許すから……。

「本当、面倒くさい。お前はかわいくない」

　投げやりな低い声がすぐ真後ろで聞こえ、手に持った鍵を思わず落としそうになる。

「知ってるでしょ。面倒くさいんだったら、かまわないでください」

　振り返った瞬間、イラ立ちを押し殺すような関谷さんの瞳に体が動かなくなった。視線が逸らせない。

「かまいたくなるから面倒くさいんだよ」

　関谷さんのストレートな言葉に息が詰まる。

　この人はズルい。こうやってすぐに私を動揺させる。

「女たらし……」

　やっと絞り出した小さな呟きに、関谷さんは「やれやれ」と溜め息を吐いた。

「ま、いいわ。顔見たし、帰る。昨日は悪かったな。看病助かった」

　あっさりとそう言って、関谷さんは「ありがとう、じゃあな」と背中を向けた。

　『ありがとう』？　それを言うためだけに来たの？　電話でいいのに。

　そう思えば、昨日鳴り響いた着信をとらなかったことを思い出す。その瞬間、急激に湧き上がった罪悪感に胸が苦しくなる。

　そのまま私も帰ればいいのに、関谷さんの服に無意識に手を伸ばしていた。

「……なんだ？　俺は帰って寝るところだから、用件なら早く済ませろよ」

　私が放った言葉がそのまま返ってきて、やっぱり怒っているんだと思う。だけど掴んだ服を離せない私は言葉を必死で探す。

「風邪、まだ治ってないんでしょう？　わざわざ来てくれたのにひどい態度で……ごめんなさい。そ、その、電話も取らなかったのは謝ります。ちょっと恥ずかしくて、どうしたらいいか分からなかったから」

　うまい言い訳が見つからなくて正直に言えば、関谷さんは一瞬驚いた後、目を細めて笑った。そして私の腕を掴んだかと思うと、あっという間に唇を塞いだ。

「んっ……！」

　息をするタイミングが分からなくなるくらい、激しい。次第に甘くなって、角度を変えては探ろうと絡まる舌に体の奥が火ほ照てって、めまいがする。

　関谷さんは唇を離すと、悪魔のような笑みを浮かべた。その瞳は、怖いと思うのに、見ていたくなる妖しさがある。

「なっ、なにするん、ですかっ！」

　顔が熱い。ズレた眼鏡が生々しくて、ぶれる視界に関谷さんがまた笑った気がした。

「ズルいんだよ、お前は」

　低い声が脳に浸透する。

「え？」

「お前といると調子狂う。厄介な女だな」

　わずかに苦笑した顔に、『ズルいのはあなただ』と言いたくなる。

　関谷さんは私の頭をコツンと小突いて、「じゃあな」と背中を向けた。その後ろ姿を、私は立ち尽くしたまま、ぼんやり見送る。

「厄介なのは、あなたのほうでしょ」

　そう呟いたときには、もう関谷さんは車に乗り込んだ後だった。

　唇に残った余韻が、好きになんてならないと言い張る意識とは反対の場所でキリリと胸を動かす。

　沸いては消えるなにかが、なんなのか。私は目を逸らすことに精一杯で、なぜ目を逸らすの、とけしかけてくる悪魔の声に理性を総動員して攻撃した。

　関谷さんの行動に意味なんてあるはずない。悪戯なキスはからかってるだけだとしか思えない。誰にでもキスする男なんだから。

　すると、本当に？と悪魔がまた微笑む。堂々巡りだ。

　棒のような足を引きずって、部屋に戻る。

　三度のキスはいつも不意打ちで、だけど今日の深いキスを思い出すと胸が苦しい。

　缶ビールを片手に、それら全部を流し込むようにグイッと飲んだ。




「おはようございまーす！」

　マチちゃんは今日も元気。

「おはよう」

　私は眼鏡に手を当てながら挨拶を返す。

「デザイン、できました？」

　興味津々のマチちゃん。先日、街で今流は行やっている色や柄、同世代の女の子のスタイルを調査して、スナップにしてくれた。彼女は流行に敏感だから、非常に助かる。

「おかげ様で。ありがとう」

　私はニコリと笑う。

　デザインと素材はやっとまとまった。あとはサンプルを上げて社長に提出するだけ。

　ツンと上向きにバストを成形するハーフカップには、透け感のある生地にケミカル刺繍を大胆に施して、胸下ラインは立体的なサテン素材で包む。カラーは濃いめのピンク。エキゾチックでラグジュアリーな下着を目指した。

　イメージしたのは、いつだって自信を持って輝ける素敵な女性。恋愛を結びつけた『大人の余裕』なんて、やっぱりさっぱり分からないから、複雑に考えるのはやめたのだ。

　お気に入りを身に纏って自分に自信が持てれば、きっと余裕が生まれる。経験をスパイスにして表情を変える大人の下着。それが最終的に導き出した、私の『大人の余裕』の解釈だ。

　以前、パーティで元彼に再会してしまったときに、『前を向け』と言った関谷さんに『自信を持て』と背中を押された気がしたのが、影響している。

「そうそう！」

　マチちゃんが、鼻息荒く私の肩を掴んだ。

「なに？」

「これっ！　見ました？」

　差し出したのは、コンビニの目立つ場所によく並べてある女性誌。『見ました？』なんて、いつも見てるかのように聞くけど、デザインの参考にするとき以外、私はこういうのは見ない。

「それがどうしたの？」

「このページ見てください！」

　私の怪訝な顔にもマチちゃんはめげない。むしろキラキラした瞳を向けて、私の目の前にページを広げる。

「あっ」

「驚きました!?」

　堂々と一面を飾るのは、グレーのジャケットをカジュアルに着こなして、ヨーロッパの街並みのような場所を背景に立つ、見知った人。

　マンションに来たあの日から、もう一カ月。あれから会ってない彼は元気そうだ。この写真がいつ撮られたものかは分からないけど。

『今、大注目の最強美男子！　～設計士　関谷司～』

　そんな見出しが掲げられた彼は、寝グセも無精ヒゲもない、爽やかな顔でこっちを見ている。

　……写真映りいいじゃないの。

「あれっ？　驚かないんですか？」

　マチちゃんは不服そうに眉をひそめた。

「驚いたよ」

　うん、驚いた。まるで別人。

　芸能人の特集だと言われても違和感がないほど完成された容姿に、もう一度目を向ける。

「やっぱりすごい人だったんですねー」

　経歴の欄には、受賞した数々の賞が紹介されている。公共の大規模な建築物の設計にも関わっていて、確かにすごい。

　設計士になったきっかけを『アメリカに行ったときに見た日本人の建築物がすごかったから。それだけだよ』とあっさり言ったのに、この歳でこれだけの賞をもらっているなんて……。涼しい顔をしているけど、相当努力したんだろう。

　結果を残さなければ、すぐに辞めさせられるから？　きっとそれは違う気がした。泥臭さなんて微み塵じんも感じさせないけど、彼には芯の通った強さがある。

「マチちゃん、仕事しましょう」

　私は小さく息を吐いて、まだ関谷さんへの賛美を述べ続けるマチちゃんを小突いた。

　マチちゃんが彼を褒めるたび、私には別世界の人のように思えてくる。

　苦笑する顔も、口元だけ上げる意地悪な笑みも、色気のある微笑も、迫力のある冷笑も、下らないことで破顔する飾らない素の笑顔も見たことがあるのに、雑誌を飾るこの人は、それらとはどうしても結びつかない。

　知っているようで、知らない人。それを目の当たりにした気分になって胸の辺りが苦しい。

　私は関谷さんのことをどう思ってるんだろう。

　見ないふりはもうできない感情があるのは、燻くすぶるこの胸の内でも理解している。だけどそれがなんなのかなんて、はっきりした言葉にできない。

『絶対好きになんかならない』。

　出会った日にそう言ったのは私なのだ。今ある感情を認めたく、ない。

　トカゲとにらみ合いしたり、おかゆが嫌いだと子供の様な事を言ったり。かと思えば高級ショップで女性に慣れた態度をとってさりげない優しさを見せる。

　いくつもの顔を見せる彼に惹かれないといえばウソになる。

　けれど、『おもしろいから俺を好きにさせてやる』なんて理由で振り回されたくない。

　霧がかかったみたいにモヤモヤして、定まらない自分の感情が焦れったい。

　ただ、あの日私を待っていた関谷さんを思い出して、熱が巡った。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ11―　そんな感情




「紗織さん！　大変です！」

　昼食を終えてオフィスに戻ると、マチちゃんが焦ったように私の手を掴む。

　どうしたのかと聞けば、「小倉がやらかしてます！」と大声で叫んだ。

「とにかく来てください」と腕を引かれる。企画室に向かいながら事の経緯を簡単に話され、頭のどこかが引きつりそうになった。

　企画室の前には、既に数人の社員が群がっていた。

「しらばっくれないでよ！」

　巻かれていない茶色の髪に一瞬、誰だか分からなかったけど、視線の中心にいたのは小倉さんだった。甲高い声にいつもの甘い響きはなくて、今にも噛みつきそうに取り乱している。

「だから知らないって言っているでしょ？」

　反対に、冷めた目で淡々と答えるのは藤本さん。

　仲よしふたり組なのに、今はそうとは言いがたい剣けん呑のんな空気になっていた。

「どうしたの？」

　パンパンと手を叩いて企画室へ入れば、小倉さんがダンッとテーブルを叩いて、パターンを私に突きつけた。パターンとは、下着の型紙のことで、小倉さんがデザインしたそれは、鉛筆でグシャグシャに塗りつぶされている。

「縫製したサンプルはゴミ箱に入ってました。和かず美みが、和美がやったんです！」

　和美というのは藤本さんの名前だ。

「……本当なの？」

　藤本さんに視線を移せば、「知りません」とプイと目を逸らす。

「このっ！」

　小倉さんの髪が逆立った気がした。藤本さんに掴みかかろうとする小倉さんを押さえて、「とりあえず場所を変えましょう」と言うけれど、小倉さんは止まらない。

「和美！　そんなにイヤだったなら、なんで言わないの？　自分だって好きなら、盗られたくないなら、そう言いなさいよ！　こんなことで八つ当たりなんてバカじゃないの！」

　小倉さんは無言の藤本さんを睨む。

「陰険！　だから、あんたは捨てられたのよ！」

　小倉さんがそう言い終える前に、パァァンと頬を打つ音が響いた。

「黙れよ！　この淫いん乱らん女おんな！」

　普段の大人しい藤本さんからは想像もつかない言葉に息を呑む。

　小倉さんは一瞬ポカンとした後、頬を押さえて睨みつけた。

　これは、危険だ。

「ふたりとも！　いいから来なさい!!」

　収拾がつかない事態に、私は久しぶりに怒鳴り声を上げた。

　好奇心で群がる社員に「仕事に戻って」と鋭い声を出して、ふたりの腕を掴んだまま、今は誰も使ってない資料室にズンズンと向かう。

「主任！　痛い！」

　小倉さんが腕をブンブン振るからあっさり離すと、よろめいた。

「とにかく、ふたりとも落ち着いて」

「私は落ち着いています」

　藤本さんはさっきの暴言が嘘のように取り澄ました顔をして、小倉さんがそれにまたキッと睨む。

「経緯は大体聞いた。藤本さん、あなたがやったの？」

　マチちゃんが簡潔に話した内容は、藤本さんの彼氏を小倉さんが盗った、ということだ。そして企画室の状況を見るに、小倉さんのパターンが誰かにめちゃくちゃにされて、その犯人が藤本さんだと詰め寄っていたところらしい。

「違います。もう行っていいですか」

　淡々とした藤本さんに「はぁ」と溜め息を吐き、「そう、じゃあまた後で話を聞くかもしれないけど、行っていいわ」と退室させる。

「なんでっ！　主任には関係ないでしょう！」

　小倉さんが声を上げたのを見て、私はもう一度大きく溜め息を吐いた。

「あなたの色恋沙汰には確かに関係ありません。だけどこれは仕事の話でしょう？　関係ないわけないじゃない。それから、藤本さんが違うって言ってるんだから犯人捜しは後にしなさい。とにかく座って」

　目についた折り畳みイスに小倉さんを座らせ、目の前に立つ。

「あれは描き直した分のパターン？　原紙は失くしたの？」

　私の言葉に、小倉さんはばつが悪そうに俯いた。

「……あります」

「そう。サンプルがゴミ箱にあったって言ってたけど、切り刻まれたとか、そういったことは？」

「そんなことしたら本気で殴ってやります」

「じゃあ無事なのね？」

　茶色の髪が揺れた。肯定を示すそれに安堵が漏れる。

「それなら問題ない。サンプルを解いて、もう一度書き直しましょう」

　私の言葉に小倉さんは疲れたように息を吐く。

「……主任には分かりませんよ。デザインだってすぐに浮かぶし、パターンだってさっさと引けちゃうし、縫製だってうまい。私はどれも得意じゃない。パターン引くのなんか嫌いだし」

　ボソボソと落とす声に、少し呆れた。

「それ、どこの超人の話？」

「え？」

「デザインなんてすぐに浮かばないし、パターン引くのは慣れただけ、縫製も同じ。初めからなにもかもできるわけないじゃない。それにあなた、仕事は遅いけど丁寧だし、安心して見ていられるわよ」

　すると、小倉さんが弾かれたように顔を上げた。

「あなた、なんのために仕事してるの？」

　ランジェリーデザイナーは専門職だ。これをわざわざ選んだのだから、小倉さんだって仕事が好きなはず。社長に任されたとき、嬉しそうな顔もしてたし、嫌いだなんて言わせない。それにどんな事情であれ、犯人もサンプルはゴミ箱に捨てただけだったんだから、多少なりとも思うことはあったんだと思う。

「私……」

　小倉さんは唇を噛んで、大きな瞳に涙を浮かべた。

「手伝うから、やり直しましょう。こんなことをされて腹が立つのは分かるけど、これで終わりじゃない。あんなに怒るくらいだし、小倉さん負けず嫌いでしょ。パターン練り直して、もっといいの作ったらいい。というか作れ。私ならピーピー騒ぐ前にそうする。そもそも、こっちに一回見せに来い。サポートするっつったの忘れたのか。ということでがんばりましょう」

　手を差し出せば、小倉さんは目を白黒させた。

「え、あの、しゅ、主任？　今、暴言が挟まってませんで、した？　それに……いい気味だ、とか思わないんですか」

　疲れた声を出しながら、小動物のような大きな瞳が上目遣いでこちらを見る。

「なにが？　プライドひとつ守れないで、いい仕事はできません。これは昔、私が社長に言われた言葉だけどね。あなたはプライドを守ったように見えた。すごい形相で、若干引いたけど。いいんじゃない？」

　小倉さんはなにかを考えるように下を向いた後、今度は前を向き、はっきり目を合わせて頷いた。

　小倉さんが私の手をとる。ニコリと笑うと小倉さんも笑った。

「さあ、戻りましょう。あなた、あれだけ騒いだんだから相当気まずいけど大丈夫？　それと藤本さんには謝りなさいよ。彼女だとは限らないんだから」

　強く言い聞かせるように言うと、小倉さんはいつものアンニュイな笑みを作って立ち上がった。

「はぁい。全然、大丈夫ですぅ。というか主任の手って硬いですねー、ゴツゴツ～」

　いつもの甘えた口調に戻り、キャハッと笑う小倉さん。そのままフリフリと腰を振って背中を向けた。

　か、硬いって……。なに、その変わり身の早さ。

　思わず自分の手を見下ろして、目の端がピクリとする。

　小ジワが増えたらどうしてくれるの……。

　胸の内で悶えていると、小倉さんがドアに手をかけて止まった。

　今度はなに？と眉を上げれば、「……ありがとうございました」と俯きながら小さく呟く。

　その表情は見えなかったけれど、わずかに耳が赤くなっていて、やれやれと笑った。




　デスクに戻れば、マチちゃんが小声で「どうでした」と窺う。

「大丈夫よ」と答えると、「いつかやらかすと思ったんですよ」と大きく息をついた。

　そういえば、そんなことを言っていたかもしれない。

　だけど小倉さんはあの状態が嘘のようにいつも通りになっていて、「和美～、さっきはごめんね～。よく考えたら、私けっこう嫌われ者だったぁ」と、ちょっとイラッとするテンションでペロッと舌を出して謝っていた。

　やっぱりすごい、その変身スイッチ。大した子だ。

『犯人捜しは後にしなさい』と言ったけど、小倉さんのあの調子なら多分、大丈夫だろう。チャラチャラしているように見えるけど、仕事ぶりは真面目な子だ。

　あんなに激高したのだって、連日、根を詰めてがんばっていたから、糸が切れたんだろう。

　私もこれから、また忙しくなる。恋愛脳に振り回されてる場合じゃない。

　オン・オフの使い分けを今まではできていたのに、関谷さんに出会ってからは狂わされっぱなしだ。小倉さんを見習わなきゃな、と思った。




　今日は疲れた。とにかく疲れた。

　だけど忙しいのは嫌いじゃない。余計なことを考えなくて済むから。あとは趣味でもあれば、モノクロな毎日に多少の色を添えてくれるとは思うけれど、残念ながらない。

　定時より大幅に遅れて会社を出る。

　季節の変わり目のこの時期は、雨が降ったり急激に温度が下がったり、真夏日が続いたりと、まるで定まらない。薄いシャツの上から、疲れた体を撫でた。

　マンションまでの道のりを歩くことさえもおっくうだ。やっぱり徒歩三十分の距離に耐えられる体じゃなくなってきたんだろうか。

　そんなことをブツブツとこぼしながら横断歩道で立ち止まる。頭を上げた先にスーツ姿のシルエットを捉えて、妙に見知った人影に目を凝らした。

　レンズ越しでも目立つオーラは他を圧倒していて、思わず見とれてしまうのは仕方ないのかもしれない。

「新橋さん？」

　私が声をかけるのと同時に、彼もゆっくりと後ろを振り返った。

「ああ、高見さん。いつもこんなに遅いの？」

　新橋さんは私に気づくと、頭を傾げた。

　いつも通りの爽やかな好青年。だけど瞳は笑っていないし、声のトーンが妙に冷たいのは気のせい？

「いえ、今日は残業で」

「こんな時間にひとりで？　危なくない？　まあ、どうでもいいけどね」

　口元だけ上げる乾いた笑み。口調にも違和感を感じる。

　居心地の悪さに、私は思わず眼鏡に手をかけた。

「車だから送るよ」

　新橋さんは路肩に停めてあるクラシカルな車を指差した。顔には王子様スマイルが戻っている。

　先ほどまでの違和感は私の勘違いなのかな。といっても、いつもと違うなんて感じるほど、新橋さんのことを知らないわけで……。

「高見さん？」

　私の思考を遮るように、新橋さんは私を助手席に促す。その有無を言わせない雰囲気に、私は喉を鳴らしただけ。

　座り心地のいい車内に、スローテンポなクラシックが小さな音量で流れる。彼の風貌に似合いすぎて感心するくらいなのに、なぜか重いと感じる空気に私は口を閉ざしてしまった。

　……疲れる。なぜか二割増しに疲れる。

　運転は優しいのに、私ひとり、その空気に耐えられない。

「あの、新橋さん」

　沈黙を破ったのは私だ。けれど新橋さんはこちらを向きもせず、無言でハンドルを操作している。

「送ってもらって申し訳ないですけど……道、こっちなんですが……」

　新橋さんは、確実に私のマンションとは反対方向へと車を走らせている。というか、基本的に新橋さんは私の家を知らない。

　最初に説明しなかった私が悪いけど、新橋さんからの返事は予想外だった。

「うん。知ってるけど？」

「はい？」

　それ、どういう意味ですか？

　しかし怪訝な顔をした私にかまうことなく、新橋さんは不気味なくらい無表情を貼りつけている。そのまま車をＵターンさせるでもなく、ただ走らせ、車通りの少ない国道の路肩に停まった。それからこちらをクルリと振り返って、さらに追い討ちをかけるひと言をサラッと言い放った。

「男の車にのこのこ乗り込んでるんだから、それなりの覚悟はしてもらわないと」

　ええ!?　……イマ、ナンテイイマシタ？

　聞き間違いかと思う口調に一瞬、思考が止まる。だって目の前の彼は無表情をやめて、王子様スマイルで微笑んでいるから。

「……というわけで、どうする？」

　新橋さんは私の顔色なんかまったく気にしない様子で続けた。

　……どういうこと？　で、私はどうなるの？

　呆然と固まったままの体をさらに硬直させる。呑み込めない状況にパチリと瞬きしたとき、新橋さんの手が私の指先を掴んだ。

　ビクリと確実に拒否反応する私に、新橋さんはフゥと息をつく。

「僕はダメで、司ならいい？」

　新橋さんの言葉は理解するのに時間がかかる。まるで異世界だ。

「な、にを」

　やっと口にしたのは、そんな短い言葉。

「君はもっと頭のいい女だと思ってたけど」

　掴んだ指先のように冷たい口調が、背筋にイヤな感覚を走らせる。

「なんの話、ですか？」

　硬い声が私の口からこぼれた。

「それとも、この場所が気に入らない？　ファミレスならよかった？」

　その口調に似合う毒々しい微笑は妙な圧があって、うまく回らない私の思考回路は『ファミレス』にやっと反応した。

　彰俊と会っていたのを見られたの？　この攻撃的な新橋さんの原因はそれ？　でも、なぜ……。彰俊と一緒にいたからといって、今、偶然出会った新橋さんがこうなる理由が分からない。

「まあ、いいよ。僕は今、君を食べたい。いいかな？」

　新橋さんのキレイな口元が、まるでスローモーションのように弧を描く。そして、捕らえた私の指先をカチと噛んだ。

　ずきりと痺れた指先に、めまいがする。

　猫のように大きな瞳は、逆らうことなど許さないと妖しく色を変えて、本当に食べられてしまいそうな感覚に落ちる。

　新橋さんがなんでこんなことをするのかなんて知らないし、どういう反応を望んでるのかも分からない。

　だけど私は、なんとか頭を冷静に保とうと、必死だ。

　彼の言う『食べたい』がなにを意味するのか理解できないほど、バカでも子供でもない。

「……新橋さん、安い挑発は価値を落としますよ」

　掴まれた手を払いのけて眼鏡を直すと、今度は新橋さんの表情が一瞬止まった。

「仮に求めるのがお金であれば、低金利で貸付します。ただ、男女のデリケートなお話でしたら、まったく期待に応えられないので、他を当たってください。『食べたい』って冗談やめろ。個人的なお話でしたら、まずはこの距離を変えて話し合いましょう」

　息継ぎする間もなく一気に言い終えるまで、私の頭の中は見事に空っぽだった。

　新橋さんはその大きな瞳を一度パチリと閉じる。長い睫毛が揺れて、アンティーク人形のように精巧な顔立ちは邪気を飛ばした。

　一瞬の沈黙の後、新橋さんは「……プッ」と吹き出した。

「……高見さん、おもしろすぎ」

　爆笑と共にうっすら涙さえ浮かべて、新橋さんは透き通るキレイな声を向けた。

　私は呆あっ気けにとられて、その光景をバカみたいにただ眺めることしかできない。

「……高見さんみたいな女、いるんだね」

　いつかどこかで聞いたことのあるようなセリフを彼が呟くまで、恐らく口を開けてポカンとしていたに違いない。

　新橋さんはひとしきり笑った後、やけに清々しい顔でニコリと笑った。

「ごめんね？　からかっただけだから安心して」

「えっ？」

　……からかった、だけ？

「心配しなくても高見さんを襲うほど餓えてないし、お金にも困ってないから」

　その微笑には、もうなんの毒も含まれていない。

　全身を包んでいた緊張感はゆっくりとほぐれていくのに、肩に入った力は抜けない。

　妙な羞恥で顔は熱くて、ジワジワと湧いてくる怒りで目の奥まで熱い。今さらながら背中に冷や汗が伝ってきて、私はただグッと唇を噛んだ。

「……高見さん？」

　俯いた私を覗き込むように首を傾げる新橋さんの気配がする。

　ああ、もうこの人、王子なんてかわいいものじゃない。見なかったふりをするから、この場から去らせて。そして、今日という一日を丸ごとなくしてほしい。

「……ごめんね？」

　低くて穏やかな声が耳元に聞こえて、私は短く「も、いいです」と呟く。

　家に帰りたい。帰って、カーペットの上で三回転ぐらいゴロゴロしたい。

「へぇ。司の気持ち、ちょっとだけ分かるかも。いじめたくなるよね。無意識？」

　新橋さんは意味不明な言葉を落とすと、ゾクリとするくらいキレイに笑った。

「演技です、とでも答えればいいんですか！　もういい加減にしてください！　帰りましょう!!」

　いじめられたいなんていう趣味はない！　断じてない！

　鋭い声を出せば、新橋さんは楽しそうに笑って「仰せの通りに」と車を発進させた。




　結局、私は無事にマンションまで送り届けられた。

　垣間見た新橋さんの二面性は、帰りの車の中ではいつも通りの優しさと誠実さを纏っていたから、夢だったんじゃないかと思う。その一方で、指先にうっすらと残る歯型の跡が、夢なわけないでしょと嘲笑う。

　噛まれた中指をさすると、新橋さんがそれに気づいて、「……ああ」と声を上げる。

「驚いた？　基本的に僕、そんなに紳士じゃないから。据え膳はおいしくいただくし、キツイ言葉でいじめるのも大好きだし」

　そう言って晴れやかに笑った。

「……素敵な性格ですね。できれば知りたくありませんでしたけど」

　溜め息をついた私に、新橋さんはクツクツと笑う。

「いいじゃん、僕も楽だし。大体さ、司と高見さんは見てて焦れったいからいけないんだよ。さっさとどうにかなればいいのに」

「私と関谷さんは別にそんな関係じゃないです」

　あっさりと大胆な発言をする彼に煽られて、少し感情的になったかもしれない。

「高見さんさぁ、鈍いのもほどほどにしないと失礼だよ？」

　呆れたように言う新橋さんの表情は、その口調と同じく小バカにしたものだ。

「どうしろって言うんですか」

「はっきりさせなよ。少なくとも、僕の知ってる司と、高見さんの知ってる司は違うよ。あしらい方も口説き方も突き放し方も知ってる大人の男だ。パーティのときさ、驚いたよ。男と話してるくらいで駆け寄るなんて初めて見た。もちろん、これまでだって関心を持った子もいたけど、自分の時間よりも相手の時間を尊重するタイプじゃないし、煙草の煙を気にする優しさもない。靴が痛いとか分かるような器用な男でもない。いや、分かっていても気にするかどうかは不明。なんにせよ、熱があるくらいで自分のテリトリーに女を上げたりしないよ」

　そこまで言い終えると、新橋さんは「どういう意味か分かる？」と首を傾げた。

「まあ、司の本心なんて知らないけどね。だけど、司は俺にとって特別だから。曖昧な感情なら近づかないでくれる？　それとも、本当に僕にしとく？」

　微笑んだ笑顔は見とれるくらいキレイなのに、トゲがあった。

　関谷さんが女性に対してどれだけ冷たい男なのかってことを言いたいわけじゃないのは理解できる。というか新橋さんの、関谷さんに対する愛が溢れていて、もうふたり付き合っちゃいなよ、と言いたくなるほどだ。

　だけど私と関谷さんの関係って、いったいなに。好きにならないと公言した女を好きにさせる。関谷さんの行動は、それだけのためじゃないと言い切れるの？

　新橋さんの確かすぎる友情は感じたけど、私は関谷さんからなにひとつ確かなものなんてもらってない。新橋さんが言うように、関谷さんの本心なんて分からない。

「そういえば、ファミレスの彼はパーティで話してた彼だよね？」

　新橋さんが思い出したように声を上げた。やっぱりあの日、彰俊と一緒のところを見ていたらしい。

「司が割り込みに行った男と一緒にいたら、気になるでしょ？　本当は優しく聞くつもりだったんだけど、いちいち電話して確認するのも癪だし、祥子サンは使えないし。忘れかけてたら、呆けた顔で立ってるし。イライラしちゃって素が出た」

「あれは、そういうんじゃなくて……」

　どこをどう脚色したら、そうなるの。大体なんで、こんな言い訳がましいことを考えなくちゃならないのよ。それに、祥子？　祥子にも聞いたんだ。

「そういうんじゃない？　じゃあ、なに？」

「もう勝手に解釈してください」

　新橋さんの蜂の巣をつつくような口調に疲れた私は、やっとそれだけ呟く。

　素の新橋さんは厄介だ。ずっと仮面を被ったままで会話をしてくれないかしら。

　肩で息をした私に新橋さんは鼻で笑ってから、「それ本気で言ってんなら、さっきの続きするよ？」と圧を含んだ涼しい声で言った。

「ま、いいや。なんにもないのは、なんとなく分かったし。高見さん、経験薄そうだし、二股かけるような小悪魔的魅力もないし。僕が気にする必要はまったくないね」

　新橋さんははっきりと失礼な言葉を発して、私にニコリと笑った。




　部屋に帰ってからソファに身を投げ出す。

　今日はこれ以上なにも考えたくないのに、頭の中はグルグルと回り始める。

　新橋さんの言葉ひとつひとつを思い出せば、この先これ以上悩むことはないんじゃないかと思うほど、思考の渦にはまってしまう。

　できれば、このまま眠りにつきたいのに。

『……とにかく、司はまだ体調万全なわけじゃないから。今度何時間も待たすなんてことしたら、確実に泣かすからね』

　新橋さんは帰り際に確かにそう言った。

　どういうことなのかを聞く前に車はさっさと発進してしまったけれど、それが彰俊と会っていた日を指すなら、私はどれだけ間が悪いんだろう。

　たったあれだけの短い会話のために関谷さんが長い時間待っていてくれたなんて、思いもしなかった。

　ゴトリと胸が疼く。

『はっきりさせなよ』

　新橋さんの言葉が頭を過る。

　きっと彼が言いたいのは、〝好きか嫌いか〟、それだけの単純なことだ。だけど、そうすれば間違いなく私と関谷さんの関係は変わってしまうだろう。

　私には、その勇気がまだない。

　みんなどうして私の感情を置き去りにしたまま、前に進ませようと急かすのか。

　だけど、叫びたい衝動と一緒に頭を占めたのは……。

　関谷さんに会いたい。

　焦がれるような感情が私を支配していた。
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　日曜の午後の、ザワザワと騒がしい店内。円形のテーブルに向かい合わせで座る祥子は、片方の眉だけ器用に上げた。

「なんであんたは、ひと言でも近況を寄越さないの」

　丸いフォルムの真っ赤なチェアに収まるスリムな体型。膝丈のスカートから、細くて長い足を惜し気もなくさらしてクロスさせている。

　長い指先で不機嫌そうにテーブルを叩く祥子は、不満げな表情をしたままだ。

「忙しかったから。毎日バタバタしてたし」

「忙しいって、連絡する時間くらいあるでしょ？　あんまり待たせるとキレるわよ、私もいい加減」

『半分キレてるじゃない』と言いたい言葉は、苦めのコーヒーと共に飲み込んだ。

　このままでは埒が明かないので、会話を変えなくては。

　湯気でレンズが曇るのを見ながら、私はまだ機嫌の直らない祥子に一度咳払いをする。

「……新橋さんとはどうなの？」

　あの日、新橋さんに拉致られてから数日。このふたりは実際、どうなっているのか、気になっていた。

　そもそも祥子は、彼の二面性についてどう捉えているんだろう。

　祥子は、キレイにアイラインを引いてマスカラを施した瞳を二倍くらいに見開いて、私を見つめた。それから、艶やかな口元を魅力的に上げる。

「……多空ね、あれはただの関谷バカの変態よ」

　楽しげにニコリと笑って、耳を疑うひと言をくれた。

「……は？」

「それより、私の恋愛事情に興味持つなんて初めてじゃない？」

　ポカンとした私にかまわず、祥子は声を弾ませる。

　まったく話が噛み合わない。

　とりあえず溜め息を押し込めた。

「心配しなくても、紗織にはなんでも話すわよ」

　不機嫌さはどこに消えたのか、テンションの上がった祥子はいっそう声を弾ませる。その笑顔に、カフェに入ってきた男性客が目を奪われていく。

　祥子は迫力のある美人だけど、こういうところはかわいい。祥子の外見だけが他人を惹きつける要素じゃないとはっきり言える、打算的でない素直な態度。

「多空はね、ちょっと変わってるわね。確かにキレイな男だけど、ダメよ、変だもの。あれと恋愛するなんて考えられない。変態だし。恋人とか冗談じゃない。だけど、関谷さんに対する友情は笑えるくらい素直だから、共同戦線を張ったのよ」

　祥子は優雅にコーヒーを飲みながら、淡々と言う。

「共同戦線？」

　いったい、なんの共同戦線を張ったのか。それに、パーティの日は新橋さんといい雰囲気になりかけていたような気がするんだけど。恋愛感情が持てなくなったということは、今日までに彼となにかあったんだろうか。

　新橋さんの二面性を思い出せば、『変』と言い切る祥子にもなんとなく納得がいく。だけど口調にどこか親しみが込められている気がするから、言葉ほど悪い感情は抱いてないと思う。

「それで、共同戦線って？」

「フフ。ただの情報交換よ。多空はね、関谷さんが大好きなの。だから、関谷さんが興味を持った女は品定めしたい。そういう面倒くさい男なのよ。そして私は紗織に恋をしてほしい。別に関谷さんじゃなくてもいいのよ、そんな気持ちになってくれれば。だけど今、一番可能性が高いのは関谷さんかなって。そのための共同戦線よ」

　祥子がニマッと笑う。

　つまり、新橋さんは関谷さんに関わる私を値踏みしてるってこと？　厄介な同盟を組んでくれたものだ。

「だからといって、余計なことは絶対にしないでよ」

　キツイ声を出せば、祥子が「もちろん」とニッコリ笑う。

「それで、新橋さんが『変態』っていうのは？」

　素朴な疑問。指を噛んだりする人だから？　それって変態？　それとも、山都さんみたいに下ネタ全開なんだろうか。

　すると祥子は、飲みかけていたコーヒーをブワッと吹き出しそうになり、口元を押さえた。

「もっと上品に飲みなさいよ」

　眼鏡を直しながら、注意する。

「あんたが変なこと言うからでしょ！」

　祥子は少し頬を染めて、私に抗議した。

「変なこと？　どこが？　普通に気になっただけだよ。名前で呼ぶくらい親しくなったんでしょ？」

「……あんたって、鈍いんだか鋭いんだか、さっぱり分からないわ」

　祥子はなぜか顔をさらに赤くさせた。




「やっぱり……色気がないわね」

　出張から戻ってきた社長が開口一番、私に言ったのは、残念なひと言。

「高見ちゃん、肌荒れはストレスの象徴よ。きちんと心も体もケアしなきゃ」

　そう言って、棚から取り出した有名ブランドの保湿ケアの試供品を大量にくれる。どうやらデザイン云うん々ぬんの話じゃないらしい。

「肌荒れ、ですか」

　ポツリと呟けば、社長はポンッと私の肩を叩く。

「艶が出てたのにねー、このごろ。なんかあった？」

　友達感覚の口調は相変わらずで、私は眼鏡を直しながら社長に向き直った。

「……変わりありませんが」

　フゥと息をついて、淡々と言葉を吐く。

「高見ちゃん。女は、変わりない日々の中で刺激的ななにかを求めて羽ばたくべきなのよ。羽ばたきなさい！」

　社長はグロスに濡れる唇をクッと曲げて、パチリとウインクする。

「は、はぁ……」

　社長、ちょっと意味が分かりません。

「あ、そうそう。山都が『今夜空けといてね！』だって」と社長は軽やかに、ますます肌荒れの原因になりそうなひと言をくれた。

　山都さん。優しくて知的で物腰が上品という鎧よろいを纏った腹黒眼鏡。

　もう溜め息しか出ない。あの妙なテンションに付き合わされるのかと思うと、頭が痛い。あの人の誘いはいつも急だ。『飲みにでも行く？』なんて軽いノリのときは断ってもいい。だけど、『空けといてね！』と言うときは、よほどの用がない限り強制参加で、断ったらネチネチとイヤミを言われること間違いない。

　私は、帰社時間なんか来なければいい、と深く息を吐いた。




『とわ』と書かれた居酒屋の暖の簾れんをくぐる。五席の座敷とカウンターだけの狭い店内は、落ち着いた照明にほんのりと照らされ、名店のような上品さを醸し出している。

「高見ちゃん、いつも通り早いねぇ。今日も仏頂面に磨きがかかってるねー」

　柔らかな声によく似合う二枚目眼鏡なのに、その軽い口調はどうにかならないの。

「……恐れ入ります」

　カウンターに座る私の隣に山都さんは腰を下ろした。

「みっこちゃんは一緒じゃないのー？」

　みっこちゃん……つまり、光子ちゃん。社長のことを『みっこちゃん』だなんて呼ぶのは、この人くらいだと思う。

　私が入社した当時から、社長と山都さんは仲がよかった。ふたりによく飲みに連れ出され、そのたびに社長を『みっこちゃん』なんて呼ぶ山都さんを軽く尊敬したものだ。

　何年か前、私と同期で入った女の子が、社長の気を引きたいのかなんなのか、一度社長を名前で呼んだことがある。

　その瞬間、空気ががらりと変わった。社長を取り巻く威圧的な雰囲気は、今でも忘れられない。

　社長は絶対零度の瞳でニコリと笑って、『名前で呼ばないでちょうだい』と冷ややかに言った。

　その女の子はしばらくして会社を辞めた。もともと、『合ってない』とぼやいてたから理由は知らないけど、あれが決め手だったんじゃないかと思わずにはいられない。

「社長は今夜はジムだそうです」

「ふーん。それにしてもみっこちゃん、あれ以上体鍛えてなにになるつもりだろうねぇ」

　山都さんは相変わらず晴れやかに毒を吐いて、ニッコリ笑った。

「いつか山都さんを倒してくれたらいいなと思います」

「はは。ひどいなー」

　気にした様子もなく山都さんは笑った。

　山都さんと飲むのは久しぶり。前はよくこうして肩を並べたけど、部長という肩書きに変わった彼は忙しくなって、ほとんど一緒に飲むことはなくなった。社長とはよく飲んでいるみたいだけど。

　適当に料理の注文をして、まずはビールで乾杯する。

「高見ちゃんさ、恋してる？」

　山都さんはグラスを置くとイスの背に体を預けて、軽すぎる口調で私に聞く。不意打ちな質問も、この人の会話のペースを考えたら全然違和感がないから恐ろしい。

　社長に同じことを言われたのが遥か昔な気がして、少し笑った。

「……してません」

　私は一瞬思い浮かんだ顔を振り切るようにグラスを空けた。

　山都さんはまるで返事に興味なんてなかったかのように、「へぇ」と息を抜く。

「高見ちゃん、基本的に素材は悪くないんだよねー。スタイルも悪くないし、できる女の空気もイヤミじゃないし。なのに……」

　眼鏡越しの瞳が私を探るように覗く。褒められているのかもしれないけど、後に続く毒舌が楽に予想できて、私は片方の眉だけ上げた。

「まったくモテないよね？　きっと性格が邪魔してるんだろうね」

　サラリと痛いところを突いているのに、独特の口調のせいで親切な助言に聞こえてしまうのがつくづく不思議だ。

「ええ、性格にひどく難がありますから」

　私は視線を逸らさないまま、淡々と息を吐いた。

「うんうん、難だらけ」

　まったく否定せず、子供みたいに無邪気な笑顔を向ける山都さんに軽く舌打ちする。

「高見ちゃんはね、隙がないわけ。惹きつける女の子ってのはー、二種類しかないんだよ。天然で隙のある子か、分かってて隙を見せる子」

「別にモテたいわけじゃありません」

　モテてどうするの。何人も相手にして経験を積めば、いい女ってわけじゃないでしょう？

「そーやって、妙なバリア張ってるからダメなんだよ」

　山都さんは人のよさそうな二枚目笑顔を崩さない。

「困ってませんから」

「困るよ、見てて困る。長い付き合いになるとさ、たまには高見ちゃんの隙が見てみたいと思う」

　この人は酔っているんだろうか。

　答えに困って、フゥと息を抜く。

　そのとき、タイミングよく静かな店の扉が開く音がして、私は不自然なほど自然に彼の瞳から視線を外した。だけど目を向けるべきじゃなかったと後悔するのは、すぐ。

　扉を開けたのは、無造作な黒髪に切れ長の瞳をした、整いすぎた顔。伸びた無精ヒゲさえ色気がある男の人だった。

　――ドクン。

　なんで今さら、見慣れた人の姿を見ただけで緊張感が走るのか。会いたいと素直に思ったどうしようもない感情は、タンスにしまって鍵をかけていたのに。

　扉の前に立つ男性……関谷さんとの視線は、容易に絡んだ。

　関谷さんの瞳が私を捕らえて、一瞬だけ、ホントに一瞬だけ細まる。小さく「よぅ」と口元が動いた気がした。

「……高見ちゃん？　知り合い？」

　横から怪訝な声が聞こえる。

　山都さんの疑問文にコクリと頷いた。そして関谷さんから視線を逸らして、ビールを飲み干す。

　それを見て、山都さんはおかしそうに口元を綻ばせた。

「キレイな子、連れてるね」

　悪魔みたいな呟きにハッとして、また後ろを向きたい衝動をグッと堪える。

　……別に関谷さんが誰といようがかまわないじゃない。冷静に考えれば、そりゃあそうだ。彼みたいな男を女が放っておくわけない。

　そんなこと分かりきっているのに、私はなにをこんなに動揺しているんだろう。

　しっかりしろ、と頭を振る。

　黙々とアルコールを口に運んでいると、山都さんの視線を痛いくらい感じる。

「高見ちゃんの元カレ？」

　もう、この人、既に興味津々じゃない。

「違います」

「じゃあ、なに？」

「知り合いです。ただの」

　機械的な口調で『これ以上突っ込まないでくれますか？』と冷視線を送るのに、この人は微笑でかわすだけ。完全におもしろがっている。

「聞いてほしくないんだねー？　なんでー？」

　ニッコリ笑うこの性悪男を殴りたい。

　溜め息をついてから、眼鏡を直す。

　ちょうどサラダとお刺身が運ばれてきたから、それを取り分けながら、「本当にただの知り合いです。なんの関係もありません。そして山都さんにも関係ありません」とピシャリと言い放つと、「高見ちゃん、怒るとエロいよねぇ」とまったく噛み合わない会話を繰り広げる。

　だけど山都さんは「ま、いいや」とあっさり引き下がると、「そういえばねぇー」とすぐに別の話題に切り替えた。

　私はそれに安堵しながらも、後方にいる存在をはっきりと意識する自分に溜め息しか出なかった。

　そんな私を見透かすように眺めるくせになにも言わない山都さんにも、この状況にも居心地が悪くて、この場を逃げ出したい衝動に駆られる。思えば私はいつも、関谷さんが絡むと逃げたくなる。

「……で、聞いてる？」

　山都さんの声にハッと我に返る。話の内容なんてちっとも入ってなくて、申し訳なくなった。

「ええ、き、聞いてます」

　大嘘だ。

「ま、いいけど。むしろいいけど」

　山都さんがニヤリと笑う。イヤな笑い方だ。

「なにがですか」

　それに対して山都さんが返事をする前に、その瞳が細まって、視線が私の頭を追い越した。

「やあ、初めまして」

　爽やかすぎる笑顔を私の後ろに向ける山都さんに、イヤな予感しかしない。

　強ばった体は振り返ろうにもなかなか言うことを聞かない。山都さんの上うわ辺べだけは完璧な笑顔に胸の内で溜め息をついて、私はやっと斜め後ろを見上げた。

「久しぶり」

　口元がゆっくり動いて、低くて素っ気ない声が私に向けられる。

「……はい」

　頷いただけの自分自身に、もっと気の利いたことを言えないのか、と歯がゆい。

　関谷さんは感情の読めない、いつも通りの無愛想ぶりを遺憾なく発揮しながら、私をジッと見つめていた。

　体の芯が揺れるような熱が巡って、最高に居心地が悪い。

　なんでここに、と思ったけど、関谷さんがすぐに「ごちそうになりました」とジョッキを揺らせて見せたから、その理由が聞かずとも分かった。

　クソ眼鏡、いつの間に。なんてことしてくれてるの。

　内心で舌打ちした後、どのタイミングで関谷さんたちに一杯持って行かせたのかまったく分からず、山都さんを睨みつける。

「高見ちゃんの知り合いですから」

　当然ですよ、と山都さんは微笑む。

　この顔はダメだ。確実になにか企んでる。

　山都さんの目線の動きが『どうぞこちらに』とでも言うように下がって、関谷さんが私の隣に腰を下ろした。

「ひとりじゃないんでしょう？」

　聞くのは無粋だと思うけど、当たり前のように私の隣に座った彼に動揺が隠せない。

「ああ、別にいい」

　関谷さんの返事は簡潔だった。

『別にいい』って……よくないでしょうが。

　なんて相手に失礼な男なんだ、と思ったけれど、この人はそういう人だった。

　山都さんが関谷さんに「お年は？」とか「お仕事は？」とかありきたりな質問をして、関谷さんがそつなく答える。

「高見ちゃんとは、どういったご関係ですか？」

　そんなことを聞く山都さんの声に、なにか悪だくみをしていないか、ヒヤヒヤしてしまう。

　落ち着かなくて、思わずグラスのビールを飲み干す。ピッチが早くなっているのは自分でも分かっているけど仕方ない。

「さっきも説明したでしょう？　知り合いです。ただの」

　ゴトンとグラスを置いて、イラ立つ瞳で山都さんを見るけど、愉しくてたまらないといったように目を細めている。

「高見ちゃんには聞いてないよ」

　山都さんはふふんと鼻で笑って、関谷さんに首を傾げた。

「……別に。彼女の言った通りですよ。なにか問題でもありますか」

　関谷さんの声はなんの起伏もない無愛想なテノールで、今どんな顔をしているのか確かめるのが怖くて見れなかった。

「隣、かまいませんか？」

　流れたわずかな沈黙を埋めるように響いたのは、鈴の鳴るようなかわいらしい声。その声のする方を見上げる。

「私までいただいてすいません」

　そう言って、手に持ったグラスを山都さんに向ける。だからすぐに関谷さんの連れている『キレイな人』だと分かった。

　胸まである、絹糸のようにサラサラな髪。お人形さんみたいという言葉は彼女のためにあるんじゃないかと思えるくらい、小さくて美しい顔立ち。少し頼りない眉は華きゃ奢しゃな彼女によく似合っていて、私の周りでは見たことがないタイプの人だった。

　前に交差点で見かけた関谷さんに似た人はやっぱり関谷さんで、腕を絡ませた女性はこの人だ、となんとなく思った。むしろ根拠もないのに確信している。

　関谷さんは彼女を見て、小さく息を漏らした。

「……待ってろって言っただろ」

　こんな美人を前にしても素っ気なさすぎる低い声に、無愛想な態度。見ているこっちがハラハラする。

「私、優ゆう菜なと言います」

　だけど彼女はそんな関谷さんを気にすることもなくニッコリ笑って、丁寧に頭を下げた。

「キレイな方だと噂してたんですよ。こんな方が一緒なら、心配することなかったな」

　山都さんはサラリと言って、私に微笑んだ。

　心配？　なんの？　なに言ってるの？

　目の前で起こる出来事に頭がついていかない。動揺している姿を見せないように澄ました顔をつくるだけで精一杯だ。

「高見ちゃんと関谷さんはなんでもないんだね。安心した」

　嘘つき眼鏡は、そんな私にかまうことなく優しい視線を向ける。

「……安心？」

　私は思いっきり眉をひそめながら、なんの冗談を言い出す気ですか？と問いつめてしまいそうになった。

　そして、山都さんの言葉にいち早く反応したのは彼女。

「おふたりも、とてもいい雰囲気ですね」

　ウフッと笑う仕草はかわいくて、小倉さんみたいに人工的なものを感じさせないから、生まれ持ってのものなんだと思う。

　本物のお姫様だ、と思った。物語のヒロインになるような、愛されることが当たり前の女性。

　並んで座る関谷さんと彼女は、まるで一枚の絵みたいに似合っている。関谷さんは彼女のヒーローなんだと感じて、どっしりと重たいなにかが胸にのしかかってきた。

「関谷さんと、優菜さんは恋人同士？」

　山都さんの質問に、私の鼓動が無意識にドクンと悲鳴を上げる。

「違いますよ」

　あっさり答えたのは関谷さん。不機嫌さを伴ったその声は威圧的で、私は思わず眼鏡に手をかけた。

　彼女じゃ、ないの？　どこをどう見てもお似合いなのに。

　一方で、よかった、とはっきり思う自分がいる。

　こんなに感情が揺れ動いたことなんて、今までの人生で一度もない。

　私はさっきから黙りこくったまま、グラスの中で弾けては消える小さな気泡を目で追っている。気の利いた会話もできなくて、どこか現実感のないままアルコールを黙々と口に運ぶ。

　優菜さんの話す口調も仕草も目を奪われてしまうくらい愛らしくて、私は直視できないでいた。

　だって、まるで違う。掌で収まってしまいそうな小顔に、横に並ばれなくてよかった、と心底思う。

　……バカらしい。私は私で、他人との容姿の違いなんか、これまで気にしたことないのに。どうしてこうも卑屈にならないといけないんだろう。イヤだ、こんな自分。

　今ほど自分が惨めだと思ったことはない。

　私が私でいられないと感じるのは、この人の傍にいるときだけなんだと、なぜ今気づいたんだろう。

　ふと見上げれば、オレンジ色の照明に溶け込まない関谷さんの黒髪が目についた。私の視線に気づいた夜色の瞳とぶつかる。

「おい」

　関谷さんの薄い唇が開く。

「なんですか」

　素っ気ない返事に、関谷さんは苦笑する。

「……んな顔すんな。アホウ」

　そんな顔？　きっと、ひどい顔だ。

　嫉しっ妬とに染まった女の顔を見られたくなくて、俯いた。ゆっくりと深呼吸をして、指先から痺れるような感覚を落ち着かせようと手を握る。

　嫉妬……そう、これはただの嫉妬だ。

『好きにさせてやるよ』

　そう言って悪戯な顔をした関谷さんを思い出す。

　好きにさせた後、どうする気なのか聞いておけばよかった。

　勝負をしたわけじゃないけど、『俺の勝ちだ』と言って、それで終わりなの？

　そんなの勝手だ、と問いつめたくなる。

　こんなぐちゃぐちゃな感情、消えてしまえ、と願う。
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　それから数十分。カウンターの右奥にある入口側から順に優菜さん、関谷さん、私、山都さんで並んで座って、山都さんは私と関谷さんを飛び越えて優菜さんに世間話をしている。

　それまでの会話なんて耳に入ってない。ううん、無意識に拒んでいただけなのかもしれない。

　落ち着け、高見紗織。肩を並べる彼への感情を自覚したところで、今の状況にはなんの変化もないんだから。

「私たち、一緒に暮らしてたんです」

　優菜さんのひと言に、一気に現実に戻される。

　上の空だったはずなのに、どうしてこんな簡単に、重要な部分だけを取り入れてしまうんだろう。

「ね、司さん」

　彼女が揺れるたびに、甘い香水の匂いが漂う。

　無意識に、一度行ったことのある関谷さんの部屋が頭に過る。

　そういえばキレイに洗濯物が畳まれていたな、とか、彼女の言葉を決して否定できない記憶が蘇って、あの日離すことなく繋がれた手のぬくもりは全部夢だったんじゃないかと思ってしまう。

「優菜」

　関谷さんの低い声が彼女の名前を呼んで、それ以上の会話を遮った。

「だって司さんは私の大事な方だもの。……だから、とらないでくださいね」

　優菜さんは関谷さんの高圧的な口調にまったく反した優しい声で、ニコリと私に笑いかける。

　それは、圧倒的な〝女〟の瞳で、背筋に冷たいものが走るのを感じた。

　どうして挑むような瞳で私を見るのか理解できない。まるで牽けん制せいするような彼女の態度に、私なんてもともと論外だと反抗したくなる。

　知らない女と、さらには知り合ったばかりの女と、同じ日に簡単にキスするような人だ。私ひとりに敵意を抱いても埒が明かないと思う。

　もしも私を関谷さんに群がる女性たちのひとりと見ているなら、お門かど違ちがいだと突っぱねたくなる。たとえ、全身で関谷さんの存在を意識している今の私が反論することが、どんなに滑稽でも。

「うらやましいね。はっきり言える関係なの？」

　山都さんがクスクスと笑いながら、首を傾げた。そして、聞き流してしまいそうなくらい普通の口調で続ける。

「僕も高見ちゃんが大事なんだけど。この子、本気で鈍感だから気づかない」

　急になにを言い出すの!?

「山都さん、そういう冗談はそろそろやめにしてください。飲みすぎですよ」

　やっと私の口から出たのは、久しぶりに声を出したせいかカラカラに乾いた声。

　こんな会話を軽くあしらえる女でいられたなら、私も苦労しないのに。

「飲みすぎたのは高見ちゃんだよ、顔赤くなってるけど？」

　山都さんが眼鏡越しの瞳を細めて言った瞬間、ヒヤリとしたなにかが私の頬に触れた。

「……気持ちいーでしょ？」

　それが彼の指先だと気づくのに、たっぷり三十秒は思考が停止した気がする。

　ダメだ。この人の考えてることがさっぱり分からない。いや、この際分かる必要なんてないから、この状況をなんとかしてほしい。

　触れられた指先は冷たいのに、ジワジワと上がる熱。アルコールが体中に回る感覚がする。

　優菜さんの挑戦的な言葉、山都さんの誤解を多分に含んだ態度、それにこの状況をどう思っているのか掴めない関谷さん。私の頭の中にゴチャゴチャといろんなものが渦巻いて、吐き気がするほど心臓がおかしい。

　なにか口にしなければ、と声を振りしぼろうとした瞬間、体がグイッと引っぱられる。気づけば、右隣の広い腕の中に包まれていた。

　ひゅっと声にならない声が漏れた。

　背中越しに抱きしめられる中、無言の関谷さんを振り返れない。

　山都さんが少し笑った気がする。

　やっぱりこの状況を愉しんでいるに違いない。そう思うのに、関谷さんの腕を振りほどけないでいる。

　どうして、私を抱きしめるの。

「紗織、来い」

　私を離さないように肩に手を回したまま、関谷さんが立ち上がる。

　有無を言わせない力強い声は、逆らえる人間なんかいないんじゃないかと思えるほどの色気を放っている。

　優菜さんが見ている。それは痛いほど分かっているのに、関谷さんに抗えない私は本当に変だ。回らない思考回路の中、バカみたいに頷いただけ。

　席を立った瞬間にクラリとしたのは、やっぱりアルコールが回っているんだと思う。

「山都さん、限界なんでコイツもらいますね。安心させる気なんてありませんよ」

　関谷さんは眉をわずかに上げて、ひどく甘い言葉を吐く。

「あはは。痺れるねー」

　軽い口調で山都さんが答える。

　私はそれをまるで他人事のように眺めることしかできない。次の展開がまったく読めない状況に、心臓の音だけがうるさい。

　関谷さんに腕を引かれて、ゆっくりと扉に向かう。おぼつかない足取りを気遣うように腰に回された手もなぜか拒まなかった。

　扉が開いた瞬間、外の澄んだ空気が私の肌に当たる。後ろ髪を引かれるように振り向いた先で、優菜さんが確かに私を見つめていた。




　静かな居酒屋から出て、どれくらい歩いたのか分からない。沈黙は体に重くて、それを嘲あざ笑わらうかのように輝く星空にめまいがする。

「せっ……関谷さん」

　なにか言わなくちゃ、と焦って出た声は、自分でも驚くほど頼りなかった。

　関谷さんは街灯の手前で足を止めると、ゆっくりと私を振り返る。夜空に溶け込む真っ黒な瞳と、月に照らされる冷たいほど整った顔立ちに、私は一瞬息を呑んで、ただ、キレイだ、と思った。

　こんなときなのに、本当にどうかしてる。

「なんでこんなことするんですか」

　居酒屋を出る前に見た優菜さんの深い眼差しは、静かな嫉妬だった。些細な仕草に見え隠れした彼女の感情に気づけるくらい、私は関谷さんに関することに敏感になっている。

　それはもうどうしようもない。動き出した感情の止め方が分からない。

　関谷さんは私の手を引いたまま、ゆっくりと引き寄せた。

　すっぽりと収まった胸の中、いつかと同じ匂いがした。決定的に違うのは、私の自覚。

「お前はバカすぎ」

　イラ立った声になにも言えず、彼の薄い唇にただ目を奪われる。不機嫌な表情がひどく私を締めつけて、息が苦しい。

「なんでそんな無防備なわけ？」

「……え？」

　続けて放たれた主旨の分からない言葉に尋ねるように見上げれば、関谷さんは「お前が男に触られるのはムカつく」と、そのまま噛みつくように無造作に唇を重ねた。

　触れる唇が、広い腕の中が、私の理性を奪っていく。甘やかな感情に脳が侵される。

　なのに、なんて厄介なんだろう。私の思考はいつだって真正面から物事を受け止められない。

　優菜さんと関谷さん。まるで一枚の絵のように似合うふたりに私が気後れしてしまったのは事実で、詳しく聞けない関係が胸を激しく揺さぶる。

　白い肌に乗る大きな瞳と赤い唇。軽やかな微笑を添える、守ってあげたくなるような華奢で小さな彼女。いつも重装備の私には彼女のすべてがまぶしすぎて、これまで誰かをうらやんだり、自分自身を恥ずかしいと思ったりしたことなど一度もないのに、なぜか鮮明に彼女を思い出して惨めな気持ちになる。

　ねぇ、どうして私はこうなんだろう。

「紗織」

　関谷さんが私の名前を呼ぶ。それがあまりに自然すぎて、抱きしめられているのもすべて当たり前のことなんじゃないかと錯覚しそうになる。

「言いたいことがあるなら言え。つまんねー意地張んな。全部、受け止めるから」

　優しい瞳と切なそうな声が、ズルい。

　ねぇ、関谷さん。なんであなたはそんなに簡単に私を抱きしめて、私を揺さぶるの？どうして、そんな瞳で見つめてキスを落とすの。肝心な言葉はなにひとつくれないくせに。

　そう思う一方で、関谷さんの腕の中はどうしようもなく安心できて、『言いたいことがあるなら言え』と言ってくれた彼に、もうすべて丸投げしてしまおうか、と思った。だけど……。

「司さん？」

　カツカツと足音が耳に届いて、反射的に彼の腕から離れて振り向く。目の前に映ったのは、髪の長いキレイな女の人。

　彼女の呼んだ名前が関谷さんの名前だと理解した途端、現実に引き戻される。

　たった今まで抱きしめられていた体も塞がれた唇もまだこんなに熱いのに、気持ちだけが冷めていく。関谷さんの存在が一気に遠くなる。

　関谷さんは、本心の見えない真っ黒な目を優菜さんに真っ直ぐに向けていた。

「……なにしてるの？　急に出ていったから、心配したんだよ？」

　少し震えた呟きは細く、だけどわずかな鋭さを伴っていた。

　絹みたいな長い髪をサラサラと緩やかな風になびかせ、大きな瞳で関谷さんを見つめる彼女は美しかった。

「……優菜」

　関谷さんの低い声が短く彼女の名を呼んだ。

「帰ろ？」

　優菜さんは、私の存在なんて目に入ってないみたいに、関谷さんに手を伸ばした。

　私は関谷さんを見上げる。さっきまで私を見つめていた瞳は戻ってこない。

　彼女と関谷さんの関係なんて知らないけど、きっと大事な人なんだろう。関谷さんが彼女の手を取るのは当たり前のこと。

　それなら正直、見たくない。見られない。

　だから私は、それを目の当たりにする前にその場から逃げ出していた。




　どれくらい走り続けたのだろう。走ることなんか滅多にないから足は重くて、筋が痛くて、しまいには太もものあたりが攣つってきた。

　毎日会社まで歩いているのに運動不足なんて格好がつかなくて、情けなくなる。

　走るのをやめて、しばらく目的もなく歩いていると、頭がすっきりしてきた。

　これまで何度も関谷さんの言葉に揺さぶられた。不意打ちのキスはいつからかイヤじゃなくなった。

　関谷さんを見つめる優菜さんの瞳に、どんな関係なのか問いつめたくて仕方なくなった。関谷さんに触れるその細い腕に嫉妬した。

　関谷さんが彼女を置いて、私の腕を引いてくれたことが嬉しかった。

　私は関谷さんが好きだ。

　認めたくなくて、見て見ぬふりをし続けたのに、もうごまかせない。

　関谷さんはこんな私でも『受け止める』と言ってくれたのに、結局素直になれなかった。

　意地だけは強くて、彼にちゃんと向き合わなかった自分が心底イヤになる。

　私は溺れるのが怖いのだ。どんどん深くなっていく関谷さんへの感情に。

　嫉妬したり、会いたいと焦がれたり。自分が自分じゃなくなっていくのが怖くて仕方ない。

　だから、逃げ出した。

「バカな女……」

　呟いて、自嘲するように笑う。そして背筋を伸ばして大股で歩いた。

　上下する感情に振り回されるのはもういい。

『守る覚悟のある人』

　いつか彼をそう評した気持ちは変わらない。

　でもその相手は私じゃない。守られるのは、真っ直ぐに好意を表すことのできる優菜さんのような人だ。

　関谷さんとはもう会わないほうがいい。魔法のような時間は終わってしまったのだ。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ？―　不器用な君へ




「これで決まりね？」

　社長がいつ見ても艶やかな唇をクッと上げる。

　目の前に置かれたデザイン画やパターン、貼りつけた素材、サンプルにもう一度視線を落とす社長を、私は身じろぎせず見つめる。

「いいじゃないの」

　そう言ってニッコリと笑った社長の声は、清々しいほどよく響いた。




「仕上がったんですね!!　『大人の余裕』」

　オフィスに戻ればマチちゃんが今日も勢いよく私に走り寄ってきた。

「ええ、なんとか、ね」

　少しだけ微笑んで、「協力してくれてありがとう」と頭を下げる。

　マチちゃんは私の描いたデザインを見ながら、「……なんか、雰囲気変わりましたね!!」と鼻息荒く腕を組む。

「だけど、やっぱり〝紗織さん〟って感じです。抱かれたいっていう大胆さよりも、相手に抱きしめたいって思わせる大人の余裕。絶対ウケますよ!!」

　どこか満足そうな笑みを浮かべるマチちゃんの言葉に苦笑する。

　今日も、いつもと同じ一日が始まろうとしていた。

　関谷さんへの想いを自覚してから、一週間が経った。

　その感情から目を逸らしたくて、家でも、職場でも、そりゃあもう〝一心不乱〟という言葉が似合いすぎるほど、パソコンと白い用紙に向き合って、仕事に打ち込んだ。

　自分の感情を自覚したところで、簡単にそれを吐き出せるほど素直でもない。そして、あのキレイな彼女の存在を無視して突っ走れるほど若くもない。つまり恋愛経験値の低い私は、はっきりとした答えを見つける努力もせず、仕事に逃げたというわけだ。

　おかげで、課題の下着は仕上がったし、来月の展示会のプログラム作成も自社ブランドの新構築作業も予想外にスムーズに進んだ。短期間で、本当に仕事を詰め込んだって感じ。

　無理なんかまったくしていない。むしろ生涯で一番仕事に打ち込めた、充実した時間だったかもしれない。

　祥子に話したら、きっと笑われる。いや、怒られるかな。いずれにせよ、これが私なんだから仕方ない。

　パソコンの画面に向かいながら、そんなことをうっすら考えていると、携帯がブーンと振動した。

【今晩、空いてるよね】

　山都さんから届いたメールは、語尾にキラキラした星の絵文字が十個くらい連なっている。『空いてるよね』って、既に断定じゃないの。

【昨夜はすみませんでした】と、一応次の日にメールは入れたけれど、そのまま日にちだけが過ぎていた。

　煽ったこの人にも責任はあると思うけど、それが通用する相手でもなければ、蒸し返す度胸もない。

　……別に急ぎの仕事もないし、今日は飲むのもいいかもしれない。

　あの日を思い出して湧き上がる痛みを見ないふりして、お酒に走ることを決めた。




「あー、本当にあのうすらハゲ、ムカつく。残り少ない髪の毛を一本残らずむしりとってやろうか。でもそうすると、ただのハゲになるわね。それじゃあ、逆に開き直るかしら？」

　ブツブツ文句を言っているのは、祥子。『美人なんだから、その口調どーにかしたら』と言いたくなる。

　昼前に祥子からメールが届いてランチを一緒に食べることになり、チェーン店のレストランに入った。この時間帯はやっぱり混んでいる。店員さんがひっきりなしに動いて、隣の席のサラリーマンは大きな声で電話している。

「なんで管理職に就いてるオヤジって、ハゲてんの？」

　祥子はよく響く声を上げて、添えつけられているニンジンのソテーをフォークでブスッと刺し、私にその質問を投げた。

「ハゲはね、男性ホルモンが多い証拠。脂ぎってて加齢臭がする男は、将来ハゲると思いなさい。ハゲは性欲も向上心も強いし、子孫を残すための優れた性質だから、頭から否定する必要はないんじゃない」

　日替わり定食のヒレカツにかぶりつくと、祥子は訝いぶかしげに体を引いて口を閉じる。

「……ねぇ、あんた、なにかあった？」

　祥子は前後の話なんてまったく関係ないらしい。

「なにかって？」

「それを聞いてんじゃん」

「別に」

「……ないの？　変ね」

「なにが？」と、私はレンズ越しに祥子を見つめる。祥子は相変わらず怪訝な顔で、形よく整えられたブラウンの眉をわずかに上げた。

「よく分からないけど、なんか変。勘ってやつ」

　祥子はそう言い終えると、涼しい顔で私を睨みつけた。『なんかあるんだったら言いなさいよ』って顔。

「友情が厚いんだから」

　フッと力が抜けるのが分かる。祥子はいつだって私の乏しい表情筋を探ろうとしてくれる。

「……関谷さんが好きだったみたい」

　正確には、きっと今も、好きだけど。

　私の告白に、祥子は表情を変えないまま大きな瞳を見開く。

「あ、あ、あ」なんて口をパクパクさせる顔に、吹き出しそうになる。

「あんた、なに言って、って、どーなって……」

　それを合図に、短いランチタイムの貴重な時間は祥子の質問責めで埋め尽くされてしまった。




「で、なんで『もういい』になるわけ!?」

　祥子が鼻息荒く声を高くする。

「そう決めたから」

「決めたって、あんたひとりで決めてどーすんのっ！」

「私の問題だから」

「もうここまで来たら、あんただけの問題じゃないでしょーが！　つーか関谷さんの気持ちも確認してないじゃない！」

「私の気持ちを確認したからいい」

　そこまで話すと、祥子は盛大な溜め息で「バカ野郎」と怒った。

「あんたは意地っぱりすぎる。もっと素直になればいいのに。そーやって感情抑えるのがかっこいいなんて思ってるんだったら、ただのバカだから」

　まくし立てるように叫んだ祥子の瞳はわずかに潤んでいた。

　怒られているのに、こんなに一生懸命、私を見つめてくれる瞳に感謝したくなる。

「……ありがとう」

　私は祥子に少し笑った。

　私だって、どうしたらいいのか、どうするべきなのかは、マニュアル通りに考えれば分かる。それでも、その一歩を踏み出す覚悟がないから、権利を手放そうとしている。

　祥子はそれきり黙り込んで、私だけ、重たい空気の中、どんどん食事を胃に詰め込む。

　サラダに手を伸ばしたとき、祥子が「あのね」と消えそうな声で呟いて、私は顔を上げた。

「私さ、紗織に黙ってたことがひとつだけあるの」

　祥子は気まずそうに目を伏せる。

「なに？」

「私……彰俊とね、付き合ってたんだ」

　ポロリと箸からマカロニが落ちて、ちゃぷんとグラスに落ちた。

「そうなの!?」

「マカロニ落ちたわよ」

「いつ？」

　祥子はフウと息を吐いて頬杖をついた。

「三年くらい前かな。でもホント、付き合うっていっても一瞬。ママゴトみたいな恋人同士だった」

　言葉を止めた祥子に、続きを促すよう箸を置く。

「流されるように付き合ってみたけど、結局違ったのよ。曖昧な気持ちで付き合ったから、お互い疲れちゃって。私は彰俊の見ていた私じゃないし、私だって彰俊に求めすぎた。そんなかけ違えた形で一緒にいてもうまくいくわけないでしょ。だからすぐに別れて、『付き合ったことをなかったことにしよう』って私が言ったの。『今まで通り友達で』って。ひどいと思うけど、関係を全部失うのはイヤだったから」

　祥子は身の置き場に困ったように指先で爪を弾く。

「なのに結婚するって聞けば気になって、違う男を探そうと躍起になって……。女なんて本当、勝手よね」

　寂しそうに笑う祥子は、それでも前を向いた。

「そんなものなんじゃないの？　人間臭くていいじゃない。キレイな感情ばっかり持ってるほうが変だもん」

　私だって、蓮井さんにドロドロした感情を抱いている。

「ねえ、紗織。あなた、彰俊のこと好きだった？」

　祥子の唐突な言葉にひゅっと喉が鳴った。

「祥子、なに言って……」

「はぐらかさなくていいから！　この前だって、会ってたんでしょう？」

　強い語気に言葉を失う。

　新橋さんから聞いたんだ……。

「もしかしたらそうなんじゃないかって、ずっと思ってた。だけどそれを聞けなかったのは、勝手だけど自分のことしか考えてなかったから。それに、もしかしたら彰俊は、いつしか私じゃなくて紗織を見ていたんじゃないかって思う。もちろん、彰俊の気持ちに嘘があったとは思ってないわよ。だけど、もし私が振り回さなければ、あんたたちはうまくいったんじゃないかって。紗織が感情を抑えるクセがついたのは、私のせいじゃないかって……」

　祥子は詰まったように声を止めて、私を弱々しく見つめた。

　私は溜め息を吐いて、すぐに吸い込む。それから、意識して小さく口角を上げた。

「祥子のバカ。なんであんたが私の性格をしょい込むのよ。そんなの余計なお世話だし」

　冷たい言い方にならないように気をつけるけど、多分無理だから、せめて優しく笑えるように表情を動かした。

「確かにね、彰俊は特別な存在だったと思う」

「じゃあ、やっぱり……」と言う祥子を手でひらひらと制す。

「もしかしたら恋になったかもしれない。だけどならなかった。大体、好きになれるわけないでしょう。朝から晩まであんたのことしか目にない男を。とんだマゾヒストじゃない。もともと恋愛脳になるのに慣れないの、私は。だから……」

　無意識に眼鏡の縁を触ると『依存しろよ』といった関谷さんを思い出す。どんなに甘い言葉をもらっても、確かな言葉がないと女は不安になる面倒くさい生き物だ。

「関谷さんのことがもういいからって、恋することを諦めてるんじゃない。自分を持っていたいの」

　完璧主義者で、鉄の女。実際はすぐに逃げ出したくなる臆病者で、周囲のイメージとはかけ離れていても、感情に揺さぶられるのはもういい。

　私は関谷さんが好きだ。認めてしまえば、その感情がときどき抑制がきかないくらい押し寄せてくる。触れたくなる。泣きたくなる。

『素直になれ』

　関谷さんも彰俊も祥子も、新橋さんでさえ言っていることは同じなんだろう。

　だけど、どうしたらそうなれるの？　変わる必要をどうしても自分の中で見つけられない。

　私にはどうやったって無理だ。つまらない女だと言われても仕方ない。

　私は泣かないし、執着しない。だから、落ち込まない。ゆえに周りから『強い女』と分別される。今まではそれでよかったし、不都合を感じたことなんてない。

『お前は、強いんじゃねー。強がりなんだよ』

　関谷さんのその言葉が私の核心をついているんだとしたら、私はなんてダメな女なんだろう。向き合えない弱さを、感情を殺すことのできる強さとはき違えてる。

　祥子は「本当、バカだよね」と泣きそうに笑った。




　今日山都さんから指定されたのは、夜景がいやにキレイに見えるビルの一角に位置するフレンチレストランだった。

　約束の時間より早めに着いて、予約された指定席に通され、独り占めするには贅沢な都会の夜景を眺めていた。

「待たせた？」

　大して間を置かず、悔しいことにやっぱり耳に残るいい声が近づいて、顔を上げる。あの日以来、山都さんに会うのは初めてで、少し気まずい気分なのは仕方ないけど、気にしたって、それこそ仕方ない。

「いえ、お疲れ様です」

　気の利いた言葉が特に出るわけもなく、私は機械的に山都さんに頭を下げた。

「相変わらずだねー、その仏頂面」

　山都さんは気にした様子もなく、人のよさそうな笑顔を向けた。

　どうしてこの人は私をこうして誘うんだろう。ボキャブラリーに富んだ会話ができるわけじゃない。義務的な相槌しか打たない私と飲むのはなんの魅力もない。

「やっぱり高見ちゃんはおもしろいよねー。分かってないでしょー？　なんで自分が特別なのか」

　山都さんはマジマジと私を見つめながら呟く。

「……特別？」

　山都さんが向けた単語は今の私にはまったく関わりがない言葉で、眼鏡越しの彼の瞳が少しだけ細まったのを見て、またなにかおもしろがっているのか、と思ったくらい。

「あのねー、高見ちゃんは自覚症状なさすぎ。そういうのは見ててイラつく」

　ニッコリ笑う爽やかな笑顔。

「……？」

　言葉遊びをしているわけじゃないのは分かる。それでもなんの『自覚症状』なのか、想像もつかない。

　山都さんはおかしそうにクッと笑って、少しだけ眉を上げた。

「関谷くん？　も、大変だね」

　不意に山都さんの口から出た名前に体が勝手に緊張する。

「おっしゃってる意味が分かりませんが」

　私は眼鏡に手をかけて、フゥと小さく息を漏らす。この人との会話はいつもクイズみたいだ。

「つまり、もっと本能に任せてみろってこと。高見ちゃんは女で、関谷くんは男。違う生き物なんだから、確かめ合わなきゃ分かりあえないでしょ」

「……素直になれってことですか？」

　そう言いたいのなら、もう聞き飽きてうんざりだ。

「うん。体の相性って大事だよ」

　この下ネタエロ眼鏡。真面目に聞いていた自分がイヤになる。

「高見ちゃん今、俺のことサラリとバカにしたでしょ」

「いえ」

　いつの間にかディナーコースの締めを迎えたテーブルの上には、ワイングラスと、まるで芸術作品のような地層を描いた重なり合うムースのデザートが置かれている。

　山都さんは、時間を感じさせない人だと思う。

　当然、彼は女性に人気があるし、柔らかな物腰は、第一印象で好かれる要素であるに違いない。仕事もできるし、キレイな顔もしていると思う。今まで私が山都さんをこうしてマジマジと見る必要がなかったから気づかなかったけど、眼鏡で隠した瞳は吸い込まれそうに深い色をしていた。

「高見ちゃんはキレイな瞳だよね」

　今、むしろ私が考えていた言葉をそのまま口にしたのは山都さんだった。

「山都さんのほうがキレイだと思いますが」

「……あーそう？　ありがとう。で、そんなに見つめるってことは誘ってる？」

　一瞬間を置いてから、山都さんは目を細めた。妖しげに笑う口元は色気があって、普通なら赤面してしまうに違いない。

　思わず視線を逸らす。いつもの冗談だと分かっていても、普段と違う雰囲気に、緊張感が体を駆け抜けた。

「……どうしてそうなるんですか」

「どうして、ねぇ？　確かめ合ってみないと分かんないし。俺、うまいよー」

　山都さんは手を伸ばして、この前と同じように私の頬になんの断りもなく触れる。

　どうして、こんなにいちいち動揺させるんだろう。

　いつもの『僕』ではなく、『俺』と呼ぶ目の前のこの人を、少なからず私が意識しているせいだと気づいたのは、「言っとくけど、俺も男だし？」と艶やかに笑う笑顔がいつもの真っ黒なものじゃなくて、どう見てもただの〝男〟を感じさせるものだったから。

　どーかしてる、本当に。この人の独特のペースに狂わされっぱなしだ。しっかりしろ、高見紗織。

「山都さん、冗談はほどほどにしてください。場所変えますよ。そもそも、こんな夜景がキレイなフレンチレストランに連れてくるから調子狂うんです」

　ここまで〝男〟と〝女〟の雰囲気を見事に演出されれば、いやでもそれに酔ってしまう。いや、こんな不安定なときなら、なおさら酔いたくもなる。私だって普通のアラサー女子だ。

　キッと睨みつけて、山都さんの指先を振りほどく。

「飲み直しましょう。今日は私、飲みたい気分なんです。まだそんな下ネタジョークを繰り広げる気なら帰りますけど」

　そこまで言い切ると、グラスに残ったワインをクイッと飲み干して、テーブルに置く。カタンとグラスが揺れる音とともに、義務的にニコリと笑った。

　キョトンとした顔の山都さんと数秒見つめ合う。

　そういえば、新橋さんともこんなことがあったな。このふたりはどこか似ているかもしれない。

　短い沈黙は、すぐに破かれる。

「ふはっ、ちょっ、予想外」

　山都さんが堪えきれなくなったかのように口元を押さえて、クツクツと小さな笑い声を上げた。

「なんですか？」

「俺、今けっこう本気で口説く気だったんだけど。なんで、高見ちゃんって、そんなんなの？」

　ああ、この言葉は聞いたことがある。この後に『かわいくない』と続いたら、『それがなにか？』とでも言ってやろう。

　そう決めた私をよそに、目の前のこの人は「そーいうとこ、たまんない」と、また目を細めて笑った。

「なっ……」

　予想外だったのは言葉ではなく、いまだおかしそうに笑うこの人の顔が胸を突くような素の笑顔みたいだったから。

「本気で欲しくなるよねー、あー困る。じゃ、次行こっかー？」




　結局、いつも寄るショットバーに移動して、私の宣言通り、ただアルコールを体に入れた。

　山都さんは『飲みすぎるな』とも言わないし、そのくせさりげなく私のペースを落としてくれるから、心地よく酔える。

　その後の山都さんは、特に下ネタトークを繰り広げる様子もなく、いつもの毒気たっぷりのムカつく会話だった。それでもイヤな気持ちにさせないのが、この人のすごいところだ。

　おかげで、関谷さんのことも考えずに飲めた。まあ、もともとこんなにアルコールを欲しているのは、あの人のせいだけど。

　なにもかも忘れて、なにもなかったころに戻れたら楽になるんだろうか。

　今はとりあえず、帰りのタクシーに乗るとき、『振られたら抱いてあげるねー』と山都さんがそれはそれはキレイに微笑したのを、即行で忘れておくことにしよう。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ ＭＡＸ―　私の定義




　山都さんと一緒に飲んだ週の日曜日。気分転換に部屋の大掃除をすることにした。

　八畳のリビングの拭き掃除を終えて、寝室に移動する。この際だから断捨離してしまおう、と大きなゴミ袋を用意した。

　迷ったらゴミ、使わなきゃゴミ、『いつか使う』は絶対来ない。種類ごとに仕分けして、どんどん捨てる。

　気づけば正午過ぎまで没頭していて、とりあえず息をついた。

　次は洋服。クローゼットを開けると目に飛び込んできたのは、白地に華やかな青い花が描かれた、あのカクテルドレス。

『似合う』と笑った関谷さんを思い出して、すぐに振り払う。

　ドレスの代金をまだ関谷さんに返してないことに気づいて、思わず肩の力を落とした。

　……返さないと。

　掃除を中断して、茶封筒にお金を入れる。

　いつ返せばいいだろう。新橋さんに頼もうかな。

　携帯を取って、まだ残ったままの新橋さんの番号に電話した。

《返すわけないでしょ。なんで僕が。というか高見さんさ、僕は確かに、曖昧な感情なら近づくなとは言ったけど、終わり方が雑すぎるでしょ。きちんと自分で行っておいで》

　新橋さんの返事は簡潔だった。

《まあ、どうしても気まずいんだったら、火曜日に事務所に行ったら？　司、その日は絶対いないから》

　そう言われて、新橋さんとの電話は終わった。

　火曜日、か……。

　カレンダーに印をつけて、大きく溜め息を吐いた。




　火曜日の朝。私を迎えたのは、「おはよーございますぅ」という鼻にかかる甘い声。艶やかに巻かれた茶色の髪が、フローラル系の香水の匂いと共に揺れる。

「おはよう、早いわね、小倉さん」

　珍しいと思ったけど、いちいち口に出さない。この年齢と見かけと立場になってくると、ただのイヤミにしか聞こえないだろうから。

「仕上げたい仕事が残ってたんですぅ」

　小倉さんは私の様子なんかまったく気にしないで、フェミニンに笑った。

　彼女の企画は順調だ。あれから毎回いそいそとチェックを求めてくる。『練り直したら、前より断然いいものになりましたぁ』と笑う小倉さんは、憑つきものがとれたように落ち着いた。

　パターンをぐちゃぐちゃにされたあの件について社内で小倉さんが口を開くことはなくて、結局誰だったのかは特定しないままだ。

　あれだけ小倉さんが騒いだから、ふたりに対して多少の陰口はあったけれど、社長が『あんたら、ここは学校じゃないのよ』と活を入れたおかげか、小倉さんと藤本さんの飄ひょう々ひょうとした態度のおかげか、今はいつもの日常に戻りつつある。しかも、藤本さんと小倉さんは和解したらしい。

　一度理由を聞けば、意外にも返ってきたのは膨れっ面だった。

『和美の元彼ですけど、いい噂がなくて、私のことも口説いてきたんですよぉ。もちろん殴ってあげたけどぉ、和美ったら誤解したみたいー。まあ、誤解させるようなことした私も悪いし～。けど、あの仕返しは腹立つから～』

　次は本当に盗っちゃおうかな、と笑った小倉さんに、切実にやめてと思った。

　口ぶりから、結局藤本さんがやったのかと思ったけど、当人同士で解決したならいいんじゃないだろうか。

　まだふたりきりの室内に、パソコンを打つ音だけが響く。小倉さんは赤縁の眼鏡をかけて黙々と画面を見ていた。

「目、悪かったんだ」

　知らなかった。

「悪くないですよぉ。インテリ眼鏡ですぅ。ファッションのつもりなんですけど、頭よさそうでしょ」

　そう言ってテヘッと笑う。

　そんなもんなのか、と薄い感想が浮かぶ。目がいいならいいに越したことはないし、「ふーん」と返しておいた。

「主任みたいになりたいんです」

　だから小倉さんの言葉に瞬時に反応できなくて、「あ、そう」なんて素っ気ない返事をしてしまった自分が悔やまれて仕方ない。

　小倉さんは少しだけ真面目な顔をして「がんばって追いつきます」と言った。

　私のこと嫌いじゃなかったのか、とか、こんな真面目な顔できるんだ、とか、そんなことも過ったけど、それよりも……。

「……ありがとう」

　嬉しい、と思った。照れくさくて歯がゆい。

　小倉さんはなぜか少し驚いたような顔を一瞬して頬を染めると、はにかんだように笑った。そして、すぐに話題を変えるように「そういえば、主任、この間『アルファ』の前にいませんでしたか？」と不意に疑問を投げた。

　……アルファ？　そこがどこかよく分からない。

　小倉さんがそれに気づいて、場所を説明してくれる。そして理解できたのは、私と関谷さんがバーを出て、少し歩いた場所にあった店だということ。

　どこでどう目撃されたんだろう。

　背中に冷たいものが走る。あの日は、すべてが正気じゃなかった。思わず頭を抱えたくなる。

「遠目だったからよく分からなかったんですけど、主任、えらく酔ってました？」

　首を傾げる小倉さん。

　穴があったら入りたい。いや、むしろ穴を掘って埋めてほしい。

　沈黙する私にかまわず、小倉さんは話し続ける。

「一緒にいた人、すごくかっこよかったですねー」

　遠目だったんじゃないの？　ばっちり見てるじゃない。

「主任が酔っ払いモードでフラフラ帰っていった後も追いかけようとしてましたよ」

　真っ直ぐ帰れるかどうか心配してたんでしょうかね、と続ける小倉さん。

　この子、私があの場を去った後も見物してたのか。というか、私の中では颯爽と走り去ったつもりだったけど、酔っ払いモードって……想像したくない。

　私はスウッと息を吸い込んだ。

　すると小倉さんは予想外の言葉を続けた。

「なんかどこかで見たことあるって思ってたんですぅ。あんなかっこいい人忘れるはずないしー。それで、あの一緒にいた女は優菜じゃないですかぁ？」

　さすがに動揺した。

「……知ってるの!?」

「やっぱり。髪型変わったくらいで雰囲気は全然変わんないし。私、あの子と高校が一緒だったんですー」

　髪の毛を指先でクルクルさせながら、小倉さんはなんでもないことのように言った。

　もしも関谷さんと蓮井さんの関係を謎とするなら、真実に一番近い答えを持つキーパーソンは、小倉さんだったらしい。

「そ、そうなんだ、じゃあ友人？」

「友達っていうか、そこまで仲がいいワケじゃないんですけど、学生時代からあの子有名でしたしー」

　小倉さんの通った女子高は、誰でも知っているようなお金持ちのお嬢様学校。優菜さんは同級生で、クラスが一緒だったらしい。

「相変わらず一緒にいるんですねぇ」

　ホゥと息を抜きながら、小倉さんは呟く。

　やばい、動揺で指先に力が入らない。

「あんなかっこいい人、周りにはいなかったから、お近づきになりたくて優菜と話すようになったんです。まあ、とにかくガードがすごくて、なにも進展はありませんでしたけど。あの日偶然見かけて、懐かしくなっちゃった」

　私のことなんて覚えてないだろうなー、と遠い目をして語る小倉さん。

「そんな前から一緒にいるのね……」

　声にした後で、胸の奥に小さな痛みが走る。

「当たり前じゃないですか。それに『そんな前』って、主任にしてみれば昔でしょうけど、私にはついこの前ですからぁ」

　不満げな小倉さんに、「そういう意味じゃないんだけどな」と苦笑した。

　でも……一緒にいることは『当たり前』なのね。

　沈みそうになる胸に活を入れる。

「確か……名前は司さんでしたねー。高級外車が迎えに来るのは見慣れた光景ですけど、超絶美形だから有名でしたよ」

　超絶、美形。聞き慣れない単語。新単語なのか。いや、それよりも『超絶』は言いすぎてない？

　あの無愛想な目つきを思い出して、首を傾げたくなった。

「超絶、は言いすぎよね」

　私は反射的にそう呟く。

　小倉さんは眉をひそめて、「主任は、やっぱり噂通り……」と言葉を切った後、溜め息をこぼした。

「噂？」

「はい。美的感覚がないってぇ」

「……そ、そんな」

　小倉さん。一応デザイナーの私、それはさすがにショックなんだけど。

「男性限定ですよ。あの山都部長にも、あんなに冷たく接する主任が不思議ですぅ」

「山都さん？」

「かなりハイレベルですよねぇ。それから、ランチのとき、たまにすごいかっこいい人たちと一緒にいるって。だけど相変わらず仏っち……いや冷静な態度だって」

　小倉さんが一度言葉に詰まったのはこの際よしとして、私はただその評価に唖あ然ぜんとした。

　ランチのときに一緒になる男性といったら、新橋さんと澤田さん。いや私だってあのふたりがレベルが高いのは分かっている。山都さんもキレイな顔立ちなんだってことは理解している。うん大丈夫、美的感覚はおかしくない。

「まあ、とにかく司さんは学校でも目立ってましたよ」

　小倉さんがニコリと笑う。

「知り合いなんて世間は狭いですね」とあっさりと会話を終えようとする彼女に、ふたりの関係を聞くべきなのか悩む。

　だけど、知ってどうするの？　どうすることもしないって決めたくせに。

　結局なにも口に出せないまま、タイミングがいいのか悪いのか、続々と他の社員も流れるように入ってきた。

　コーヒーでも飲もう……。

　書類をトントンと揃そろえて、落ち着かない気分のまま腰を上げた私に、小倉さんが思い出したように顔を上げた。

「ところで主任ってぇ、司さんと〝いい関係〟なんですかぁ？」

　興味津々の目に、溜め息で返す。

「なわけありません」

「え～、違うんだぁ。まぁ、大変ですよねぇ。優菜みたいにベッタリのがいたら」

　そこで言葉を止めて、小倉さんは気の毒そうに私を上目遣いで見た。

「だって、優菜って――」




　今日は精神的にひどく疲れる日だった、と首を左右に動かした。

　手に持つ茶封筒を眺めて、大きく溜め息を吐く。

　新橋さんに関谷さんの事務所の場所を聞くのを忘れていたから、マチちゃんが置いていった雑誌の関谷さんと対面して、事務所の住所らしき場所を頭に入れた。

　外に出ればどんよりとした黒い雲が浮かんでいて、まるで私の心の中のようだ、と曇った空を見て思った。




　バス停から歩いて五分くらいのその場所は閑静な住宅街で、薄暗くなった時間帯になぜか寂しい気持ちになる。

　コンクリートでできたスタイリッシュな外観のオフィスを見つけて、足を止めた。

『関谷建築設計事務所』と立て看板がかけられてあるのを確認したら一気に帰りたくなったけれど、いないんだから大丈夫、と無理やり重い足を動かして扉を開けた。しかし……。

　新橋さんは火曜日なら絶対いないと言ったはず。それなのに、入った瞬間、目に飛び込んだのは、接客用のテーブルを挟んでふたり組の男女に対応している関谷さんだった。

　当然、関谷さんは私を見つけて一瞬驚いた顔をする。私も心臓が飛び跳ねた。

　立ち尽くす私に気づいたスタッフさんらしき人がすぐにソファに案内してくれて、ソワソワしながらフカフカしたソファに沈み込んだ。

　新橋さん、嘘ついたな……。

　ハァと溜め息を吐き出して、事務所内を見渡した。

　ダウンライトが室内を柔らかく照らす中、配置されたテーブルセットや小物は際立ってハイセンスで、だけど雑然と並べられてある本が関谷さんらしい。

　視線をさまよわせれば、シャツに黒いボトムの相変わらずシンプルな格好で、時折、微笑を交えながら対面する男女と話す関谷さんが目に入った。

　模型と図面らしきもので説明している彼の真剣な表情に、あんな顔もするんだ、と思う。

　やっぱり私は関谷さんを知らない。ダメだ、彼を見るだけで胸が苦しい。

　落ち着かない気分になり、思わず立ち上がる。

　カバンから茶封筒を取り出して、お茶を運んできてくれた若い男の子に「関谷さんに渡してください」と押しつけるように渡した。

　逃げるように事務所を飛び出して、後ろを振り返らないように足を動かす。

　お金を返せば消えると思ったはずのモヤモヤはまったく消えなくて、さらに重く増えた気がした。




　来たときと同じバス停に着いて、時刻表を眺める。

　あと十分でバスが来る。早く来て、と指で時間をなぞった。

「紗織！」

　聞こえた声に心臓が飛び跳ねた。

「せ、きやさん？」

　振り返ると、息を切らせて走ってくる関谷さんの姿が目に入った。

　その姿を見るだけで、苦しいくらい胸が締めつけられる。彼はこうしていつでも私の感情を容易に動かしてしまう。

　そんな簡単に入り込まないでよ、と泣き叫びたくなる。

「これ、なんだよ」

　関谷さんが不機嫌に茶封筒を私にぴらぴらと見せる。

「ドレスのお金です。返してなかったから」

「いらないっつっただろ。どこまで強情なんだよ」

　呆れた目をする関谷さんにイラ立つ。

「関谷さんは気軽に誰かにプレゼントできるかもしれないけど、私は簡単に受け取れないし、そんな立場でもありません！　あなたは女性の扱いに慣れているでしょうけど、私はあなたが自然にするキスや甘い言葉にちっとも慣れない！」

　つい声を上げるけれど、それでも表情を変えない関谷さんに怯みそうになる。

「別に慣れてねえよ。今もお前をどうしたらいいか分かんねーし。自然に見えたんなら、俺がぐだぐだ考えるのをやめたからだろ」

　関谷さんはハァと息を吐いて、ゆっくり私に近づいた。ポツリと小さく降り出した、頬を伝う雨をかまいもしない。

　睨み合うように立ち尽くすのに、関谷さんの瞳はやっぱり色を変えない。

　この絶対的な色にかなうはずがないと分かっているけど、私にはどうすることもできない。そんなバカな自分がイヤになる。

「お前さ、なんで逃げようとするわけ」

　口調にはなんの変化もないのに、その瞳だけが射抜くように私を見つめている。

　私はそれに答えられず、唇を噛む。

「……気が狂う」

　関谷さんはそう言うと、眉をわずかにひそめて、少し笑った。

　関谷さんはなにを言いたいのか、応用の効かない私の意識は今にも飛びそうになる。

　口を開けず固まってしまった私に、関谷さんは苦笑した。

「お前はあの場からいなくなるし、今も目の前にいるのに、いなくなりそうだし」

　関谷さんは私に近づいて、ぐいっと手首を掴んでから深い黒色の瞳を向けた。

「俺がイヤ？」

　関谷さんの目が怖い。恐ろしいくらいキレイで、こんなときなのに小倉さんの『超絶美形』とかいう新単語が頭を過った自分に笑える。それでも体は正直で、鼓動が高鳴り、指先は震えている。

「イヤとか、そんなん、じゃなくて……関谷さんは怖い。私が私じゃなくなる。私じゃなくてもかまわないくせに、振り回さないでください」

　滅茶苦茶な思考のまま、溢れる言葉を彼に投げつける。

　一瞬驚いたように表情を止めた関谷さんは、それから形いい唇を端だけクッと上げてみせて、彼独特の空気を瞬時に作り上げた。

「お前はバカ？」

　はっきりとした口調で、心底深い溜め息をつく。

「なっ」

「つーか、鈍いの？　天然？」

　関谷さんは相変わらず面倒くさそうに言葉を続ける。それから、クシャッと髪を掻いて苦笑した。

「お前はさ、星を食べたキリンだよ」

「……どういう意味ですか？」

　星を食べたキリン。それは私が動物園で話したことだとすぐに気づく。

　こんなタイミングで、なぜキリンの話？

　意図が分からず、戸惑った。

　だけど関谷さんはちっとも態度を変えなくて、また困ったように笑う。

「いい加減、気づくだろ、普通。気づけばお前のことばっかり探してるよ」

　薄明かりの下、落ちた声は優しくて……。

「好きだ」

　雨に濡れた関谷さんは私から視線を逸らさず、その声は切ないくらい胸に響いた。

　一瞬、なんの変哲もないこのバス停が、広大で幻想的などこかの草原にいる錯覚に落ちてしまうくらい、私の頭の中は真っ白に飛んだ。

　だから、彼が今なんて言ったのか理解できているのに、できていないようなグワングワンとした鼓動の速さと、体中の温度の急激な熱さに、めまいがしそうになる。

　関谷さんはそんな私にかまわず、強引に腕を引く。

　もう、包まれたのが腕の中だとか、彼の鼓動も耳に伝わるくらいキツく抱きしめられたとか、そんなことはどうでもよくて……。

「なんで、わ、私、なんですか」

　やっと口から出たのは、バカみたいにかわいくないセリフ。

「グダグダ言うな。理由なんかねーよ。お前がいいし、お前じゃないとダメ。まだ分かんない？」

　耳元で響く嘘のない声に、胸がジンと痺れて体が動かなくなる。

　惹かれることに深い理由なんて必要ない。

　この人の当たり前の言葉に、自分がどんなに回りくどい人間なのかを思い知らされる。

「頼むから、もう逃げるな」

　だけど、私の頭の中はいつだって他のことも忘れさせてくれなくて、あのキレイな彼女の大きな瞳なんか忘れてしまえばいいのに、うまくいかない。

　つまらない意地なんて捨ててしまえばいい。向き合って、堂々とぶつけたらいい。そうすれば全部を受け入れて、素直になれる気がするのに……。

「……私はあなたなんか好きじゃない」

　出てきた言葉は本心とは正反対で、やっぱり素直になんかなれない。本当は好きだと言いたくても言えない。

『強がりなんだよ、お前は』

　いつかの言葉が頭に蘇る。

　関谷さん、その通りだよ。

　優菜さんと関谷さんの関係はもうはっきりしているのに、その繋がりのあり方が私の心を制御する。

　今朝の小倉さんの言葉の続きを思い出す。

『優菜って、かなりブラコンですもんねっ』

　確かにそう言った。

『ブラコン？』

　呆気にとられたように聞くと、小倉さんは『一応、兄妹でしょ？　確か、親が再婚したんだったかな？　血はつながってないみたいですけど』と教えてくれた。

　だけどあの日、関谷さんを『大事な人』だと言い切った優菜さんを思い出すと、そこにはやっぱり〝兄〟に対する想いよりも深い感情があったように思う。きっと彼女はひとりの女性として関谷さんを好きなんだ。

『とらないでくださいね』と私に笑いかけた彼女の気持ちを無視して彼の胸に飛び込む勇気はない。

　もし今、関谷さんの手を躊躇なく掴んでしまったら、きっとまた私は彼女に嫉妬する。

　だって私は、関谷さんの口から蓮井さんとの関係をなにひとつ聞いてない。

　そんなことを気にするなんて、下らないのは分かってる。面倒くさい女だ。

　こんなに独占欲の塊みたいな自分がイヤになる。だったら、ひとりでいい。

　誰かに依存して、執着しなきゃ立っていられないなら、そんなもの捨ててしまおう。

　そう、『強い』んじゃない。『強がり』なだけ。『傷つかない』んじゃない。『傷つきたくない』だけ。

　自分の好きな男が目の前でこの上ない愛の告白をくれたというのに、私はそんなバカなプライドを守り続けてしまう。

　だけど仕方ないじゃない。『かわいくない』と何度言われようが、私は今までそれで生きてきた。今さら簡単に変えられるほど、器用じゃない。

「もう、行ってよ」

　トンと関谷さんを押す。

　見上げたとき、関谷さんと一瞬だけ視線が絡んだ。冷たい瞳に捕らえられて、一瞬体が動かなくなる。

「……分かった」

　関谷さんのぶっきらぼうな低い声だけは、はっきり届く。まるで『サヨナラ』と言われたようで、吐き気がするほど胸が痛む。

　あんなに力強く掴んでいた腕は、あっさりと私を解放した。

　私はその瞳を、表情を、見ないように俯く。答えを出したのは私なのに、この湧き上がる痛みに立っていられない。

　だけど、言ったそばから後悔したなんて認めたくない。

　関谷さんを背にしたら、もう振り返らずに真っ直ぐ前を向こう。まるで、何事もなかったかのように装ってやろう。私なら、きっとそれができる。

　そう決意して、背中を向けた。

　私は今、最強にカッコ悪くて、最強にバカだ。

　早く、早く、ひとりになりたい。目元が意味もなく熱くて、景色が霞んで見えるから……。

　時間通りにバスが来る。照らされたライトがまぶしくて目を細めた。

　重い足を動かして一歩踏み出そうとした私の腕を掴んだのは……関谷さんの手。

　なんで、もうやめてよ、イヤ、やめないで。ああもう、滅茶苦茶だ。

「……おい、紗織。こっち向け」

　話しかけないで。名前で呼ばないで。背を向けたのに、なんであなたは……。

　バスが停まってドアが開いたのに、私は動けないでいる。『離して』と言えばいいのに言えない。

「こっち向けっつってんだろ」

　少しイラ立ったような声は、それなのに響きが優しくて、胸を甘く突き刺す。

「い、や。……それに、『分かった』って言ったじゃないですか」

　絞り出した声が掠れる。

「お前がバカなのが分かったんだよ」

　関谷さんはフゥと息をつく。

　バスのドアが閉まり、重いエンジン音を吹かせながら行ってしまった。

　関谷さんの腕に力が入る。それを拒むこともできない私は一瞬にしてまた引き寄せられ、彼と向かい合った。

「だけど、なんでそんなに不器用なわけ？」

　視線が交差して、彼の強い眼差しに私はなにも言えなくなる。

　心がぐらぐらと揺れている私とは対照的に、関谷さんは腹が立つほど冷静に見える。私だけが心を乱されている気がして、なんとか気持ちに収拾をつけようと、唇を噛んだ。

「……あなたなんか嫌い」

　そう、嫌い。嫌いになれたらいい。だから、もう放っておいてよ。

「嘘つき」

　なのに関谷さんはクッと笑って、見透かすみたいに即答する。そして掴んでいた腕をそっと解き、私の目元に触れて、指先でスウッと目尻を拭ぬぐう。

「じゃあ、なんで泣いてんの。俺のこと好きじゃねーなら、そんな顔すんな」

　胸が掴まれて息ができない。

　今自分がどんな表情で関谷さんを見ているのかは分からないけど、さっきから邪魔な目尻の熱さが涙なんだと指摘されて、そんな自分の顔を想像するだけで消えてしまいたい。

　それでも私を強く抱きしめる腕を振りほどくなんてできなくて、張りつめた感情が破けるように子供みたいに泣いた。

　だって、関谷さん、あなたにかなう気が全然しないんです。

「なぁ。別にかわいくなくても、バカでも不器用でもいいんだよ、お前は。俺だけを見てればいい」

　関谷さんはそう言って不敵に口の端だけ上げて、激しいくらい、深く深く唇を奪った。

　そのキスが、まるで私のすべてを奪っていくみたいで怖い。

　ねぇ、関谷さん。こんな気持ち、あなたには分からないでしょ。

「紗織」

　関谷さんが唇を離して名前を呼ぶ。

　その熱を孕はらんだ甘い声に、これから先も慣れることなんてないだろう。

「……なんか言え」

　そう言って困ったように笑う。

「……だって私、あなたになにもあげられないのに」

　なんで私なのって、今も思ってる。横に並んで誇らしくなるような容姿でもない。素直になれないのは筋金入りだし、つまらない女。それがきっと私なのに。

「なに言ってんの？　お前がいればいい」

　関谷さんは、私の不安なんて、まるで些細なことのように言う。

　ああ、もう本当にかなわない。

「……関谷さん」

「ん」

「関谷さん」

「なんだよ」

「……好き」

　言葉に出したら、余計に気持ちが溢れる。

「好き。好き、なの」

　私の温度をいつだって滅茶苦茶にするあなたが、好き。

　関谷さんが息を呑んで、私を見つめる。

　黙ったままの彼に、不安が押し寄せる。

「なにか、言ってください」

　自分の声が他人の声みたいに心細く聞こえて、困る。

　不意に関谷さんが目を逸らして、右手で顔を覆う。私は関谷さんを見上げた。

「……もっかい」

「え？」

　彼から微かに漏れた声に戸惑う。

「もっかい、言って」

「せ、きやさん？」

「今の、もう一回」

　関谷さんが右手を外す。わずかに赤い頬と熱を帯びた真っ黒な瞳に、今度は私が焦がされる。

「い、言わない」

　ズズッと鼻をすする音は我ながら色気がないけど、仕方ない。

　関谷さん、あなたなんて顔してんのよ。尋常じゃなく、色気が漏れてる。まさに環境破壊だ、と叫びたい。

「ふざけんな。言わないと犯すぞ、こら」

　獣みたいな目に射すくめられて、動けなくなる。

「い、わない。絶対言わない」

「あ？」

　細まる目に妖しい光が浮かんだのは、絶対に気のせいじゃない。宗教かと思うくらい逆らえない雰囲気に呑まれたのは不覚だ。

「……好き」

　小さい、本当に小さな声を出す。

「やっと言ったな、このやろ。マジで、どんだけなのお前。本当、やばい」

　関谷さんのキレイな顔が近づく。

「好きだ、紗織。どうしようもなく」

　コツンと額が当たって、関谷さんが私の鼻に口づける。そのまま頬、首筋に……たくさんの優しいキスの嵐が降る。

　熱を持った唇の感触が火花のように全身を貫いて気が狂いそう。

　重なる唇が深く私に入り込んで、体の芯が熱で侵されて、愛しさにただ泣きたくなる。

　関谷さんの温度に私の中の氷のような意地が溶かされ、ただ溺おぼれていく。

　私の定義なんて、滅茶苦茶だ。










上昇温度―ＬＥＶＥＬ∞―　ずっと、あなたに




「紗織さーん。ここ、ちょっと意味不明です」

　マチちゃんの持ってきた書類に目を通す。

　パソコンで打たれた機械的な文字列は、途中から途切れて文章の繋がりがおかしい。確かに意味不明。

「これ打ったの、小倉さんでしょ。彼女に聞いて」

　マチちゃんはあからさまにイヤそうな顔を作ってから、「……アイツ、また消えやがった」と社内を見渡してブチブチ言っている。

　それから私をもう一度振り返って、「紗織さん、今日飲みに行きませんか？」と爽やかな笑顔を見せた。

　すると、「あー、私もご一緒したいなぁ」と、どこから現れたのか、アイメイクに力の入る小倉さんが甘ったるい声で近づいてきた。

　マチちゃんは、鼻のあたりをピクピクさせながら「小倉さんはこの書類直してね」と、トンと小倉さんに手渡して、「えー」と響かせる小倉さんの甘い声に大げさに溜め息をついた。

　やっぱりこのふたり、けっこういいコンビだと思う。

「嬉しいけど今日はダメ」

　私はまだ仲よく騒ぐふたりに一度微笑んでから、やんわり断る。

　マチちゃんは心底残念そうに下唇を押し出し、小倉さんもなぜか同じ顔をしている。

「やっと企画にも区切りついたんですよー」

　行きましょうよー、と駄々をこねるマチちゃん。それにすかさず小倉さんが、「あのねぇ、企画が終わったのって小野さんだけじゃないからぁ～。主任も終わったわけだからぁ～」

「分かってるし」

「分かってな～い」

　小倉さんはマチちゃんとコミカルにやりとりをして、私にフワリと笑いかける。

「主任だって、でぃと、ですよね」

　語尾にハートマークをつけて、小倉さんはパチッとウインクをした。




　会社を出ると、冬の冷たい空気が肌を刺して、くしゅんと鼻が鳴った。

　すっかり暗くなった周りを見渡す。

　いつの間にかコートが必要な季節に入って、ゆっくりとだけど時間は着実に進んでいるのを感じる。

　冬の匂いは好き。澄んでいて、落ち着く。

　寒いけど……なんて下らないことを考えながら、私は横付けされた黒い車をぼんやり眺めていた。

　ウィンドウが開いて、相変わらず私を目線だけで助手席に促す。

　それを確認して乗り込むのにやっと慣れたのは、最近。

「……どこ行くんですか？」

「ラーメン屋」

　フフンと笑う、イヤミのない色気のある横顔。今日もちょこんと跳ねた右側のクセ毛に、つい笑ってしまいそうになる。

　関谷さんは私の手をキュッと握ってから、「冷てー手」と笑った。

　そんなことを自然にするから、煌びやかな街の通りが過ぎていくのを無意識に眺めながら、私は少し笑った。

「なんだよ、どスケベ」

「どスケベって」

「思い出し笑いだろ？　どスケベじゃん」

　なんでそうなるの、と呆れたけれど、でもそう、単に思い出してたのだ。

　始まりは突然で、このよく分からない出会いにはなんの意味もない、と言い聞かせた日のことを。

『おもしろいから俺を好きにさせてやるよ』という関谷さんの言葉で始まった唐突な恋は、学生時代の眺めていたくなるようなキラキラしたものじゃなくて、自分を否定して逃げてばかりのモヤモヤした感情に襲われてばかりだったけれど、いつも私の心を焦がせた。

　意味のない出会いなんてどこにもなかった。そう思えば、自然に笑みがこぼれるのも仕方ない。

　出会ったその日にキスされて取り乱したのが、すごく前のことのように感じてしまう。

　触れた手を見つめて「これが大人の余裕ですよ」と口元を緩めた。

「幸せなヤツ」

　関谷さんは呆れたように、だけど優しい声を放つ。

「そうですね」

　私の隣には関谷さんがいて、関谷さんの隣には私がいて、それがごく自然なことになっていく日々に、バカみたいに溺れてしまっているから。

「いやに素直じゃねーか」

　関谷さんは口元を上げただけで、子供をあやすように私の頭を撫でた。

「関谷さん」

「なんだ？」

「『俺を好きにさせてやる』って言ったの、覚えてますか？　『絶対好きになんかならない』なんて言った女を好きにさせたら、その後はどうするつもりだったんです？」

「そんなの決まってるだろ」

「なんですか？」

「ずっと離さない」

　甘い蜜のような言葉が私を包む。関谷さんは優しく微笑んだ。




　優菜さんとのことはやっぱりどうしても気になって、あの告白の日、関谷さんに思いきって聞いた。彼は淡々と、だけど簡潔に話してくれた。

　親の再婚で優菜さんが義妹になったのは、関谷さんが高校のとき。彼女の想いを気づいているのか、いないのか、初めからずっと『妹としか見てない』と言った。

　だけど優菜さんはきっと関谷さんが好きだ。でもそれを彼に問いつめる気はない。私を好きだと言ってくれる気持ちを信じることのほうがずっと大事なんだと気づいたから。

　ねぇ、関谷さん。もう、あなたから逃げない。素直に向かい合うこともできなかった私を、いつだって真正面から受け止めてくれたから。

　やっと見つけた、私なりの恋。

　あなたへの想いは、きっと終わらない。







番外編










停滞温度―ＬＥＶＥＬ ＭＡＸ―　優しいキス




「このさ、いかにも、遊んでませんって感じがいいんじゃないの」

「分からないなあ。僕はもっとグラマラスなほうが好きだけど」

「ギャップよ！　蓋ふたを開ければ出てくる意外性！」

「それキャップじゃないー？」

　正月気分も過去のものとなった一月後半のランチタイム。ザワザワとした店内から聞こえてきたのは私の陰口……じゃなくて、ただの悪口だ。

　私の真正面には、偽物の仮面を被った王子と女王の気質を備えた美女。

「ま、けど無事にくっついたんだから感謝してほしいよね。お金を返しに行った日、無事に会えたでしょ？　祥子さんが僕に泣きついてこなかったら、僕は別に興味の欠片もない高見さんを司に焚たきつけたりもしなくてよかったわけだし」

　まったく目の笑ってない新橋さんが、ニコリと笑う。

　祥子は「泣きついたってなによ！」とプンプンしている。

　これは、私が関谷さんの告白を受け入れたあの日までの舞台裏。新橋さんは関谷さんに対して、私へ好意があるふりをしていたらしい。

「私にはそんな態度まったく見せなかったじゃないですか」と眉をひそめれば、「司をからかいたかっただけだし。普段は一切顔色を変えない男がさ、微妙に動揺するのを見るのって楽しいんだよ。色気が増すっていうか、あの苦虫噛み潰したような顔がイイっていうか」と、フフと優雅に笑う。

　柔和に見える美形って、どうしてこうも二面性があるんだろうと、溜め息もつきたくなる。

「ほら、多空って変態でしょう？　でも私も紗織には幸せになってほしいから、この悪魔と手を組んだのよ。ま、情報交換だけで結局なにもできなかったけどね」

　以前言っていた『共同戦線』とはこれのことだったのかと納得した。

「情報交換、ね。高見さん以外の情報も交換したけどね？」

　新橋さんが祥子に流し目を送って首を傾げると、祥子は一瞬で赤くなって顔を引きつらせた。

「うまくいってるのね」

　そう口にしたら、祥子は分かりやすくブンブンと首を振った。

　動揺しているのね、分かります。なによりだ、と私も晴れやかに笑った。

「高見ちゃん、最近恋してる？」

　社長の瞳は、明らかな好奇心と悪戯っぽい色で完全に埋め尽くされている。ワクワクするような期待が込められた視線に、深い溜め息をついた。

「……社長」

「なに？　なに？」

　この質問、もう何度目だと思ってるんですか。

「恋、してますよ」

　減らない愛情を持て余すほどに。

　少しだけ笑えば、社長は満足げに口元を上げた。




　祥子たちとのランチ、そして恋愛に寛容すぎる女社長の用件を終えて、オフィスに戻る。

「紗織さーん、社長なんでしたー？」

　後輩のマチちゃんは今日も元気。午前中は顧客と伝票の管理を延々と続けてげっそりしていた面影は回復しつつある。若さってうらやましい。

「なんでもないわ。世間話よ」

　嘘ではない。だけど続きがある。社長は散々話を引っぱったあげく、帰り際に『新しい風を吹かせてみたいのよ』と艶やかに笑った。

　新規に社員を採用するつもりのようだ。まだ決定事項ではないけれど。

　なぜなら、雇うのは社長の甥おいっ子で、これまたエキゾチックな美形なのだ。女性だらけのこの職場で問題でも起きたらいけないから、慎重になっているらしい。

　だけど、食いついたのはマチちゃんひとりじゃなかった。

「聞いちゃいましたよぉ。オトコの子を短期で雇うんでしょー」

　舌っ足らずな甘い声が後ろから近づいて、大きな瞳をクリクリさせながら小倉さんは私の腕に絡みつく。

「はぁ!?　ってか、小倉さん、馴れ馴れしい！」

　マチちゃんは私に絡む小倉さんの腕を振りほどいて、子犬みたいにキャンキャン吠ほえている。

「ねー？　メンズの目線からセクシーなランジェリーを開発するんですよねぇ」

　小倉さんはマチちゃんをフル無視で、甘えた猫みたいに私に擦り寄った。

　というか、あなたどこでその情報を？

「まだ、確定したわけじゃないわ」

　私は眼鏡を直しながら、小倉さんに冷静に向き直った。だけど小倉さんは例の如くフェミニンに笑う。

「かっこよかったら狙っちゃお」

　キャハ、なんて言う小倉さんに、マチちゃんは鼻のあたりをピクピクさせている。私も頭痛がした。

「あなた彼氏いるんでしょっ」

　マチちゃんが噛みつきそうな勢いで刺々しく睨む。

「ほら私ってぇ、ずっと一緒にいないとダメなタイプだしー。主任はどうですかぁ？」

　グロスで輝く口元に人差し指で触れながら、私より頭ひとつ分小さな小倉さんは上目遣いに見つめる。

　マチちゃんは「無視かよ」と舌打ちした。

「……余計なこと言ってないで仕事しなさい」

「カラダが求めちゃうんですよねー」

　かまわず艶やかに笑った小倉さんの言葉の卑猥さに頭を痛める。その一方で、好きな人とずっと一緒にいたいタイプだと公言できる彼女がうらやましかった。

　いまだに自分の感情をうまく吐き出せないのは、私の悪いところだ。




　それから数日後の夜。例の『大人の余裕』のランジェリーと、小倉さんの企画も合わせたランジェリーが三カ月の製作期間を経て製品になり、展示会も無事に終わってメーカーさんとその打ち上げをしていた。

「で、高見ちゃんはなんで今日もそんなに仏頂面なわけ？　ケンカ中？　それとも欲求不満？」

　爽やかな笑顔を作りながらサラリと毒づくのは、数ミリも失礼さが変わらない山都さん。

「この顔は元からです。そして、余計なお世話です」

「ん、相変わらずだねー」

　取引先の部長である彼は、相変わらずパーフェクトな微笑を貼りつける。

　小規模の居酒屋は、小さな声なんて掻き消されそうなくらい盛り上がっている。

　この雰囲気は苦手。お酒は黙々と飲みたい。話す相手がいるのはいいけど、必要最低限でかまわない。だから、そんな私と肩を並べたところでおもしろくもないだろうに。

　実際、山都さんと飲みたそうにしている何人かの女子社員は、チラチラとこちらの様子を気にしている。

「山都さん、あちらの席に行くと、きっと楽しいですよ」

　視線で促せば、彼はそちらを見もせず首を振った。

「面倒くさいからね。高見ちゃんが横にいるといい壁になるよ」

　ニコリと笑う優しい笑顔とそれに反した毒の吐き方。みんな騙されるな、と叫んでやりたい。

　大体、美形はなんで人のことを『壁』だとか『虫除け』だとか言うの。もしかして、かなりひねくれてない？　性格がいい美形なんて見たことない。

　それからも、私の適当な相槌に山都さんは退屈そうな素振りを見せない。なにが楽しいのか、「高見ちゃんは本当に飽きない」とクスクス笑う。

　正直、最近の山都さんは苦手だ。

「高見ちゃんキレイになったねー」

　ほら、こんな言葉を軽々しく言うんだもの。

「彼とは、うまくいってるんだ？」

　からかうような口調は相変わらず本心が見えない。

「問題なく」

「へぇ。おもしろくない」

　突っぱねても、ゾクリとするくらい〝男〟の瞳で見つめてくる。

　もう、ホントに勘弁してよ。

　私は、グイとアルコールを口に入れた。

「だけど、抱かれてないでしょ？」

　山都さんは、悪戯に瞳を光らせる。薄い唇がクッと上がった。

　私は思わず殴りたい衝動に駆られるのをなんとか堪えると、この変態メガネ！、と胸の内で罵ののしる。

「……今、サラリと毒吐いた？」

「ええ、胸の内で、ですけど」

「つまり、図星？」

「セクハラですよ」

「純粋に興味があるから聞いてるだけ」

「変態ですか」

「あは。バレちゃった？」

　隠してたとしたら、とっくにバレてる。

　私は深く溜め息をついて時計を眺めた。

『抱かれてないでしょ？』

　その質問の答えをはっきりと返すなら、イエス。

『恋人』と呼ぶことにいまだ慣れない私に、関谷さんという人が常に頭の中を占める日常ができて、早、四カ月。それなのに私も関谷さんも忙しくて、数えるくらいしか会えていないのが現状だったりする。

　関谷さんは最近また新しい建築に関わっているみたいで、先週は一週間ほど県外へ出張に行っていた。お土産に買ってくれたご当地キャラのキーホルダーは、私の部屋の鍵の居場所になっている。

「高見ちゃん？」

　ぼんやりしていたらしい意識を山都さんの柔らかい声が引き戻す。

　本当にこの人、声だけは完璧なのに。

「もう、失礼します」

　私は席を立つ。山都さんは、それを見上げてつまらなそうに口を曲げた。

「じゃあ俺も帰ろかなー」

「山都さんが帰ったら、ここの女子社員ほとんど帰りますよ。そんなおもしろ現象、起こさないでくださいね」

　山都さんが例の如くキレイな笑みを作ろうとした瞬間、なぜか代わりに眉を上げて視線を逸らせたのは、私の背中の向こう側。「……本気で痺れるよねー」なんて呟いている。

　私もつられて視線を後方に移す。

　気づけば、ほかの女性客の視線も自然とその男性に集まっていた。

　その垂れ流しのフェロモンをなんとかしなさいよ、と思う。

「紗織。帰るぞ」

　周囲の目線なんかまったく気にせず、どこにいても目を引く男・関谷さんは、私の名前を呼んだ。

　思わず赤面しそうになるのをこらえて、取引先の上司に挨拶をしてから私は席を立つ。上司といっても、山都さんの他はもうひとり穏やかなおじさんがいるだけ。あとはウチの社員ばかりだから、私は視線が集中しないように足早に店を出た。

　肌を刺すような冷たい空気に、ぬくもっていた体が温度を奪われていく。

　店の前に停まったスマートな外車に乗り込むと、よく効いた暖房がまた体を温めた。当たり前のように助手席に乗ることにいまだに慣れなくて緊張してしまう。そんなことを言ったら、この人は笑うかもしれない。

「連れ出してよかったか？」

　あれだけ堂々と登場しておいて、なにをおっしゃいますか。

「はい。もう帰るところでしたから。だけど、わざわざ迎えに来るなんて思いませんでした」

　場所は言ってあったし、【もうすぐ帰ります】と簡潔にメールを打った数分後だった。

「ひとりじゃ危ねーだろ」

「別に、大丈夫ですよ」

「……いろんな意味で、だ。心配かけんな」

　関谷さんはそれだけ言って、アクセルを踏む。

　もう、なんなのよ。

　顔が熱い。関谷さんのひと言ひと言は、今でもたやすく私の温度を上げてしまう。

　少しタバコの匂いが混じる車内は、いつも清潔感がある。だけど無精ヒゲとクセ毛のない横顔はいつもと雰囲気が違う気がして、久しぶりだな、と思う。実際は四日ぶりくらいだけど。

「あの……」

「なんだ」

　流れる沈黙に、私はなるべく関谷さんを意識しないように、フロントガラスを眺めながら会話を続ける。

「仕事、忙しいんでしょ」

「暇だと困るな」

　関谷さんはあっさりと言う。その口調がまったく疲れを感じさせなくて、『忙しいなら無理に時間を作らなくてもいい』と続けるはずの言葉を飲み込んでしまった。

　けれど、今日みたいな日に迎えに来てもらうのは、申し訳なく思ってしまう。

『いつも一緒にいたいタイプなんですぅ』

　いろんなハートマークが散らばったような声を出した小倉さんを今なぜか思い出す。ダメだ。やっぱり人種が違う。

『それに、カラダが求めちゃってますもん』

　……カラダが求める？

　関谷さんに抱きしめられた自分を想像して、ボンッと顔が赤くなった。

「急に黙るなよ、なに？」

　関谷さんの低い声でハッと我に返る。

「別に、忙しいなら無理しなくていいです。今日もタクシーで帰る予定でしたから」

　赤くなった顔が恥ずかしくて、見せないように俯く。結局、さっき飲み込んだ言葉がこのタイミングで出ていった。

「はぁ？」

　関谷さんは、心底呆れたような声を出して、切れ長の目を細めた。

「……予定変更だ」

「は？」

　もともとどこに向かうつもりだったのかも分からないけど。

　関谷さんは器用に車をターンさせて、来た道を戻っていく。

「ちょっ、どこ行って……」

「黙れ」

「んなっ」

「お前、料理くらいできるだろ」

　関谷さんの口調は決めつけるように聞こえなくもないけど、『できない』と言えば『あっそ』とあっさり流される範囲の興味なんだということは最近知った。

　でも、なんで今、その質問？

「俺は腹が減った。無性にハンバーグが食いたい」

　話の脈略がなさすぎる。大体、私は今、飲み会を終えたばかり。

　だけど「お前と一緒に食いたい」と子供のようなワガママを言われれば、イヤだと返すことができなくなる。




　結局、関谷さんのマンションの近くのスーパーで買い物して、紙袋を持つ関谷さんの似合わなさすぎる姿に思わず笑いながら車へ戻る。

　もうこの流れだと、彼のマンションでハンバーグらしき物を作るんだと理解できるけれど、やっぱりなんで？って疑問が浮かんでしまう。

　既に二十一時半。今からハンバーグは重くないのかな。

　やっぱり関谷さんの思考回路はさっぱり分からない。




　関谷さんの住むマンションに入るのは、私は実はまだ二度目、だったりする。

　一度目は、関谷さんが熱を出した日。慌ただしく帰ったあの日は、周りを見渡す余裕もなくて、〝薄暗くてシンプルな部屋〟というイメージだった。

　そして今、改めて目の前に広がったモダンな玄関に、つい立ち止まってしまった。

「……なにつったってんだ？」

　関谷さんが怪訝な顔をして振り返る。

「べ、別に。お邪魔します」

　思わず眼鏡に手をかけた後、履き慣れたパンプスを脱ぐ。その単純な動作さえぎこちなくて、やっと私は緊張しているのだと気づいた。

　二十畳ほどはありそうな広いリビングには、座り心地のよさそうなスエード調のブラウンのコーナーソファに、シンプルなガラステーブルが置かれていた。

　私はその延長線上にある最新式の電化キッチンの前で、スーパーの袋から材料を取り出した。キッチンは相変わらず、使ってるの？と聞きたくなるくらいキレイで、ここから見渡せば、二ＬＤＫの広々とした部屋の中で雑然とした場所は本棚だけだ。

「紗織、お前は玉ねぎ担当」

　関谷さんはポイッと玉ねぎを私に投げた。そして、当たり前のように横に並んで、キッチンに立った。

「手伝ってくれるんですか？」

『料理くらいできるだろ』なんて聞くから、てっきり私が作るのかと思ったけど、そういうわけではないらしい。

「ふたりでやったほうが早いだろ」

　キッチンに立つ関谷さんはなかなかサマになっていて、かっこいい。

「じゃあ、あなたが玉ねぎ切ってください。目が痛いんだから」

「無理」

「なんで」

「お前、眼鏡で防御してんじゃん。それに安心しろ。俺んちの包丁は、切れ味抜群」

　だから大丈夫、と口元だけクイと上げて自慢気に笑う。

　無邪気なくせにどこか色気を含んだ独特の雰囲気。そんな顔が好きだったりするから、私はザワザワする胸を必死で沈めた。

　もう、ダメだ。集中できない。この際あっちに行っててくれないかな。

　だけど、ふたりで並んでこうしているのもイヤじゃない。

　矛盾した気持ちをぶつけるようにザクザクと玉ねぎを刻んだ。




　あっという間に完成したハンバーグをガラステーブルに並べて、「いただきます」と口に運ぶ。

「うまいな」

「はい」

「付き合わせたの、ごめんな」

「いいです。食べられますし、このくらい」

　一緒に作ってたらお腹減ってきたし、と続けて言えば、関谷さんは大笑いした。

「お前の食べ方、ホント見てて気持ちいい」

　そう言って、関谷さんはまた目を細めた。

　目の前に座る関谷さんを眺めれば、箸の持ち方がキレイだな、と思う。というか、動作すべてに品がある。料理の手際もいいし、寝グセを気にしないずぼらさはあるのに使った物をすぐに片付ける几帳面なところもある。

　その慣れた動作につい『洗濯物を畳んでいるのって関谷さんなの？』と聞いてしまったら、『俺以外に誰がいる』と怒られた。




　片付けを済ませて、なにを話すわけでもなくソファに座り、大きな液晶画面をただぼんやりと眺める。関谷さんはときどき欠伸をして、肘かけにかけた腕に頭を乗せていた。

　やっぱり疲れてる？

「私、そろそろ帰ります」

　邪魔にはなりたくない。関谷さんはひとりの時間を好む男だって、なんとなく思うし。

「なんで？」

　関谷さんは、ソファを立ち上がった私を見上げた。

「なんで、って」

「……お前、時間ないのか？」

「違いますけど」

「まさか、また寝る時間だとか言う気じゃねーだろ？」

　無造作な髪をクシャリと掻いて、関谷さんは不機嫌に言う。それから、その大きな手が何事もなかったかのように私を引き寄せた。

「がっ」

　自分の口から出たかわいくもなんともない声に、女子力よ、今すぐ戻ってこい、と念じる。

　ていうか、近いんだけど。ああ、もう、心臓が、うるさい。

「そんなに俺と一緒にいたくない？」

「え？」

　関谷さんの言葉に目を開く。

「なんでそんなこと言うの？　お前さ、拒否ばっかじゃん。帰るとか、無理しなくていいとか。それって、どういう意味？」

　少し怒ったような口調に動揺してしまう。

　黙った私にハアと短い息を吐いて、関谷さんは私から距離を取った。

「黙ってないで、なんとか言え。言わないと分かんねえだろ」

　いつか昔、それを分かろうとするのが恋人じゃないの、と思っていた自分を殴りたい。いざこうして向き合えば、言葉にすることはそんなに簡単じゃないのだと突きつけられる。

　関谷さんのイラ立った瞳とぶつかって、こんなに近くにいるのに遠くなった気がして不安になる。

「……きなの」

「は？」

「好きなんです、あなたが！　自分でもどうしたらいいか分からないくらい、好きです。いい年して恋愛の仕方も知らないなんて、みっともないのは分かってます。そりゃ一緒にいたいけど！　だけど大人なんだから、関谷さんだって自分の時間も大切だろうし、重くなりたくない。忘れないでいてくれたら、それでいいからっ……」

　ああ、言ってしまった。

　一気に言い終えた私は肩で息をする。

　爆発するような感情を吐露した私に、関谷さんは呆れているかもしれない。

　関谷さんの顔を見れなくて、俯いた。

「……お前、本当にズルいわ」

　わずかな沈黙の後、関谷さんが今度は「はあぁぁ」と長い溜め息をついてから、両手で私の顔を上げた。

「なあ、不器用なお前がかわいくてしょうがないんだけど。どーすんの、これ」

「関谷さん？」

「俺もお前が好きなの、分かってる？　一緒にいたいんだけど、それってダメなわけ？お前のペースでいいけどさ、たまには俺の気持ちも考えろよ、アホウ」

　関谷さんの気持ち……。それは私と一緒にいたいと思ってくれているってことで、間違いないの？

　ストンと胸のつかえが取れた気がして、肩の力が抜ける。

「ごめん、なさい」

　消えるような声で謝れば、関谷さんは苦笑して私を抱きしめた。そのまま彼の指が、まとめられた私の髪を解いて、長い髪が落ちる。

　関谷さんはそれを掬すくって口づけた。

「これで問題解決。オーケー？」

　口の端だけ上げる悪戯な笑みに私も笑顔を返す。

「じゃあ、今から抱く。めちゃくちゃ遠慮なしに抱く」

「はぇっ!?」

　突然の宣言に、私は抱き寄せられたまま固まってしまったみたいに動けない。

「紗織」

　関谷さんが私の名を呼ぶ。

　愛おしそうに響く甘い声に、心臓が跳ね上がる。私は飛びそうな意識を堪えるように、関谷さんをきつく見つめた。

「……それ、煽るだけだから」

　煽る？　なにを？

　答えを探して眉を寄せれば、関谷さんが近づいて「そのまま黙ってろ」と囁くような甘い吐息と一緒に、強引に唇を塞いだ。

　深く私を探る、そんなキス。絡まる舌にのぼせそうになる。角度を変える熱い感触が、火花のように散ってゾクゾクと身体を走る。

　やだ、ちょっと、こんなキス……反則。どこで、息、するの。

　私は必死で関谷さんを押しのける。その拍子に落ちた眼鏡はふかふかのカーペットに音もなく沈んだ。

　やっと酸素を取り入れた体は火照っていて、ぼやけた視界で関谷さんの表情は見えない。一瞬でも目を離したくなくて凝視したら、関谷さんの口元が少しだけ上がった気がして、ドクンと心臓が悲鳴を上げた。

　そのまま関谷さんは、私の左腕を掴んでソファに押し倒す。

「せ、関谷さんっ」

　体がソファに深く沈む。のしかかる関谷さんの体重を感じて、心臓がバクバクと飛び出そうになる。

「……いい加減、名前で呼べよ」

　耳元に熱い息を吹き込むように関谷さんが囁き、そのまま私の首筋に舌を這はわせた。

　ぞくりとするような刺激が体の内部を通って、小さな悲鳴が漏れる。だけどそれは、自分の声じゃないみたいに甘くて、恥ずかしさでこのまま死んでしまいそうだ。

「やめ……」

　やめて、と言いかけた唇は塞がれて、また拷問みたいな、深い、熱い、キス。

　関谷さんはもう片方の手で、私のシャツのボタンに手をかけた。

　ここまでくれば、展開なんて予想していなくても容易に分かる。関谷さんにも宣言されたし、私だって子供じゃない。それでもこの言い表せない恥ずかしさはなんなのか。

　私は小さな吐息を漏らして、彼の口づけにただ操られるように溶かされる。

「……紗織」

　やっと唇を離した関谷さんは私を見つめているみたいだけど、眼鏡がなくて視界が定まらず、彼の表情が分からない。

「やめてほしい？」

　完全サディストなその質問も、表情を探れない私には、ただカラダに卑猥ななにかが走っただけ。

　言葉にならず必死でコクコクと頷くと、「じゃあ名前で呼べ」と関谷さんが言う。

　名前で？

　戸惑う私に、関谷さんがもう一度「呼んでみろ」と熱い吐息を漏らす。次の瞬間にはカチッと耳みみ朶たぶを噛まれて、鋭くなった五感が体を痺れさせた。

「つ……つ、かさ……」

　やっと絞り出した声を聞き届けて、関谷さんがまた唇を奪う。深いキスは、これで終わりだと思えないほど甘い。

「やっ、やめるんじゃなかったの？」

　プハッと息を吸った私に、関谷さんが不敵に口元を歪める。

「バカ？　んなかわいい声聞いて、やめるわけねーだろ」と、それだけでどうにかなってしまいそうな低い声を耳元で囁いた。




　ぼんやりする視界に、時計を探す。見慣れない景色に、まだ関谷さんの部屋だ、と改めて思うと、さっきまでのピンク色の光景が頭に蘇る。その瞬間、気絶しそうなほど恥ずかしくなって、叫びたい衝動に駆られる。

　無駄のない関谷さんの身体に包まれて、抱かれて、狂わされて……。彼の腕からやっと解放されたのは、もう午前一時を回るころ。

　タフすぎる。いや、タフなんてものじゃない。それに、こんなに……って私、なに考えてるんだ。

　ブンブンと頭を振って我に返れば、体に気だるい疲れが押し寄せた。

「……疲れた」

　私はフゥと息をついて、枕元の眼鏡に手を伸ばす。

　これから、どうしようか。

　鉛のように重い体。眠気と疲れでこのまま倒れ込んでしまいたい。だけど、そうはいかないし、タクシーを呼ぼうか。

　そんなことを考えながらノロノロと上半身だけ起こして、ベッドの下に脱ぎ捨てられた下着を取る。

　というか、この脱ぎ捨てられた服の散乱する光景が目に痛い。

　確か、抱えられるようにソファからベッドに移動した。荒々しく服を脱がされて、それでも宝物を扱うように優しく触れる関谷さんに、体中が甘く痺れた。

　そして今、まさに産まれたままの状態。下半身は鈍く痛むのに、それでも満たされた体が淫みだらすぎる。

　ふうと吐息を吐いて、下着を身に着けようと体を動かしたとき……。

「きゃっ」

　いきなりウエスト部分に長い腕が回された。

「……なにやってんの？」

　関谷さんの低い声。眠たそうに細まる瞳が愛しくなる。

「起きてたんですか？」

「もう寝る」

　そう言って、関谷さんは私を抱き寄せた。

「は、離して」

「……なんで」

「帰らないと」

「帰さない。泊まっていけ」

　勝手なこと、言わないでよ。

　なのに関谷さんの腕の中が温かくて、その居心地のよさに甘えてしまいそうになる。

「……どうするんですか」

「なにが」

「これ以上、私をあなたでいっぱいにしてどうするの」

　あなたの温度は優しすぎて、私をいつだって狂わす。

「……っ、なんだそれ」

　関谷さんの腕がわずかに弱まる。

　顔が赤い気がするけど、暗闇だし、気のせいかな。……ダメだ、なんだか眠気がひどくなってきた。

「ったく……人の気も知らねーで」

　私の意識は襲ってくる睡魔に勝てなくて、関谷さんの声が遠くで聞こえた気がしたけど、定かではない。

　だから、私の目元に優しくキスが落ちたのは、夢だったのかもしれない。





ｆｉｎ












あとがき




　初めまして、ゆらい かなです。数ある本の中から『恋愛温度、上昇中！』を手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　初の書籍化であたふたしてしまい、力不足を痛感しましたが、こうして形になれたことを大変嬉しく思います。担当して下さった編集者様、素敵なイラストで表紙を飾って下さったこまめきくこ様、そしてこの本に携わって下さったすべての皆様には、本当に感謝してもしきれません。この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。




　遊びたい盛りの子供たち三人のバックコーラスに囲まれて、眉間に皺を寄せながらパソコンを打ち続け、アドバイスという名のメスを入れてもらうため、主人の前でセリフを朗読するという羞恥プレイにも慣れたのは良い思い出です（笑）。

　眠ることなく朝を迎えたのも何年振りかの体験でした！




　誰かに惹かれることを否定しなくてもいい、自分なりの恋愛を見つける。そんなお話が書きたくて執筆した作品です。

　心配してくれるのに強がってしまう。思っていることと別のことをつい言ってしまう。だけど相手からの感情はストレートに言葉にしてほしい。

　女って面倒くさくて、なんて可愛いイキモノなんだ、と思います。

　『素直になる』。どうしてもそれが難しく感じてしまう女性もいると思うんです。

　ヒロインの紗織は、『強い女』という印象になりがちな自分の性格を理解して、それでもそんな自分であり続けようと背中を伸ばす、意地っ張りで芯の強い女性をイメージしました。

　大幅改稿して紗織の性格は当初よりはるかに丸くなりましたが、それでもラスト場面は、自分で書いていて、紗織って融通利かないなぁと思いました（笑）。

　勿論そこが私としては愛すべき彼女の性格だと思っています！

　そして関谷には、素直になれない女性の本音をゆっくり紐解いていく包容力を詰め込んだつもりの作者でございます！

　紗織と関谷の物語を読んでくださり、本当にありがとうございました。





ゆらい かな









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










恋愛温度、上昇中！
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